

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……せんぱい、あとでちょっといいですか？」

　目の前に立つ銀髪ワンサイドアップの少女がスマホを掲げて見せた。

　そのストラップホールには、ふてぶてしい顔をした猫のぬいぐるみが付けてある。

　どうしてそれを春はる風かぜさんが持っているんだ……っ!?

〝ウォーカー君〟という名のそのぬいぐるみは、世界に三つしか存在しなかったはずだ。

　そしてそれは、ネットで僕と恋人関係を演じてくれているアカネが持っているものと同じもの。つまり、それを持っているということは、春風さんはアカネである可能性が浮上してくるということなのだ。

「は、春風さん……そのストラップ……」

　口の中が渇いて、うまく言葉が出せない。

　アカネの可能性があるのは、林りん檎ごと花はな咲さきさんだけでなかった。

　一年後輩で生徒会書記を務める春風亜あ衣いさんもまた、アカネであるかもしれないのだ。

　そこでふと、彼女が掲げるスマホ画面に目がいく。




『生徒会の後、帰ったふりをしてまたここへ来てください』




　画面にはメモ帳アプリが開かれ、そのような文面が書かれていた。

　何か話したいことがあるのだろうか。だけど一体何を……？

「何してるのかな～、二人とも。内緒話？　なら、あたしも交ぜてよ！」

　唐突に聞こえてきた明るい声音に、僕は思考を阻はばまれた。

　春はる風かぜさんが急いでスマホをポケットに仕し舞まう。

　声のした方へ顔を向ければ、黒髪ロングヘアの生徒が窓際に佇たたずみ、にこりと笑って僕らを見ていた。

　鳥とり田た真ま希き先輩。篠しの洲す高校三年生にして生徒会長を務める先輩だ。

　切れ長な目にふっくらした唇というクール系美人の外見とは打って変わって、その中身は誰かを弄いじって遊ぶのが大好きな天てん真しん爛らん漫まん乙女おとめである。

　そんな彼女は、仕事を完璧以上にこなし友人を何よりも大切にするため、生徒や教師たちからの信頼が厚く、〝完璧なる女王パーフエクトクイーン〟なんてあだ名で呼ばれている。

　鳥田先輩は僕らに好奇心旺盛な眼まな差ざしを向けてきていた。

　春風さんがわざわざこんな呼び出し方をしたことから考えると、これは他の人には知られたくないのだろう。

　いつも通り、いつも通り……。

「そ、そんなんじゃないですって。ほら、早く生徒会始めましょう」

「えー、つまんないの」

　そう言いつつも、仕事はきちんとやろうとする鳥田先輩。不満そうな顔をしながらも、窓際お誕生日席の自分の椅子に腰を下ろした。

　なんとか誤ご魔ま化かすことに成功したらしい。

　僕と春風さんも自分の席に座る。

　これで全員が席に着いた。生徒会の時間が始まる……かと思えば、約二名、上の空でスマホ画面を見つめる制服姿の女子生徒がいた。

　明るい髪色のボブカットで、その片側をお団子に結った林りん檎ご。

　金色セミロングヘアで、頭の両端にリボンを着けた花はな咲さきさん。

　鳥田先輩が咳せき払ばらいをしてその二人に呼びかける。

「月見里やまなし副会長と花咲庶務も大丈夫？」

「え……あ、ひゃい大丈夫ですっ！」「りゃ、大丈夫ですよっ！」

　林檎と花咲さんは声を揃そろえて返事をし、姿勢を正した。

　しかし、どこからどう見ても二人は激しく動揺している。

　二人がなぜこんなにも動揺しているのかといえば、それは彼女たちがさっきある考えに至ったからだろう。

　──僕、天あま野の隆りゆう盛せいが二人のことを好きなのではと。

　確かに二人はとても魅力的な女の子だと思う。

　しかし、僕の好きな人はアカネだけだから、それは誤解なんだけどね……。

　それにしても、その誤解を抱いてここまで動揺するということは、まさか二人とも僕に気があるのかと疑ってしまう。

　中学生の頃のように、また何かの勘違いかもしれないから怖いんだけど……。

「んー、まいっか」

　鳥とり田た先輩はいつもと違う様子の二人に首を傾かしげつつも、流すことにしたらしい。手を打ち鳴らして少し大きめの声を出す。

「はい、じゃあ今日の生徒会始めるよ。って言っても夏休み直前だし、仕事らしい仕事もないんだけどね～」

　すかさず林りん檎ごがジト目を向け、窘たしなめるような口調でツッコミを入れる。

「もう会長、勝手に夏休みに入った気にならないでください。夏休み中にも何回か生徒会の集まりはあるんですからね」

　あれ、そうだっけ？　何となくそんなようなことを聞いた気がするけど、すっかり忘れてた。もしかして、知らなかったのって僕だけ？

「あれ、そうだったっけ？」

　まるで僕の心の声を代弁するようにして、鳥田先輩はお茶ちや目めに舌を出して見せた。

　あ、なんだ鳥田先輩も忘れてたのか。よかった。いや、よくないけど。

「生徒会長なんですから確認しておいてください。そもそも、去年の夏休みもやったはずですよね」

「あたしは過去のことには囚とらわれない流儀なのだよ、月見里やまなし副会長」

「得意げに言わないでください。あと、生徒会長をする以上はその流儀を捨ててください」

「あはは、検討します」

　呆あきれのため息を吐つく林檎と、敬礼をしてケラケラと笑う鳥田先輩。

　いつも通りの生徒会の風景である。

　続いて林檎は僕の方に冷ややかな視線を向けてきた。

「同じように、そうだっけ？って顔してる天野に一応もう一度言っておくけど、夏休み中も何度か生徒会はあるわよ」

　嫌いや味みたらしい口調。さっきまで動揺していたとは思えないほど、平常運転の彼女である。

　月見里林檎。僕と同学年で生徒会副会長を務める彼女は、誰もが美少女と認める美貌を持ち、流行に詳しいこともあってか、主に女子生徒からの人気が高い。その反面、男子には冷たいため〝氷の姫ツンドラプリンセス〟なんてあだ名で呼ばれている。

　そんな林りん檎ごだが、実はアニメやＶチューバーが大好きな隠れオタクという一面を持つ。その上、彼女の裏アカウントでは、乙女おとめ脳全開の投稿をしており、なんとなく僕のことを好いているような発言があるんだけど……まだ自分でも半信半疑なところがある。

　というのも、以前ちょっとしたことがあったせいで、僕と林檎は顔を合わせればいがみ合う仲だからだ。

　それにしても、夏休み中にまで生徒会があるのか。

「はあ、せっかくの夏休みなのに……」

「天あま野のの場合は生徒会役員になる時にちゃんと説明したはずよ？」

「そんなことあったっけ」

「あったわよ。私が説明したんだもの。ちゃんと覚えておきなさいよ」

　林檎がムスッと腕組みをした。

　その隣の席では、金髪セミロングの少女が微笑ほほえむ。

「だけど、夏休み中にもみんなに会えるのは嬉うれしいな」

　天使のような笑顔で天使のような発言をしたのは、花はな咲さきこころさん。

　ちょっとどころではなく天然で、誰にでも優しい彼女は、林檎と同じクラスで生徒会庶務を務める。学校生活における僕の癒いやしだ。

　誰とでも仲良くなれる彼女は〝笑顔の天使スマイリーエンジエル〟なんてあだ名で呼ばれているが、裏では〝ココ〟というハンドルネームで動画を投稿する人気上昇中のゲーム実況者である。その人気の理由は、彼女が大好きなゾンビゲームをすると性格が豹ひよう変へんし、普段からは想像もつかないほどバイオレンスになることにある。

　その秘密を唯一知る僕と彼女はゲームフレンドで、週末にはよく一緒にゲームをする仲だ。

　鳥とり田た先輩はニヤリと何か企たくらむような笑みを花咲さんに向けた。

「花咲庶務はいい子だなぁ。ご褒美として夏休み中の仕事はすべて花咲庶務にプレゼントしよう！」

「えぇえええ、そ、それは困りますよぉ～！」

　あたふたと焦る花咲さん。

　もちろん鳥田先輩は冗談を言ったのだが、花咲さんはいつもそれを真まに受け踊らされる。何度も騙だまされる花咲さんが先輩は可愛かわいくて仕方がないようである。

「こころに仕事を押し付けないでください、会長」

　林檎が呆あきれた眼まな差ざしで鳥田先輩にツッコミを入れ、仕切り直すように言う。

「ともかく、今からその夏休み中に集まってする仕事の確認をします」







　生徒会の間、僕は右隣に座る春はる風かぜさんを盗み見た。

　生徒会役員の中で一番小柄な女の子だ。幼さの残る顔付きに、サファイアのような深い色合いのくりくりっとした瞳。透き通るような白い肌。

　そんな彼女が何も変わった様子もなく、静かに生徒会の議事録を付けている。

　先程の出来事が幻覚だったのかと思えてしまうほど、いつも通りの姿だった。

　春風亜あ衣い。いつも物静かな一つ下の後輩。口数は少ないもののカリスマ的な雰囲気を醸し出すのか、一年生の中で彼女を崇あがめる者が多数おり〝白の救世主ホワイトセイバー〟というあだ名を持つ。

　そんな彼女から生徒会の後に呼び出しをくらった。

　仮に春風さんが意図的に〝ウォーカー君〟を見せてきたのだとしたら、その内容はアカネ関連となってくるだろう。

　しかし、昨晩アカネは《きっとわたしを見つけてくれるって信じてるから》と言った。

　ならば、アカネ側からアプローチを仕掛けてくるとは考えづらい。となると、他に思い当たることと言えば愛の告白とか……。

　いや、春風さんが僕を好きになる理由が分からない。きっと色恋以外の理由があるはずだ。花はな咲さきさんに呼び出された時だって違ったし。

　そんなことを考えつつ過ごし、生徒会が終わった後、春風さんの言う通り生徒会室に戻ってきた。
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「……せんぱい」

　すでに春はる風かぜさんはドアの前で僕を待ち受けており、ぐぐっと距離を詰めてきた。

　そして、僕を見上げて綺き麗れいなソプラノボイスで言う。

「……わたし、ずっと前からせんぱいのことが好きでした」
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　後輩女子からの告白。

　あまりに突然の出来事に、僕は発すべき言葉を見失ってしまった。

　え、どういうこと、本当に告白だったの!?　絶対にあり得ないと思ってたから、どうしていいか分からないんだけど！

　春風さんが期待に満ちた真ん丸の瞳で見つめてくる。

「……どう、ですか？」

「ど、どうって……」

　やばい、春風さんが答えを求めてきている……！

「ちょ、ちょっと考える時間が欲しい」

　今まで春風さんのことを意識してこなかったから、ちゃんと彼女のことを考える時間を作りたかった。ついさっき、春風さんがアカネである可能性も出てきたわけだし。

「……分かりました」

「じゃあ、お返事は一週間後に」

「……え、そんなに？」

　春はる風かぜさんが見るからに青ざめた。

　もしかして、一週間は長すぎだったかな……？

　そうだよね、早く気持ちを示してあげなきゃだよね。

「えっとじゃあ、三日後は？」

「……そんなに？」

　春風さんの顔色は変わらない。

　三日でも長すぎるの……!?

「なら、どれくらい待てるの？」

「……できれば、五分くらい？」

「みじか!?　ほぼ即答じゃんっ！」

　春風さんが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……そんなに、ダメでしたか？」

「え、いや、ダメとかそんなわけじゃ……」

「……わたしの演技、ダメでしたか？」

「いやだからダメとかそういう……って待って今何て？」

「……わたしの演技」

　まさかとは思うが、そのまさかのような気がする。

「演技って、今の告白のこと？」

　僕が訊たずねると、春風さんがこくりと頷うなずいた。

「あ、ああー……」

　やっぱりねぇええええええ！

　いや、おかしいと思ってたんだよ。だって、春風さんが僕のことを好きになる理由が分からないもん。

　だから、多少は期待してしまったとかそんなわけではないからね！

　でも、どうして春風さんは演技なんかしたんだろう。

「えっと、事情を聞いてもいいかな？」

「……事情？」

　春風さんは小首を傾かしげた。

「うん、事情。どうして僕に演技を見せたの？」

「……」

　俯うつむいて顎に手を当て、考えるような仕草をした後に口を開く。

「……見てもらいたかったから？」

「どうして見てもらいたかったの？」

「……何を？」

　思わずずっこけそうになった。

　ダメだ、まるで話が進まない。もう少し言い方を変えてみよう。

「どうして演技を見てもらいたかったのか、理由を教えてくれないかな？」

「……理由」

「そう、理由。できれば一から話して欲しいな」

「……一から」

　春はる風かぜさんはまたも顎に手を当てて考えてから話し出す。

「……わたし、声優さんになるのが夢です」

「え、春風さんが？」

「……変？」

「いや、変じゃないけど、すごく意外だったから。春風さんって、大人おとなしそうなイメージあったから」

　春風さんがきょとんとした目で僕を見る。

「……わたし、大人しいですか？」

「自覚なかったんだ」

　僕は頭を抱えて苦笑した。

　春風さんとは生徒会の時間でしか会わないが、僕から見た限り、自分から発言することはほとんどない。彼女の声すらまともに聞いたことがない生徒までいると耳にしたこともある。

　そんな春風さんが、声と芝居を生業なりわいにした職業に憧れているのだと言う。

　意外な話だが、今聞きたいのはなぜ僕の前で演技を見せたのかの理由だ。

「まあいいや、えっと、続きを話して」

　春風さんが頷うなずいた。

「……わたし、声優さんになりたいです。でも……人前でお芝居をするのが苦手です。それではいつまでも声優さんになれません」

「声優さんは人前で演技ができないとダメだろうからね」

　春風さんは口元に微かすかな笑みを浮かべた。

「……だから、せんぱいに告白してみました」

「うん、ちょっと待って！　いきなり結論にいっちゃったけど、間の説明がすっぽり抜けちゃったよ。どうしてそこで僕に告白する流れになったのかな。というか、さっきの告白は演技だったんだよね！」

　春風さんは数秒宙を見上げてから、僕に視線を戻して答える。

「……演技、でした」

「あれ、でも人前で演技はできないんじゃなかったっけ？」

「……なんとなく、せんぱいの前ならば、できるような予感がしたので演技してみました」

　えっと……僕が見せられた演技は、ちゃんと演技だったのかな？

　本当に告白されたと思って、緊張のあまりよく覚えてないんだけど、さっきのは普段通りの春はる風かぜさんにしか見えなかった。

　まあ、役柄にもよると思うんだけど。

「……やっぱり、ダメでしたか？」

　しまった、よほど難しい顔をしてしまったのかもしれない。

　春風さんが不安げな面持ちで僕の顔を覗のぞき込んできていた。

　僕は咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かす。

「そ、そんなことないよっ！　すごくよくできてた！　主演女優賞もんだよ！」

「……ほんと、ですか？」

　春風さんの表情がパァアと明るくなった。

　ああ、心が痛むな……本当は演技の出来なんて覚えてないのに。

　やっぱりもう一度ちゃんと見せてもらった方が良かっただろうか。

　でも、この喜ぶ春風さんの顔を見ると、今更よく覚えてなかったとは言いづらい……。

「……あの、せんぱい」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだまま、春風さんがおねだりをするような上目遣いで僕を見る。

「……これからも、せんぱいの前で演技をしてもいいですか？」

「え、どうして？」

「……せんぱいの前で演技をいっぱいすれば、他の人の前でもできるようになる……気がするから」

　僕はさっきの春風さんの「……わたし、声優さんになるのが夢です」という言葉が頭から離れなかった。いつも通りの綺き麗れいで囁ささやくような声だったのに、がつんと胸の中に響くものがあったのだ。

　僕にはまだ将来の夢とか目標といったものがない。

　だから、年下なのにすでに目標に向かって頑張っている後輩の姿に、心を打たれたのである。

　僕にできることがあれば、何でも協力したい。

「わかった、いいよ。春風さんの夢のためだから」

　僕がそう答えると、春風さんは目を輝かせた。

「……ほんと、ですか？」

「うん」

　春風さんはにこりと目を細め、透き通ったソプラノボイスで言う。

「……せんぱい、優しくて好きです」

　いつも表情の変化に乏しい彼女にしては珍しいその微笑ほほえみに、僕は思わず見とれてしまった。

　え、ていうか今僕のこと好きって言ったけど、これも演技なのかな……？





　　　　◇◇◇






　結局、春はる風かぜさんの話はアカネとは関係なかった。

　だが、彼女が〝ウォーカー君〟を持っていることが分かった。

　アカネの可能性があるのは、林りん檎ごと花はな咲さきさんだけではないことが明白になったのだ。

　他にも〝ウォーカー君〟を持っている人がいる可能性は高い。今更ではあるが〝ウォーカー君〟を誰が持っているのか確かめておく必要があるかもしれない。





天あま　野の『花咲さん、ちょっと訊ききたいことがあるんだけど、いいかな？』






　その晩、僕はクーラーの効いた自室の学習机で宿題をこなしながら、スマホのアインというメッセージアプリで花咲さんにメッセージを送った。

　メッセージを送ってしばらくしても既読が付く様子はなく、一時間してようやく返信が来た。





花　咲『なんだね、天野くん！』

　　　『這はいずる系ゾンビのキュートな点についてかな！[image: ]』

天　野『ああ、ゲームしてたんだね……』






　普段はおっとりとした花咲さんだが、ゾンビ系のゲームをすると異常にテンションが上がって、性格や言葉遣いがこのように豹ひよう変へんする。

　ていうか、アインにもこの性格出ちゃうんだ……。

　今まではこんなことなかったんだけど、心を許してくれたってことかな。

　けれど、このままでは勝手にゾンビの可愛かわいい点について語りかねないので軌道修正を図る。





天　野『そうじゃなくて、花咲さんからもらったウォーカー君のことなんだけど』

花　咲『うん？　ウォーカー君がどうしたの？[image: ]』






　また少し時間が空いて返信が来た。

　恐らくゲームを一旦やめて落ち着いてきたのだろう。





天あま　野の『実は今日、春はる風かぜさんがお揃そろいのものを持ってるのを見たんだ』

花はな　咲さき『ああ～うん！　亜あ衣いちゃんにもあげたんだ～』

天　野『すごいね、たくさん作ってたんだ！　もしかして他にもあげた人いるの？』

花　咲『うん！　あとは鳥とり田た先輩にだよ』






　春風さんは確認済みだったが、鳥田先輩も持っていたのか。

　まあ、春風さんが持っている時点で、同じ生徒会メンバーの鳥田先輩が持っていても不思議はない。

　これまで林りん檎ごと花咲さんだけに焦点を当ててアカネ探しをしてきたが、改めてその二人もアカネでないか見ていく必要がある。

　そうは言っても、今のところ春風さんと鳥田先輩と、アカネのイメージがいまいち一致しないんだけど。

　いや、待て。ウォーカー君は本当にそれだけなのか確認しておかなければ。





天　野『えっと、まさかもっとたくさんの人にあげてたりする？』

　　　『花咲さんの部屋にたくさんウォーカー君あったし』






　一緒にゲームをするため一度だけ花咲さんの部屋に上がったことがあるが、その中には〝ウォーカー君〟そっくりのぬいぐるみが所狭しと並んでいた。

　もしその部屋に並んでいたぬいぐるみのように〝ウォーカー君〟が量産されているのだとしたらと思うとぞっとする。





花　咲『ううん、ウォーカー君は五人分しか作ってないから他に持ってる人はいないよ～』

天　野『そっか、よかった』

花　咲『よかった？』

天　野『あ、ううん！　ぼくたちだけの仲良しの印なんだなって思って嬉うれしかったんだ！』

花　咲『そうなんだ、えへへ[image: ]　そう思ってくれてわたしも嬉しいな～』






　アカネの可能性がある人間がこれ以上いたらどうしようかと思っていたから、ひとまずは安心だ。





花　咲『でも、どうしてそんなこと？』

　　　『ひょっとして二個目が欲しくなっちゃったとか？[image: ]』

天あま　野の『いや、そうではないかな……』






〝ウォーカー君〟はちょっと……いや、かなりムスッとした顔をした可愛かわいくない猫だ。

　二つもあったら引き出しの中が不気味なことになりそうで怖い。





花はな　咲さき『遠慮しなくていいよ～』

　　　『今度作ってあげるね！[image: ]』

天　野『いやほんとに！　作るの大変だろうし無理しなくていいからね！』






　ダメだ……花咲さんは新たなる〝ウォーカー君〟を作る気満々のようである。

　まあ、花咲さんの手作りのぬいぐるみをまた貰もらえると思えば嬉うれしいのだが。





天　野『そう！　それにしても！』

　　　『一度にそんなにウォーカー君を作ったら大変だったんじゃない？』

　　　『あ、それとも、春はる風かぜさんや鳥とり田た先輩にプレゼントしたのは、僕らとは違う日だったのかな？』

花　咲『むぅ、天野くん、誤ご魔ま化かそうとしてない？』

天　野『そんなことないよ！　あるわけないじゃん！　うん！』

花　咲『本当かな～』

天　野『ほんとほんと！』






　春風さんと鳥田先輩に〝ウォーカー君〟を渡したのがいつなのか知りたかった。

　花咲さんが林りん檎ごと僕に渡した日にアカネは〝ウォーカー君〟が写っている写真を投稿したけど、もしその日よりも後に渡したのであれば、疑惑が晴れることになるからだ。

　確かに、誤魔化そうとしたのもそうなのだが。





花　咲『う～ん……と、確か亜あ衣いちゃんたちにも、天野くんと同じ日に渡したかな』

　　　『でも、全然大変じゃなかったよ。わたし、こういうの好きだし！』

天　野『さすが花咲さんだな～』






　同じぬいぐるみを五つも作るなんて、きっとかなりの労力を要することだろう。

　それを苦労と感じないところがなんとも花咲さんらしいと思った。

　けれど、春風さんと鳥田先輩の疑いも晴れず、か。

　花はな咲さきさんがアカネで、自分だとバレないために嘘うそを言っているとも考えられる。

　いや、でも、こんなすぐにバレるような嘘を吐つけば、かえってアカネだと疑われてしまうからそれはあり得ないか……。

　それに花咲さんの性格では、そんな器用な嘘が吐けそうにない。

　これ以上詮索をするのも悪いし、今日はこれくらいにしておくことにしよう。





天あま　野の『色々訊きいてごめんね。ちょっと気になってたからすっきりしたｗ』

花　咲『ううん、よく分からないけど、天野くんがすっきりできてよかった～[image: ]』






　僕が『おやすみ』というメッセージを打って、今まさに送信しようとした時だった。





花　咲『あ、それで、よかったらなんだけど』

　　　『せっかくだし、この後ちょっと一緒にゲームしようよ？』

天　野『あれ、今さっきまでゲームしてたんじゃないの？　疲れてない？』

花　咲『ふふーん、愚問だよ、天野くん。わたしがそんなので疲れるわけないじゃん～』

天　野『タフだねｗ　じゃあ、一緒にゲームしようか』

花　咲『うん！　えへへ～』

　　　『じゃあ、アインで通話しよっか？？』






　明日も学校だけど、もう夏休み間際で授業は大したことないし、少しくらい夜更かししても大丈夫だろう。

　それに、せっかく花咲さんからゲームのお誘いが来たのだ。滅めつ多たなことが無い限り断りたくない。

　僕らはアインで通話をしながら、ＺＷゾンビワールドオンラインというシューティングゲームをして遊んだ。







　日付が変わる頃、さすがに疲れたのでそろそろ眠ろうと提案する。

　花咲さんは「えぇ～全然物足りないよぉ～！」と駄だ々だをこねていたが、また林りん檎ごに怒られるよと言ったら終わりにしてくれた。

　僕らはおやすみの挨拶をして通話を切った。

「はぁ～いっぱい遊んだ～！」

　ゲームでちょっと興奮してしまったし、何か動画でも見て落ち着いてから寝よう。

　そう思ってスマホのホーム画面に戻ると、ツインクラーに通知が一件来ていることに気が付いた。

「あ……」

　ツインクラーを開くと、僕は顔から一気に血の気が引いた。





アカネ《漆うる星ぼしくん、今日もおつかれさま～》






　それはアカネからのＤＭダイレクトメツセージだった。

　どうやら二時間も前に来ていたらしいが、ちょうど花はな咲さきさんとゲームをやり始めた頃で気付かなかった。

　僕は急いで返事のメッセージを打ち込む。





漆　星《返信遅くなってごめん！　おつかれさま！》






　しかし、アカネにしては珍しく、なかなか既読が付かなければ返事も来ない。

　ひょっとしたら、もう寝てしまったのかもしれないが、もう少し待ってみよう。

　そう思い、動画アプリを立ち上げてＶチューバーの動画を再生する。

『今日も一日お疲れさまでした～！　バーチャルユーチューバーのＡＩシルフだよ～！　今日はみんなから貰もらった質問に……』

　トップに来ていた動画を適当に再生したら、シルフの動画だった。

　シルフはトークが面白く、声が綺き麗れいで歌も上じよう手ずだから特に好きなＶチューバーだ。




　──ピロリン




　一件の通知が入った。アカネからのＤＭのようだ。

　どうやらアカネはまだ起きていたらしい。

　僕は動画アプリを一時終了して、再度ツインクラーを起動してＤＭを開く。





アカネ《むむむ、返信が遅かった》

　　　《さては他の女の子と遊んでたでしょ？[image: ]》






　アカネの不機嫌そうな顔が想像できる文面だ。

　僕は図星を突かれてドキッとしつつ返事を打つ。





漆　星《ご、ごめんて！》

　　　《でも、ちょっとゲームしてただけだよっ》

アカネ《あ、やっぱり女の子と遊んでたんだ～！》

　　　《まあ、わたしは正式な彼女じゃないわけだし、漆うる星ぼしくんが誰と何していようと口を出す権利はないわけだけど……》

　　　《ちょっとは気になっちゃうんだからね[image: ]》






　アカネが僕のことを意識してくれていると見て間違いないのだろうか。

　僕の方からアカネに告白して、現実でアカネを見つけ出すことができたらという条件付きでオッケーを貰もらったわけだが、彼女から僕のことを好いてくれているという言葉を聞いていない。はっきりとは分からないが、一応そう信じてよいのだろうか。





アカネ《ま、漆星くんが女の子たちと遊ぶのはわたし探しに必要なことだし、仕方ないんだけど……ほんとにわたしのこと好きなの？》

漆　星《もちろんだよ！》

　　　《僕は変わらずアカネのことが好きだ》






　何度か文字を打ち直すアイコンが表示されてからメッセージが返ってくる。





アカネ《そう、なんだ。えへへ、ふ～ん》

漆　星《どうしたの？》

アカネ《なんでもないよ～》

　　　《ところで、わたし探しは順調？》

漆　星《あまり順調ではないかな……》






　今日新たな〝ウォーカー君〟が見つかったことにより、アカネの疑いがある者の数が二倍になってしまった。

　まあ〝ウォーカー君〟の持ち主の人数が分かっただけ前進なのかな。

　それに、こんなことでウジウジしてもいられない。

　アカネは僕のことを信じてると言ってくれた。

　現実でもアカネに告白して、お付き合いをするんだ。





漆　星《でも絶対に見つけるから待ってて》

アカネ《ふふふ、いつまでも待ってるよ》

　　　《じゃあ、ここからはいつものお話！》

　　　《次は何をしよっか。恋人っぽいこと》






　アカネと僕はＳＮＳの中でだけ恋人のふりをしている。

　友人が続々とリア充になっていき、取り残されるのが嫌だった僕が偽の恋人を募集した見み栄えがきっかけである。

　毎日アカネとは恋人っぽい甘い会話を繰り広げているわけだが、それ以外に何かやらないかという提案だろう。

　うーん、何かいいことはないかな。

　リア充や恋人が盛り上がるイベントとか……あ、そうだ。





漆うる　星ぼし《もうすぐ夏休みだし、その予定について話をするのはどうかな？》

アカネ《いいね～！》

　　　《わたし、夏休みは海に行ったり、お祭りに行ったりしたい！[image: ]》






　アカネとの夏休み。

　もしアカネと海に行ったりお祭りに行ったりできたら、きっと楽しくてドキドキしてたまらないだろう。

　しかし、アカネの正体が分からなければ、いつもと変わらずネットの中だけの付き合いとなる。





漆　星《あ、でも、ネット恋愛だからどこかへ遊びに行くとかは無理だね。どんな話すればいいんだろ》

アカネ《ふっふっふー！　漆星くん、オタクらしくない発言じゃないか～》

　　　《夏休み中だろうと家から出なくとも楽しめるよ？》

漆　星《えーと、例えば？》

アカネ《アニメの特番や動画サイトのイベントに、Ｖチューバーの特別配信。いっぱいあるじゃん》

　　　《それを一緒に見る約束とかしたらいいんじゃないかな？》

漆　星《ああ、なるほどね》

　　　《そういえば、シルフも夏休み中にコラボ配信をたくさんやるとか言ってたね》

アカネ《そうそう、シルフちゃんも……って》

　　　《漆星くんもシルフちゃん好きなんだね！》






　そういえば、アカネとはシルフの話をしたことがなかったっけ。

　現実では林りん檎ごと花はな咲さきさんとしか話してないから、初耳のふりをしてるのかもだけど。





漆うる　星ぼし《うん、結構前から好きだよ》

　　　《歌上じよう手ずだし、トーク面白いし、いいよね》

アカネ《おお～、漆星くん分かってますな～。シルフちゃん、可愛かわいいしすごいよね！》

漆　星《中の人が僕たちと同じ高校生っていう噂うわさがあるけど本当なのかな？》

アカネ《漆星くん、それは違うよ》

漆　星《ん？》






　何が違うのだろうか。

　まさかアカネはシルフの中の人のことを知っているのだろうか。





アカネ《Ｖチューバーに中の人なんていないんだよ？》






　あーなんだ、そういうことか。

　Ｖチューバーの楽しみ方は人それぞれだと思うが、アカネは中の人、つまり声優さんがいないと信じて楽しんでいるのだろう。





漆　星《ああ、うん。そうだったねｗ　失礼しました[image: ]》

アカネ《うむ、分かればよろしい》

　　　《シルフちゃんのお話ももっとしたいけど、今はそんな感じで恋人っぽい会話を考えよっか？》

漆　星《うん、お願いしまーす》






　相変わらず、話を脱線させすぎない真面目まじめな性格をしている。

　こういうところもアカネの好きなところだったりする。





アカネ《あ、それが終わったら一緒にゲームしようね》

　　　《他の子ばかりズルいもん》

漆　星《え、もう今日はお腹なかいっぱいなんだけど……》

アカネ《問答無用～♪》

漆　星《えぇ[image: ][image: ][image: ]……》






　恋人っぽいやり取りを考えた後、僕らはブラウザで遊べるトランプゲームをした。

　さすがは容赦のないアカネさまである。





　　　　◇◇◇






　アカネとゲームをした翌日の昼休み。

　寝不足で辛つらい中、どうにか午前中をやり過ごした僕は、あくびをしながら総菜パンを口に運んでいた。

　目の前では、田辺たなべが小こ林ばやしに合掌して何かを頼み込んでいる。

「なあ、小林、頼むぜ～」

「ダメだって。たまには自分一人でやれ」

　丸刈りで体育会系の田辺と、眼鏡をかけていかにも理知的な雰囲気を醸し出す小林。そんな正反対の二人が、僕が学校でよくつるむ友達である。

　ちなみにこの二人には、僕とは違い本物の彼女がいる。それも現実で。

　まったく羨ましい限りである。

「なんだよ、意地悪だな！　もう小林には頼まねぇぜ！」

　頑固に断り続ける小林に、田辺はとうとう匙さじを投げた。

　そこで僕は、ポケットの中のスマホがバイブするのを感じる。

　なんだろうと思って取り出してみると、アインの通知だったようである。





春はる　風かぜ『せんぱい！　例の件ですが、今日この後さっそくいいですか？[image: ]』






　春風さんから個人アインが来るなんて初めて……って、ん!?

　あれ、春風さんってこんなキャラだっけ？

　口調とか顔文字とか、僕の頭の中の春風さんと全く結びつかないんだけど。

　もしかしたら、この前の花はな咲さきさんみたく誰か友達に代わりに打ってもらったとかだろうか。いや、春風さんが声優になりたい夢を誰かに話すとは想像できない。

　じゃあ、アインで文章を打つ時だけ性格が変わるとか、かな。

「じゃあ、天あま野の！　頼む！」

　田辺の声で思考が阻はばまれた。

　いつの間にか田辺が僕を見て手を合わせている。

　やばい、眠かったせいもあって、全く話を聞いてなかった。

「ごめん、何の話だっけ？」

「この前の数学のテストで赤点を取っちまってよ。課題プリントを出されたんだけど、その提出が今日の五限目なんだ」

　という田辺たなべに続いて、小こ林ばやしが説明を引き継いでくれる。

「で、そのプリントが全然終わってないから、この後教えてくれってことらしい。まったく、彼女と遊んでる暇あるなら勉強しろ」

　小林の言葉で、ぎくりと冷や汗を流し始める田辺だったが、すぐに改めて僕に手を合わせて懇願してくる。

「と、ともかくだ！　天あま野の、お前が頼みの綱なんだよ～」

　しかし、この後はちょうど予定が入ってしまったばかりだ。

「ごめん、昼休みはちょっと用事が」

「えーマジかよぉ！　そこを何とかならねぇか、天野ぉ～」

「ほんとごめん、無理」

　僕に頼めないと分かった田辺は、顔をこわばらせた。

　それからぎこちなく笑って、手もみをして小林の機嫌を取ろうと試み始める。

「な、なあ小林。オレたち親友だよな」

「もう俺には頼まないんじゃなかったか」

「小林ぃ[image: ][image: ]」

　小林は断固として拒否していたが、僕が総菜パンを食べて教室を後にする頃には、昼食を奢おごることを条件に折れていた。何だかんだ言いつつ、小林は田辺に甘いのだ。

　昼休み終了まであと三○分ほど。

　僕は込み合う廊下を足早に移動して、生徒会室を目指した。

　生徒会室のドアを開けると、自分の席に座った春はる風かぜさんが振り向いて小さく笑みを浮かべた。

「……せんぱい、来てくれてありがと、です」

「ううん、協力するって言ったのは僕だからね」

　僕は後ろ手にドアを閉めて、自分の席へ腰を下ろした。

　春風さんが椅子を回転させてこちらに向けるので、僕も同じようにすると、向き合って座るかたちになる。

「……」

「……」

　ただ見つめ合う僕たち。

　なんだか恥ずかしくなり、僕は視線をずらして切り出す。

「えっと、じゃあ僕は何をすればいいのかな？」

「……せんぱいには、わたしの演技を見ててほしいです」

「見てるだけでいいの？」

「……たぶん？」

　なぜに疑問形、と僕は思わず苦笑した。

　まあともかく、僕はお芝居の知識があるわけではないし、見ているだけでいいと言うのならいいか。

「分かった。じゃあ、好きなタイミングで始めていいよ」

　春はる風かぜさんはこくりと頷うなずいて、机の上に置いてあった紙の束を手に取る。

　恐らくそれが台本なのだろう。

　それからなぜか、僕の方を見て首を傾かしげる。

「どうしたの？」

「……今晩は、何が食べたい？」

「え、どうしていきなり？」

「……今晩は、わたしがちょっと頑張って作ろうと思うの」

「春風さんがご飯を作ってくれるの？　僕に？」

「……」

　春風さんは僕を見つめたまま黙ってしまった。

「えっと、どうして無言なのかな？」

「……どうでしたか？」

　春風さんが台本で口元を隠しながら期待の眼まな差ざしを向けてきた。

「えっと……」

　どうしよう、この子の言っていることがまるで理解できない。

「どうでしたかって、何のことかな？」

「……今の、演技のことです」

「もう演技してたんかいっ！」

　春風さんはこくりと頷き、その瞳に少しだけ不安の色をにじませて訊たずねてくる。

　どこからだ！　どこまでだ！

　まさかこの部屋に入ってきた時から演技でした、とかないよね!?

「……どう、でしたか？」

　どうしよう。どう答えればいいんだろう。

　どういう役柄か知らないが、明らかにいつも通りの春風さんだった。

　けれども、こんなつぶらな瞳で見つめてくる女の子にそれをそのまま告げられる勇気が僕にはない……。

「……ダメでした、か？」

「う、ううん！　まったくもってそんなことはないよっ！　上じよう手ずすぎて見とれちゃったんだよ！」

　あ……しまった！

　春はる風かぜさんがあまりにも不安げに顔を覗のぞき込んでくるものだから咄とつ嗟さに答えてしまった。

「……よかった、です」

　春風さんの顔色が一気に明るくなった。

　昨日同様嘘うそを吐ついてしまったが、本気で声優を目指しているのなら、やはりちゃんと言ってあげるべきなのだろうか。

　そうだよね、本気で声優になりたいなら、それくらい受け止められるはずだし……。

　まさかこんな悩むことになるなんて、引き受けた当初は思いも寄らなかった。

　ん、そういえば、春風さんは「人前でお芝居をするのが苦手です」と言っていた。

　ならば、人前でなければどうなのだろう。

「ねえ、春風さん。いつもは一人で練習してるの？」

「……はい。一人の時は録音をして、自分で聞いて確認してます。でも……自分の演技は自分でも分からない、です」

　なぜか春風さんは目を逸そらし、足をもじもじとさせ始めた。

　少し気になるが、ともかく録音してあるというのなら聞いてみたい。

「その録音したの、ちょっと聞いてみてもいい？」

「……」

　春風さんはじっと僕の顔を見つめてきた。

　いや、違う。固まっているのだ。いつも無表情だから気付かなかった。

「あ、嫌だったら全然いいからねっ」

　慌ててそう言うと、春風さんは俯うつむいて呟つぶやく。

「……ちょっとだけ」

「ちょっとだけ？」

「……恥ずかしい……かも」

「う、うん」

「……でも、聞いてもらいたいです」

「そう、か」

　台本を握る手に力を込め、決心したように頷うなずくと、真まっ直すぐに僕の目を見た。

「……聞いてください」

「分かった……！」

　春風さんは、足元に置いていたスクールバッグからスマホとイヤホンを取り出した。プラグを繋つなぎ、イヤホンの片方を自分の耳に、もう片方をこちらへと差し出してくる。

「え、春風さんも聞くの？」

「……恥ずかしいところ、飛ばしたいから」

「そ、そうだよね。なるほど」

　僕はイヤホンを受け取って右耳に差し込んだ。

　イヤホンのコードが短かったため、春はる風かぜさんが椅子を寄せ、ぴったりと身体をくっつける姿勢になる。

　春風さんの頭が文字通り目と鼻の先にある。僅かに体温が伝わるような距離だ。

　何だか恋人みたいでドキドキしてしまう。

　生徒会室で二人きり、一つのイヤホンを分け合う光景。

　この状況を誰かに見られれば、誤解されること間違いなしだろうな。

　そんなことを思っている内に、春風さんがスマホの録音アプリを起動して音声を再生する。




『今晩は何が食べたい～？　えへへ、今晩はわたしがちょっと頑張って作ろうと思うの』




　あれ、さっき春風さんが聞かせてくれたセリフと同じなのに、演技がまるで違う。

　声に抑揚があるし、雰囲気もいつもの春風さんとは全然違った。

　すぐそこにデレデレとした新妻がいるかのような錯覚を得た。

「すごい……！　あれ、でも……」

　どこかで聞いたことがある声だと思った。
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　そりゃ確かに、春はる風かぜさんの声なんだからほぼ毎日聞いているわけだが、そういうことが言いたいんじゃない。

　春風さんの演技声が、彼女とは全く関係ないところで聞いたことがある気がするのだ。

　なんなら昨晩も聞いた気がするんだけど……。

「……せんぱい？　どうかしました？」

　春風さんが眉を曇らせて不安げに訊きいてきた。

「あ、ううん！　何でもないよ。それにしてもすごく上じよう手ずだね」

「……ほんと、ですか？」

　ぽわぁ、と笑みを浮かべる春風さん。

　今回ばかりは嘘うそではない。心からの言葉だ。

　もしかしたら春風さんは人の顔が見えるとダメなのではないだろうか。

　ならば、まずは僕の顔が見えない状況で練習していくのはどうだろう。

「ねえ、ちょっと提案なんだけど、アインで通話しながら演技をしてみない？」

「……どうして？」

「それはね……」

　首を傾かしげる春風さんに理由を説明しようとして止まった。

　顔が見えない状況から練習してみよう、と言ったら、さっき聞かせてくれた演技がまるでダメだったように聞こえてしまうかもしれない。

　何か別に、それらしい理由を考えなければ。

「あ、えっと、ほら！　電話する時の演技もできた方がいいでしょ！」

「……いいですか？」

「うん！　きっといいに決まってるよ！」

「……なるほど」

　よかった。素直に納得してくれたようだった。

　少しだけ俯うつむいて考えた後、顔を上げる。

「……やってみます」

「じゃあ、僕はちょっと生徒会室の外に出てるね」

「……どうして？」

　春風さんがまたも首を傾げる。

　確かに電話の演技をするだけなら、顔を合わせて通話をしてもいい気がする。そもそもそれならば、通話をするふりでいいはずだ。

　でもそれでは意味がない。

「そ、その方がよりリアリティのある会話ができるかなって思って」

「……なるほど」

　春はる風かぜさんは頷うなずき、台本をぺらぺらとめくる。

　そこから一枚を取って僕に渡してきた。

「……これ、台本です」

「ひょっとして、僕のセリフもあるの？」

「……一応、あります」

「演技には自信ないんだけど……」

　すると、春風さんが心底不安げな眼まな差ざしを向けてくる。

「……音読は、できますか？」

「曲がりなりにも僕、高校二年生なんだけど……」

「……失礼しました。では、読むだけで大丈夫ですので……お願いします」

「了解」

　僕は台本を持って生徒会室の外に出た。

　教室棟とは別の特別棟にある生徒会室は静かだが、遠くの方から昼休みの喧けん騒そうが聞こえてきた。

　僕がポケットからスマホを出したタイミングで、さっそく春風さんからアイン通話の着信が入った。

　──ガチャ

『もしもし、お兄ちゃん？』

「お？」

　電話に出て早々、春風さんの透き通った高い声が聞こえてきた。

　さっき音楽プレイヤーで聞いたのよりも大人おとなしそうな印象を受けるが、いつもの春風さんとも違う。

　まさしく、遠慮がちな妹という感じの雰囲気だ。

　おっと、いけない、僕がセリフを読む番だ。

「えっと……もしもし、何か用事か？」

『別に用事ってわけじゃないけど、お兄ちゃん、独り暮らしを始めて寂しいんじゃないかなって思って』

「おお」

　すごい。ちゃんと演技ができている。やはり、顔さえ見えなければ演技もできるようである。

　その後もセリフのやり取りは進んでいき、春風さんは完璧な芝居を見せてくれた。

『早く帰ってきてよね。じゃないと……なんでもない！』

「お……おおっ！」

　何だろう、この胸の内に湧き上がる感情。

　どうしようもなく気分が高揚して、ドキドキが止まらない。

　もっとその綺き麗れいなソプラノボイスで「お兄ちゃん」と呼んで欲しい！

　まさか僕は、妹属性に目覚めそうになってるのか……！

『……どう、でした？』

　演技をやめた春はる風かぜさんのいつもの声。

「あ、うん！　すごくよかった！　本当に甘えてくる妹ができたみたいな気分になれたよ！」

　本当はもっとアドバイスしてあげるべきなのかもしれないが、素人しろうとの耳しか持っていない僕には良いという言葉以外出てこなかった。

『……ふふ、せんぱいにそう言ってもらえると、嬉うれしい、です』

　春風さんが笑った……！

　微笑ほほえむことはあっても、笑い声を聞いたことはあまりない。というか初めてじゃないだろうか。

　よく女性の高くて綺麗な笑い声を、鈴を転がすような声とたとえるが、春風さんの笑い声はまさしくそれだった。

　しかし、演技をしている時の春風さんの声は、やはりどこかで聞いたことがある気がするのだけど……。

「あ、もうそろそろ時間か」

　ふと廊下にかかった時計に目を向ければ、昼休みが終わるまであと一○分ほど。

「よし、じゃあ今日は、この調子でもう一つだけやってみよう」

『……分かりました』

　春風さんはそう言い、深呼吸をしてスイッチを切り替えると演技を開始した。

『こんにちは～！』

　今度は陽気な女の子の役のようだった。

　さっきまでの役とはまるで別人が演じていると思わせるような演技だ。

『はい、今日も一日お疲れさまでした～！』

「ん、ちょっと待って！」

　僕の今の言葉はセリフではない。咄とつ嗟さに止めてしまった。

　たった今春風さんが言ったセリフ、演技の雰囲気に明らかに身に覚えがあったからである。

　今日ずっと抱いていた、どこかで聞いたことがある、の答えがようやく見つかった。

『……何で、しょうか？』

　春風さんが震えた声で訊たずねてきた。

　悪いことがあったのかと不安に感じさせてしまったのかも。

「あ、何もいけないことはなかったんだけどね。今のセリフ、もう一回言ってもらっていいかな？」

「……今日も一日、お疲れさまでした？」

「えっと、今の演技する感じで」

『はい、今日も一日お疲れさまでした～！』

　やっぱりそうだ！

　これで確信した。喉につっかえていたものが下りたような気分だ。

　僕は思わず生徒会室のドアを勢いよく開け放っていた。

「きゃっ、ど、どうしたの……せんぱいっ」

　春はる風かぜさんが台本を胸の前に構えて、驚きに目を見開く。

「バーチャルユーチューバーのＡＩシルフ」

「……え」

　目を見開いて固まる春風さんにもう一度言う。

「春風さん、シルフだよね？」

　僕の問いに、春風さんはあからさまに目を泳がせ、台本を握る手をプルプルと震わせながら答える。

「……ち、違う、よ？」

　ああ、どう見ても図星だ。

　今の声は、どう聞いてもシルフのものだった。それに今の反応。

　どうやら春風さんがシルフで間違いなさそうである。

　目と鼻の先にいる女の子がアイドル的存在と分かり、驚きと緊張、喜びの感情が一気に沸き立った。

　何から話せばいいんだろう。ひとまずはファンであることを言った方がいいのかな。

　好きなＶチューバーを前に思わず笑みがこぼれる僕に、春風さんは怯おびえた小動物のような眼まな差ざしを向けてくる。

「……せ、せんぱい、Ｖチューバーに中の人なんていないんだよ？」

「え、でも、春風さんの声は……」

　言いかけてやめた。

　明らかな証拠があるというのに、ここまで否定し続けるのだ。僕にはバレたくない理由が何かあるのだろう。

　まあ確かに、シルフだと分かれば普通に接するのはちょっと難しくなるかもだし。

　僕は深呼吸をして、春風さんがシルフであることは努めて考えないようにした。

　Ｖチューバーに中の人なんていない。

　確かアカネもそんなことを言っていたけど、よく言われていることだし、まさかね……。

　これだけでアカネであると考えるのは早計だろう。

　彼女がアカネであるかどうかは、今日のような時間を通してじっくり確かめていけばいい。

　何はともあれ、こうしてＶチューバーシルフ……あ、いや、春はる風かぜさんとの不思議な演技練習がスタートしたのだった。
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　夏休みに入って数日が経過。

　この日までに僕と春風さんは毎日のように生徒会室に通い、秘密の演技練習を積んだ。

　夏休み中でも、生徒会役員は仕事だと言い張れば自由に鍵が借りられるのが助かった。

　さすがにどちらかの家に通うというのは、あらぬ誤解を生みそうだったし。

「……どう、でした？」

　向かい合って椅子に座り、演技を見せてくれた春風さんが無表情のまま首を傾かしげた。

「うん！　今のもすごく良かった！」

「……嬉うれしい、です」

　春風さんは僅かに頬ほおを緩めた。

　どうやら心の底から喜んでいるらしい。

　春風さんの演技を見ると同時に、彼女の表情の変化もたくさん見てきたおかげで、細かな感情も読み取れるようになってきた。

　何度褒めても、春風さんは初めて褒められたかのように喜んでくれる。

　だからこっちまでつい温かな気持ちになるのだった。

「でも、なんかごめんね、良かったしか言えなくて」

　褒めることしかできないが、それでもよかったのだろうか。もっと専門的なツッコミを入れてあげる方が、彼女のためになるのではないだろうか。

　それでも春はる風かぜさんは首を横に振った。

「……見てくれるだけで、充分嬉うれしい？」

　疑問形で言い、首を傾かしげる春風さん。

「え、僕に訊きくの？」

　すると今度は反対側に首を傾ける。

「……満足？」

「あ、言葉を探してるのね」

「……便利。そう、便利です」

「そこは疑問形にしようよ！」

　なぜその言葉に落ち着いてしまったのか分からない。嬉しいじゃダメだったの？

　でもこんな時々宇宙と交信しているんではないかという電波系少女が、あのシルフかと思うと逆に変な納得がいった。

　シルフのような面白い動画を作る人が普通の女の子のはずがない。

　そういえば昨日も、女子高生の流行を紹介する動画を投稿していたが、それもすごく面白かった。その感想をぜひ伝えたい。

　けれど、その想おもいは胸の中に仕し舞まって口から出てしまわないようにぐっとこらえる。

　あれから何度か、春風さんがシルフであることを認めさせようとしたのだが、そのたびに彼女は冷や汗をたらたらと流し、震えながら否定するのだった。

　いい加減可哀かわい想そうになってきたので、僕はもう春風さんがシルフである事実を心の中だけにとどめておくことにした。

　本当はシルフと色々話してみたいことがあったのだが、何か事情がある以上仕方ない。

　そこで、グラウンドの方から「ありがとうございましたー！」という大人数の声が聞こえてきた。

　ふと時計を見上げれば、もうすぐお昼だ。

　一○時に来たから、何だかんだで二時間くらいも練習をしていたようである。

「そろそろお昼になるし、終わりにしようか？」

「……そう、ですね」

　少し残念そうに眉を曇らせて、春風さんは頷うなずいた。

　こんなに練習したのに、まだ足りないというのだろうか。そのやる気と体力に感心する。

「また今度もやろうね」

　僕がそう言うと、春風さんはワンサイドアップの髪を揺らしてこくりと頷き、小さくおじぎした。

「……今日もありがとうございました」

「ううん、お役に立ててるのなら嬉うれしいよ」

　それから帰り支度を済ませて生徒会室を出ようとした時。

「……せんぱい」

「ん、何かな？」

　呼び止められて振り向くと、春はる風かぜさんが手をもじもじとさせて遠慮気味に声を出す。

「……今度の土曜日は……」

　今度の土曜日、というと三日後か。

「確か今度の土曜日も練習をしようってことになってたよね」

　春風さんが頷うなずき、少し緊張した目で僕を見つめる。

「……練習の後、時間を空けておいてくれませんか？」

「土曜日の午後ってこと？」

「……夕方、ごろ？」

「うん、いいけど何かあるの？」

　春風さんがスクールバッグからスマホを取り出し、操作して画面を見せてくる。

　そこには、近くの神社で行われる夏祭りの広告が映し出されていた。

　開催期日は、今度の土曜日。たくさんの屋台が並び、三千発もの花火が打ち上げられるそうだ。

「あーなるほど。お祭りに一緒に行こうってことだね……って、二人きりで？」

　こくこく、と頷いて、春風さんはうるうるとした眼まな差ざしを向けてくる。

　まるで小動物のような仕草だ。

「……嫌、です？」

「い、嫌ってことはないよっ！」

　男女二人きりで祭りに行くなんてまるでデートみたいだし、恋人だと誤解されかねないけれど、春風さんはいいのだろうか？

　まあ、春風さんは色恋にあまり関心がなさそうだし、そういったことは何も考えてなさそうだ。この数日で春風さんとは仲良くなれたし、一緒に祭りに行けばきっと楽しいだろう。

　でも、どうしよう。行ってもよいのだろうか。春風さんと祭りに行ったらアカネに誤解されてしまわないだろうか。

　春風さんが掲げるスマホの〝ウォーカー君〟がふと目に入った。

　そうか、春風さんはアカネかもしれない女の子のうちの一人なのだ。

　今のところその可能性は低いと思うが、ないとは言い切れない。

　ならばこの機会に、アカネかどうか確かめるのはどうだろう。

「うん、分かった。じゃあ一緒に行こうか」

　僕がそう答えると、春はる風かぜさんは嬉うれしそうに目を細めて、綺き麗れいなソプラノボイスで囁ささやくように言う。

「……せんぱい、優しくて好きです」

　ドキリと心臓が跳ねた。

　恐らく恋愛的意味ではなく言っているのだろうが、いい加減勘違いしてしまいそうなのでやめてほしい……。

　それともこれが本当の想おもいで、実は春風さんがアカネの正体とか……？

　でも、これまで僕らには接点といえる接点はなかったから、それはあり得ない……よね？







　その日の晩、僕は自室の学習机に着いて宿題をやっていた。

　夏休みは好きだが、一つだけ嫌いなものがある。

　それは宿題だ。進学校を名乗る篠しの洲す高校は宿題の量が尋常じゃなく、計画的に終わらせないと大変なことになる。夏休み最終日に焦るようなことにはなりたくないため、こうして勉強をしている次第である。

　するとそこで、ベッドの上に放り出していたスマホに通知が入った。

　ちょうど切りのいいところだったのでスマホ画面を開く。





月見里やまなし『今度の土曜、よかったら一緒に遊びに行きませんか？』

　　　『ちなみに、二人きりじゃないわ。こころも一緒よ。勘違いしないでよねっ』






「林りん檎ごが敬語だとなんかちょっと怖いな」

　何か裏があるのではないかと勘ぐってしまう。

　そういえば以前も敬語で誘われたことがあったが、今回はあの時のように花はな咲さきさんも入っているグループチャットではない。個人アインのようだ。

　それにしても、林檎と花咲さんと三人で遊ぼうという誘いか。

　二人と出かけるのは楽しそうだし、ぜひ行きたい……のだが、その日は先約がある。





天あま　野の『ごめん、今度の土曜日は朝から用事が入ってるんだ』

月見里『え、そうなの？　夕方も空いてないの？』

天　野『夕方も塞がってて……』

月見里やまなし『夜まで？』

天あま　野の『終わるのが何時になるか分からなくて……』

月見里『じゃあつまり、一日中ダメってこと？』

天　野『そういうことになります……ごめん！』

月見里『別にいいけど、どこか出かけたりするの？』

天　野『まあ、そんなところ』






　春はる風かぜさんと出かけると言えば、あらぬ誤解を招き兼ねない。

　適当にお茶を濁すと、数分置いて林りん檎ごから返信が来た。





月見里『ふーん[image: ]』

天　野『よかったらまた誘って』

月見里『さあ、どうかしらね』






　ジト目の萌もえキャラが描かれたスタンプが送られてきた。

　ああ……たぶんこれ、絶対怒ってるよ。

　ちょっと申し訳ない気もするし、何かフォローを入れた方がいいかな。

　林檎のことが気になってしまい、彼女の裏アカを覗のぞいてみる。





シロウサギ【うわぁぁああああああん！　Ｒ君を遊びに誘ったら断られちゃったよぉぉおおお！[image: ]】






　このＲ君とは、林檎が密ひそかに想おもいを寄せる相手だ。彼女の話からすると、結構前から好きだったとか。

　そして信じられないことに、恐らくＲ君は僕であると思われる。

「や、やっぱり林檎は僕のことを……」

　普段の態度からは全くそのような感情は見えないが、こうして裏アカを見ると、そう信じざるを得なくなってきた。

　林檎は可愛かわいいし、僕と趣味が合う。多少口が悪いことを除けば、理想的な女の子なのだろう。

　しかし、僕が好きなのはアカネだ。

　もし、林檎が本当に僕のことを好きで、林檎がアカネでないのだとしたら、いつかはけじめを付けなければいけない時が来るかもしれない。

　そうしたら、せっかく少しずつ昔の仲に戻ってきたというのに、今度こそ林檎とは疎遠になってしまうかも……。

　い、いや、そもそも林りん檎ごが僕のことを好きと確定したわけじゃない！

　自意識過剰な考えは置いておこう。

　何か別のことを考えて、深呼吸をして落ち着くんだ。

「すぅ……はぁ」

　何げなくツインクラーを開いて思い出す。

「そういえば、今日はまだアカネと連絡取ってなかった」

　夏休みに入って時間が取りやすくなった分、昼間でもアカネとＤＭダイレクトメツセージを送り合うことが多くなった。けれども、今日はまだ一度もやり取りをしていない。

　今日はアカネも忙しかったのかな。

　半ば望み薄でＤＭを送ってみる。





漆うる　星ぼし《おつかれ～、アカネ》






　しかし、なかなか既読が付かない。

　この時間、いつもならすぐに既読が付くのだが。やはり忙しいのかも。

　今日はもしかしたら話ができないのかと思うと、ちょっと寂しい気持ちになる。

　ん？　というか、ついさっきまで林檎とアインでやり取りをしていたのだから、手もとにスマホがあるはずだ。それなのに既読が付かないなんておかしい。




　これは、アカネが林檎でない証拠……？

　……いや、もし怒っているのだとしたら、そうは断言できない。むしろ林檎の可能性が高まるわけだ。それにアカネが林檎だったとして、怪しまれないようにあえて時間を置いているのかもしれない。

　いやいや、やっぱり単純に林檎以外なのかもしれない。

　うーん、どうなんだ～！

　とりあえず、もう少し様子を見てみるしかないか。

　悶もん々もんとした気持ちを抱えたまま仕方なく勉強の続きをしていると、一時間くらいしてアカネから返信が来た。





アカネ《おつかれ、漆星くん》

　　　《ごめんね、今日は疲れちゃったからもう寝るね》

　　　《おやすみなさい》

漆　星《あ、うん、分かった。おやすみ～》






「何となく不機嫌だった……？　いや、本当に疲れてるのかも」

　どちらとも分からない。

　本当に疲れているのならいい。けれど、もし機嫌を損ねるようなことをしてしまったのならしっかりと謝罪したい。

　いやそもそも、もしそうだとしたら、アカネは林りん檎ごである可能性が高まるわけで。

　ああ、どっちなんだろう。確かめる手段が無くてもどかしい。

　その日はモヤモヤとした気分のまま眠った。けれども、翌朝アカネから気さくなメッセージが送られてきていて、その気分は一気に吹き飛んだのだった。





　　　　◇◇◇






　土曜日の午前中、僕と春はる風かぜさんは生徒会室で演技の練習を行った。

　いつものように二時間ほど練習すると、正午になったので帰り支度をする。

「お疲れさま、春風さん」

　スクールバッグに台本の紙を入れている春風さんに声を掛けた。

「……自信が」

「え、地震？　揺れてる感じはしないけど……？」

　春風さんは首を横に振る。

「……自信が、湧いてきました」

「自信？」

「……はい、せんぱいのおかげで、人前でも演技ができる自信が湧いてきました」

「え、ほんとに!?　それはすごいよ！　でもこれは、春風さんが頑張ったからだよ」

　ワンサイドアップを揺らして、さっきよりも大きく首を横に振る春風さん。

「……せんぱいが、見ててくれたから」

　口元にちょっぴり笑みを浮かべて言う。

「……ありがとうございます」

「……っ」

　やばい、すごく可愛かわいい……！

　春風さんの表情は、いつもと同じ控えめな笑顔だった。

　けれども、これまで彼女が見せてくれたどの演技よりも鮮やかな笑顔に感じたのだ。

　いや落ち着け！　春風さんがアカネであるとは思えない。アカネから心移りなんていけないぞ！

「……それで、せんぱい」

　自分を戒めていると、春はる風かぜさんが服の裾をくいくいっと引っ張ってきた。

「ん、何かな？」

「……今日のこと、覚えてます？」

　今日のこと、というのは、この前約束したことだろう。

「うん、お祭りに行こうって話だよね。もちろん、覚えてるよ。どうする、この後一度家に帰って、着替えたりしてから現地集合にしようか？」

　春風さんはこくりと頷うなずく。

「うん、じゃあそういうことで」







　僕らは一度解散し、夕方の五時に再度集合した。

「うわ、すごい混んでる」

　祭りが催されている神社の最寄り駅は、大勢の人でごった返していた。

　普段はほとんど人通りがない駅前広場に、鮮やかな浴衣ゆかたに身を包んだ人や涼しげな恰かつ好こうの人々が押し寄せている。

　待ち合わせ場所はその広場の時計台前なのだが、この雑踏の中から小柄な少女を見つけるのは大変そうだ。

「待ち合わせ場所はこの辺なんだけど」

　辺りを見回すが、春風さんの姿は見当たらない。

　一度来ているかどうか確かめてみるか。

　僕がスマホを開いて春風さんにアインを送ろうとメッセージを打ち始めた時。

「だーれだ？」

　突如視界が塞がれ、明るい女の子を彷ほう彿ふつとさせる声が聞こえてきた。

　どうやら、どこかの女の子が後ろから僕に目隠しをしてきたようである。

「え、え、分からないです」

　いきなりのことに僕は戸惑う。

「えーそれはショックだな～」

　いや、この声は聞き覚えがある。

「ちょっと待って、この声はシルフ……ということは、春風さん!?」

　そう言って振り向くと、そこにはぷくぅっと頬ほおを膨らませた春風さんがいた。

　今日は祭りということもあってか、白地に青系の花がたくさん描かれた浴衣を着ている。

　正解したというのに、どうして不機嫌そうなのだろう。

「……せんぱい、わたしはシルフではありません……Ｖチューバーに中の人はいないんですから」

「あ、ごめんっ」

　春はる風かぜさんは咳せき払ばらいをして仕切り直すと、袖をヒラヒラさせて上目遣いで見つめてくる。

「……どう、です？」

「ど、どうと言われましても……」

　正直に言って、春風さんの浴衣ゆかた姿はとても可愛かわいらしかった。

　凹凸の少ない体形だから幼く見えてしまうが、それがかえって浴衣を綺き麗れいに見せていた。

　色合いも春風さんにぴったりだし、髪に着けた花形の髪飾りもよく似合っている。

　しかし、後輩女子に対してどんな褒め方をすればいいのだろう。下へ手たをすればセクハラで訴えられかねないし。

「えっと、よく似合ってるよ」

「……」

　だが、それでは物足りないといったような目を春風さんは向けてくる。

　照れくさくて仕方ないが、僕はもう一言付け加える。

「か、可愛いと思います」

「……ふふ、嬉うれしいです」

　春風さんは微かすかに笑みを浮かべた。

　ちょっと恥ずかしかったけど、この笑顔を見られたのなら頑張ってよかった。

　春風さんはカタコトと下げ駄たを鳴らして僕の隣に並んだ。

「……行きましょう」

「ああ、うん」

　僕らは二人、夏祭り会場の中へと繰り出した。







　祭り会場には、盆踊りをする舞台を取り囲むようにして、たくさんの屋台が軒を連ねていた。正面にはステージまであり、時間帯によっては様々なイベントが行われるようである。

　僕らはひとまず、一周してすべてを見て回ることに。

　けれど歩いている最中、春風さんは、あらゆる屋台の食べ物に釣られている様子だった。

「……」

　そして、とうとうある屋台の前で足を止めてしまった。

　彼女の目がキラキラと輝き、口の端からはよだれを垂らしている。

　その視線の先には、クレープの写真が掲げられた屋台が。

　そういえばこの前、甘い物が好きだと言っていた気がする。

「一緒に食べよっか？」

　僕がそう提案すると、春はる風かぜさんはすごい勢いで振り向いてぶんぶんと頷うなずいた。

「春風さんは何のクレープがいい？」

「ストロベリーチーズケーキ、トッピングは生クリーム、チョコソース、フローズンラズベリーでお願いします」

　珍しくタイムラグなしで返答が来た。演技以外でこんなに元気な春風さんは初めて見たかもしれない。

「う、うん、了解」

　屋台で二人分のクレープを注文し、春風さんと少し人通りの外れたところに移動した。

「……いただきます」

　そう言ってクレープにかぶりつく春風さん。

　ハムスターみたいで可愛かわいい。

　しかし、女子ならばこういう時、まずはスマホで写真を撮ったりすると思っていたのだが。まあ逆に、いきなり食べてしまう方がむしろ春風さんらしいか。

「春風さん、本当に甘い物好きなんだね」

　もぐもぐしながら頷く。

　口の中のものを飲み込み、唇についたクリームをぺろりと舐なめた。

「……生クリームは正義です」

　何とも甘そうなものだと思ったのだが、春風さんの口にはそれが合うようである。

　ちなみに僕はシンプルにチョコバナナを注文した。チョコをビターにしたおかげでそこまで甘すぎずちょうどいい。

「……せんぱい」

「ん？」

　春風さんに呼ばれて振り向くと、自分のクレープをこちらへ差し出す彼女がいた。

「……食べますか？」

　え、食べますか？　そ、それって、間接キス的な……!?

　いや待て、勘違いするな。よく見れば、ちゃんとクレープには春風さんが食べていないところがある。彼女はそこを食べますかと訊きいているんだ。

　そうだ、そこを齧かじるのであれば何も問題ないはず……。

　僕は恐る恐る口を開け、春風さんが持つクレープに近寄る。

「あれ……天あま野のくん！」

「え……」

　横から元気な声が聞こえ、そちらに顔を向ける。

　金髪の浴衣ゆかた少女が立っており、春風さんを見てにこりと笑った。

「あー！　亜あ衣いちゃんも一緒だ！」

「花はな咲さき……さん？」

　そこにいたのは花咲さんだった。向日葵ひまわりが描かれた浴衣ゆかたを着ており、髪は右側にまとめられ、肩へと流している。

　普段は見られない姿に思わず目が奪われた。すごく可愛かわいい。けれど今は、そんなことを考えている余裕はない。

　僕が春はる風かぜさんの差し出すクレープを食べようとしているところを見られた。

　どう考えても誤解するシチュエーションである。

　花咲さんの後ろからもう二人の少女もやってくる。

「どうしたのよ、こころ？　急に駆け足になって、はぐれでもしたら大変……よ」

「おや、天あま野の会計に春風書記じゃん」

　その二人とは、浴衣姿の林りん檎ごと鳥とり田た先輩だった。

　林檎は僕らを見るなり、その瞳から光を無くして固まった。

　ああ、林檎には絶対誤解されたよ……。

　僕は今日、一緒に出掛けようと林檎から誘われていた。それなのに、僕はこうして春風さんと祭りに来ている。誤解しないわけがない。

　一方、鳥田先輩の方はというと、僕らを見て意味深にニヤニヤしている。この人はきっと、面白そうなものを見つけたと思っているに違いない。

　そんな鳥田先輩は髪をアップにし、紺色の浴衣を身に纏まとっている。

　そもそも口さえ開かなければ大人おとなびた雰囲気を持っているせいか、今の彼女はとても高校生には見えなかった。

「ねえ林檎ちゃん、すごい偶然だよ！　天野くんと亜あ衣いちゃんも来てたの！」

　まだ何も気付いた様子の無い花咲さんがぴょんぴょん飛び跳ね、春風さんを見る。

「あ、じゃあ亜衣ちゃんが言ってた用事ってこのお祭りのことだったんだ～！」

「……お誘い、断ってすみませんでした」

　ぺこりと頭を下げて謝る春風さん。

　僕が林檎に誘われたように、春風さんも花咲さんに誘われていたようである。

　もしかしたら林檎たちは、生徒会メンバーみんなで祭りに来たかったのかもしれない。

　花咲さんが屈託のない笑みを浮かべて首を横に振る。

「ううん！　二人で来る約束してたなら仕方ないよ～……って、二人きり!?」

　そこでようやく、花咲さんは現在の状況に気付いたようである。

　目を真ん丸くして、僕と春風さんを交互に見る。

　あまりの戸惑いに、発すべき言葉を見失ってしまったようである。

　そんな花咲さんの隣から、林檎が冷ややかな視線を送ってくる。

「天野、いつの間にやら春風さんと親密な仲になってたようね？」

　薄うつすらメイクをしているのだろうか。

　今日の林りん檎ごはいつもよりもさらに白く滑らかな肌で、目がぱっちり大きく見える。

　髪型はいつものように左側でお団子を作っているが、浴衣ゆかたに合わせて結い方を少し変えているようである。

　桃色の花が描かれた浴衣が彼女の可か憐れんさを引き立て、普段の制服姿とは比べ物にならない魅力を引き出していた。

　普通の男子ならばこんな美少女に見つめられただけで、心拍数が急激に上昇してしまうだろう。

　今の僕も別の意味で心拍数が上昇し、おまけに嫌な汗までかいてしまった。

「り、林檎、それは誤解だよ。僕と春はる風かぜさんはそういう仲じゃないよ」

「さあ、どうだか？」

　林檎は不機嫌そうに顔を背けてしまった。

　ダメだ。まるで取り合う気もないようである。

　春風さんが遠慮気味に声を発する。

「……月見里やまなしせんぱい、今のお話、本当です」

「え……そうなの？」

　林檎の表情が一変した。

「僕の言うことは全く信じなかったくせに……」

「春風さんは誠実だもの」

「また僕が誠実じゃないみたいな言い方！」

「事実でしょ！」

　言い合いを始める僕らの間に花はな咲さきさんが割って入る。

「ふ、二人とも落ち着いて落ち着いて」

　幸い、祭りの喧けん騒そうで目立ってしまうことはなかったが、それでもせっかくの楽しい雰囲気をぶち壊しかねない。それに花咲さんに気苦労を掛けたくはなかった。

　お互いにそう思ったのか、僕らは二人とも大人おとなしく引き下がることに。

「でもじゃあ、なんでここに一緒に来てるのよ」

　怒りを抑えると気になることができたのか、林檎が訊たずねてきた。

　僕は慌てて言い訳を考える。

「えっと、ちょっと用事があって、その後にお祭りがあるからせっかくだし行こうって流れになって……」

「その用事って何よ？」

　そこまで追及してくるか。

　春風さんは僕だけに演技を見せてくれた。つまり他の人に知られたくないのだと思う。

　だから、本当の理由を話すわけにはいかないのだが……どうしよう。

「ああ、それならあたしが頼んだやつだよ」

　そう言ったのは鳥とり田た先輩だった。

　林りん檎ごが先輩の方を向く。

「鳥田会長がですか？」

「合唱コンクールのちょっとした書類作成を頼んじゃったんだ」

　すらすらとそう言うも、全部先輩の嘘うそだ。

　僕らはそんな仕事頼まれた覚えがない。

　つまり、鳥田先輩は、困っている僕らを見かねて助け舟を出してくれたのだ。

　先輩がさりげなく僕の方へと回り、ウィンクをして耳元で囁ささやく。

「浮うわ気きとは感心しないな、天あま野の会計」

「ち、違いますってば！　でも、フォローありがとうございます……」

　小声でそんなやり取りをしている横で、林檎と花はな咲さきさんが揃そろって安あん堵どの息を漏らす。

「そういうことだったのね」

「なんだ、そういうことか、ほっ」

　どうやら二人とも納得してくれたようだ。これで僕と春はる風かぜさんの関係について、完全に疑いが晴れたようでよかった。

[image: ]

「ねえ、じゃあせっかくだし、二人も一緒にお祭り見て回ろうよ！」

　花はな咲さきさんが明るい声音でそう言い出した。

　みんなで回るのは楽しそうだし、それは願ったり叶かなったりだ。

「いいね、じゃあ──」

　くいくいっと服が引っ張られて振り向くと、僕の背後に隠れるようにして春はる風かぜさんが立っていた。

　つぶらな瞳で見つめてきて、首を横に振る。

　恐らく、彼女は「断って」と言いたいのだろう。

　そうかそうか……って、え？

　それって、僕と二人きりで回りたいってこと？

　ねえ、春風さん！　それはいくら何でも誤解しちゃうよ!?

　君にそんな感情ないとしても、僕のこと好きなんじゃないかと勘違いしちゃうよ！

「えっと……」

　何と言えばいいか分からなくなってしまった僕に、林りん檎ごが詰め寄る。

「デートじゃないんなら、いいわよね？」

「あ……はい」

　威圧感に負けて、つい了承してしまった。

　僕の後ろでは、春風さんがぷくっと頬ほおを膨らませて不機嫌さを露あらわにしている。

　いえ、あの……すみません。

　これは甘い物でも奢おごらなきゃ許してもらえないかもなぁ……。







　結局その後、春風さんの好意について考える暇もなく、五人で祭り会場を巡った。

　ステージのダンスを眺めたり、みんなでかき氷を食べたり、色々なことをして遊んだ。

「花火の時間までまだあるけど、みんな、お腹なか空すいてないかしら？」

　次は何をしようかと歩き回っていた時、唐突に林檎が言い出した。

　みんなはそれぞれ顔を見合わせ、代表で鳥とり田た先輩が答える。

「ちょっと小腹が空いているかも」

　他のメンバーも頷うなずき、同意であることを示すと林檎が提案する。

「なら私と天あま野ので何か食べ物買ってくるから、その間にみんなは遊んでていいわよ」

「え？」

　何を言い出すんだ、林檎は。

　きっと林檎のことだし、そう言っておいて結局僕に買い出しをやらせるに決まっている。

「えー、それじゃあ林檎ちゃんたちに悪いよ～」

　さすがは花はな咲さきさん。やはり君は天使のように優しい。

「だから、わたしと天あま野のくんで買いに行ってくるね」

「え？」

　ごめん、前言撤回。どうして僕は解放させてもらえないのかな？

　すると林りん檎ごが引きつった笑みを浮かべる。

「こころ、今日のお祭り楽しみにしてたでしょ？　だから無理しなくていいわよ」

「無理じゃないよ。林檎ちゃんの方こそ気を遣い過ぎだよ」

「そんなことないわ、こころ」

　林檎と花咲さんの言い合いが始まった。

　どちらも笑顔だが、どこか張り詰めた空気だ。

　それにしても、いつも仲良しの二人が珍しい。

「……」

「は、春はる風かぜさんっ!?」

　林檎たちの言い合いを見守っている最中、突然僕の右腕が春風さんにガシッと掴つかまれた。

「……わたしと一緒に、行きましょ」

「いや、待って。それはそうとどうして僕の腕に掴まるの!?」

「……はぐれない、ため？」

「いや、だからって……」

　さっきのこともあったし、さすがにもう春風さん、これは誤解しちゃうってほんとに！

「春風さん、はぐれないためなら、私たちが手を繋つないでおいてあげるわ」

「そうだよ、わたしたちがいるから安心だよ！」

　後輩女子からの積極的な行動に焦っていると、林檎と花咲さんによって春風さんが引き離された。

　両腕を林檎たちにしっかりホールドされ、不満そうに緩くもがく春風さん。

「……せ、せんぱいたちは休んでて。わたしが天野せんぱいと買ってきます」

　あ、やっぱり春風さんも僕を解放してはくれないんだね。

　それにしても、これではあたかも……いや、どう見ても、この三人は僕と二人きりになりたいようにしか思えない。

「天野会計、この三人に惚ほれ薬でも使ったのかな？　モテモテじゃないの」

　鳥とり田た先輩が話しかけてきた。他の三人は言い合いに夢中なようだ。

「そんなもの存在しませんって……」

「あたしがこの修羅場をどうにかしてあげよっか？」

「え、そんなことできるんですか？」

　鳥田先輩はニカッと歯を見せて笑うと、手を叩たたいて三人に呼びかける。

「ねえ諸君、そんなに食べ物買いに行く権利が欲しいなら、あれで勝負しようじゃないか～」

　鳥とり田た先輩が指を向けた先には、射的の屋台があった。

　三人はポカンと口を開けて固まる。

「えっと、射的ですか？」

　林りん檎ごの問いに、鳥田先輩が説明を始める。

「そう、１プレイでより大物をゲットした人が勝ち。勝った人が天あま野の会計と食べ物の買い出しに行くってことで」

　先輩を信じた僕がバカだった！

　この人は場を収めることなんてどうでもいいんだ。絶対に楽しむことしか考えていない……！

「いいわ、その勝負やりましょ」

　林檎がやる気満々にそう言うと、花はな咲さきさんも胸の前で拳を握って気合を示す。

「ふふん、絶対に負けないよ」

「……」

　春はる風かぜさんは無言で瞳に闘志を燃やして頷うなずいていた。

「じゃあ、決っまり～！　ふふふ」

　鳥田先輩は心底楽しそうに笑った。

　先輩が楽しそうで良かったですよ……。

　それぞれ邪魔し合わないためにも、ゲームの順番はじゃんけんで決められた。

　林檎、花咲さん、春風さんの順に挑戦する。

「まずは私ね。見てなさい」

　店主のおじさんに代金を払い、銃にコルクの弾を詰める林檎。

　真まっ直すぐな姿勢のまま銃を構える。

　そして鋭い視線で獲物を狙い、引き金を引いた。

「いてっ」

　しかし、弾は景品に当たることはなく、店主のおじさんに命中した。

「あっすみません！」

　林檎が慌てて謝罪する。

　還暦くらいのちょっと頑固そうな雰囲気のおじさんは、弾を当てたのが林檎だと分かるなり、だらしなく笑って頭の後ろを掻かいた。

「いやぁ、参ったなぁ。お嬢ちゃん俺が欲しかったのかい？」

「そ、そんなんじゃありませんから！」

　さすがは林檎。景品は落とせなくとも店主のおじさんはしっかり落とせたようだ。

　結局その後も林りん檎ごの弾は景品にかすりもせず、一つもゲットならずだった。

「うぅ、全然ダメだった……」

　しょんぼりとした林檎が、駄菓子のラムネを手に戻ってきた。それはおじさんが最後にお情けでくれた景品である。

　すっかり気落ちした様子の林檎をさすがに可哀かわい想そうに思い、慰める。

「まあ、そんなもんだよ。僕、それ結構好きだし」

「え、ほんとに？　じゃあこれ」

「いらないからってよこさないでよ！　立派な景品なんだから」

「好きなんでしょ？　ならいいじゃない」

「じゃあ、ありがと」

　ラムネを受け取ると、なぜだか林檎は嬉うれしそうに目を細めるのだった。

　勝負は絶望的なのに、わけが分からない。

「よぉ～し！　次はわたしの番だね～！」

　浴衣ゆかたの袖を捲まくって腕を出し、銃を構える花はな咲さきさん。

　身を前に乗り出して、銃の先を突き出す。

　その構えはさながら狩人かりゆうどだ。

　花咲さんはそのまま引き金を引く。

　放たれたコルクの弾は見事景品に当たり、下へと落とした。

「やった！」

　意外にも花咲さんは射的が得意なようである。

　それからも彼女は次々と景品を落としていった。

　そのたびに何かおかしなスイッチが入っていくようで……。

「ムフ……ンビちゃん、あれもゾンビちゃん……」

　……と、ギラリとした目で残酷な笑みを浮かべている。ゾンビゲームをしている時の花咲さんが出てきてしまっていた。

　興奮するのはいいけど、この場で脱ぎだしてしまわないよね……？

　念のため注意して見守っておこう。

　そんなわけで、ある意味ハラハラドキドキの花咲さんの番が終わった。

「わあ、可愛かわいいものいっぱいゲットだよ～！」

　結果として、花咲さんはかなりたくさんの景品を手に入れられたのだが、そのどれもが怪しげなグッズばかりだった。

　つぎはぎデザインのクマのぬいぐるみや、死んだ目をした犬のストラップなど。

「花咲さんって、腕はすごいけど変わった趣味してるよね……」

「ん、そうかな？　あ、これ一つあげるよ～。林檎ちゃんからももらってたみたいだし」

「い、いや遠慮するよ……」

「むぅ」

「ど、どうしたの花はな咲さきさん……？　ムスッとして」

　恨めしそうな目を向けてくる花咲さん。

「林りん檎ごちゃんのはもらったのに……どうしてわたしのはもらってくれないの？」

「え、いや、それはその……」

　花咲さんがゲットした景品が不気味だとはとてもじゃないが言えない……！

　彼女は、仕方がないなぁ、と言わんばかりにため息を吐つく。

「もう、天あま野のくんのことだからきっと遠慮してくれてるんだろうけど、受け取ってくれた方が嬉うれしいんだからね」

「え、あ、うん」

「だから、はい」

　花咲さんがつぎはぎデザインのクマのぬいぐるみを差し出してきた。

「えっと、ありがと」

　僕が思わず受け取ると、花咲さんは嬉しそうに頬ほおを緩ませた。

　かなり不気味なぬいぐるみだが、まあ花咲さんからの贈り物なら嬉しいかな。

　さて結局、花咲さんはたくさんゲットできたものの、どれも小物ばかりだった。鳥とり田た先輩が言った勝負の内容では大物を獲得した人が勝ちだから、かなり不利な状況ではあるのだが……本人が満足そうだし良しとしよう。

「……わたしのばん」

　そう言って春はる風かぜさんが射的台の前に歩いていった。

　代金を払ってコルク弾を受け取ると、さっそく銃を構え出す。かと思えば、構えを解いて今度はじーっと銃を眺め出した。

　脳内シミュレーションをしているのだろうか。

　よく分からないが、何となく近寄って話しかけてみる。

「どうしたの、春風さん？」

「……撃ち方、知りませんでした」

　思わず苦笑が漏れる。

「やっぱり、そうだったか」

「……教えて、ください」

「うん、分かった」

　春風さんだけやり方も知らずに勝負をするのでは不公平だからね。

「まずはコルクの弾を銃口に込めて、それからレバーを引いて」

　そう指示するも、春風さんは眉み間けんに皺しわを寄せて首を傾かしげるばかりだった。

「えっと、やって見せるね」

　僕は説明をしながら、銃にコルクの弾を込めて準備をした。

　春はる風かぜさんはそれを、うんうん、と頷うなずきながら見つめていた。

「ここまで出来たら、あとは引き金を引いて撃つだけ。的をよく狙ってね」

　そう言って銃を渡すと、しばらく春風さんはそれとにらめっこした挙句、口を開く。

「……どうやって狙えば？」

「どうやってと言われても、言葉じゃ難しいなぁ」

「……せんぱい」

「ん？」

「……後ろから補助、してください」

「え!?」

　それは色々とまずいでしょ！

　どう考えても、だいぶ身体が密着するよ！

「……せんぱい？　教えてください」

　了承したわけでもないのに、春風さんは銃を構えた状態で僕を待った。

　ゆっくりとやったせいで、僕らの後ろには何人か順番待ちの列ができていた。あまり時間をかければいい顔はされないだろう。

　先輩として、可愛かわいい後輩をそんな目に遭わせるわけにはいかない。

「わ、分かったよ……っ！」

　僕は半ばやけくそ気味に春風さんの補助に入った。

「こう……こうして、銃口を突き出すようにして構えて」

　彼女に後ろから覆いかぶさるようなかたちになる。手を重ね、位置を調整。

　うわぁ、春風さん、すごくいい香りがする。

　香水や柔軟剤といった人工的なものではなく、女の子特有のほのかな甘い香りだ。

　とすると、これは春風さんそのものの香り……。

　やばい、意識すると一気にドキドキしてきた。

「天あま野のが後輩にセクハラしてる……」

「亜あ衣いちゃんばかり指導してもらってズルいよぉ～」

　林りん檎ごがジト目で、花はな咲さきさんは心から羨ましそうにそんなことを言ってきた。

　ただでさえ恥ずかしいのだから、頼むからこれ以上目立たせないで欲しい……！

「は、春風さんはやり方知らないんだから仕方ないでしょ！」

「……せんぱい」

　すぐ近くの春風さんが囁ささやき声で呼んできた。

「ん、何かな、春風さん？」

「……わたし、今日ノーブラです」

「なっ!?」

　この状況でいきなり何を言い出すんだ、この後輩は！

　いや、確かにこの至近距離から見ても背中にブラのシルエットは見えないし、そもそも着物を着る時、ブラは外すものだと聞いたことがあるし……！

　動揺を隠しきれない僕に、春はる風かぜさんが囁ささやく。

「……嘘うそです？」

「そこで疑問形はやめて欲しかったな！」

　その真相は気になるところだが、このままでは僕の精神がもたない。

「と、ともかく、これであとは引き金引くだけだから」

　逃げるようにして春風さんから離れた。

　もう分からないことはないのか、彼女はこくりと頷うなずいて銃を持ち直す。

　息を止めて引き金を引き、コルク弾が発射された。

　弾は一直線に景品目掛けて飛んでいき、この屋台一番の大物を落とした。

「大当たり～！」

　軽快な声と共に店主が鐘を鳴らして、落とされたぬいぐるみを春風さんに手渡す。ムスッとした白猫のぬいぐるみで、ちょっと〝ウォーカー君〟に似ているかもしれない。しかし、この大きさならそれなりの値段がすることだろう。

　そんな大物を一発で射落としてしまうなんて、春風さんおそるべし。

「おぉ！　すごいよ、春風さん！」

「……やりました」

　春風さんがぬいぐるみを抱えると、そのあまりのでかさに彼女の顔が隠れてしまった。まるでムスッとした白猫が喋しやべっているみたいに見える。

「じゃあ春風さんの勝ちってことで──」

「まだよ！」

　勝負を締めようとする僕の言葉を林りん檎ごが遮さえぎった。

「勝負はまだ終わりじゃないわ！　今度はあれで勝負しましょ！」

　そう言って林檎が指差した先には、金魚掬すくいの屋台があった。

「あれって、金魚掬いのこと？」

「そうよ。ルールはさっきと同じで、１プレイで一番大きな金魚を掬えた人が勝ちよ！」

「そうだね、林檎ちゃん！」

　花はな咲さきさんまで便乗してきた。

「あれで勝ったら１０００ポイントってことで！」

「ポイントあったの!?　ていうか、さっきの勝負は何ポイントだったんだろ……」

　僕の言葉に、花はな咲さきさんは顎に人差し指を当てて考える仕草をし、にこりとして答える。

「うーんと、１ポイントかな？」

「ハイパーインフレ!?」

　バラエティー番組ではお馴な染じみの、今までは何だったんだ、となるやつだ。

「とにかく、あれで勝負よ！」

　そう言う林りん檎ごは折れそうにない。

　仕方がなく僕は春はる風かぜさんに確認してみる。

「どうする、春風さん？　一応、勝負を受ける義務はないと思うけど」

「……やります」

　意外にも迷わず勝負を受けてきた。

　先輩二人が言い出したからとか気にせず、自分のしたいようにするタイプだと思ったんだけど。

　ともかく、三人の総意なら仕方ない。

「じゃあ、延長戦ってことで」

　ため息を吐つきながら僕がそう言うと、林檎と花咲さんの表情が一気に明るくなった。そしてすぐに、その目に闘志を燃やし始める。

　三人は金魚掬すくいの屋台まで行き、揃そろってお金を払ってポイを受け取った。

　ちなみに春風さんがさっきゲットしたぬいぐるみは、一旦僕が預かることに。

「じゃあ、始めるわよ」

　林檎が右手の袖を捲まくりながら、気合たっぷりに言った。

「うん、負けないよ～」

「……」

　花咲さんは小さくガッツポーズをし、春風さんは無言で頷うなずいて応えた。

「じゃあ天あま野の、始まりの合図をして」

　三人が金魚の入ったプールの前にしゃがんだところで、林檎が僕を見上げて言った。

「大物を取った人が勝ちのルールなら、何も同時に始めなくていいんじゃない？」

「合図があった方が、気分が高まるでしょ？」

「そういうものかな」

「そういうものよ」

「んー、じゃあ分かったよ。えっと……はい、始め」

　僕が手を打ち鳴らしてそう合図をすると、林檎と花咲さんが一斉にポイを水に浸つけ、金魚を掬おうとし始めた。

　けれども、なかなか金魚も捕まってくれないようで、難航しているようである。

　一方春風さんはというと、プールを覗のぞき込んだまま固まっていた。

　ひょっとして射的に続いて金魚掬すくいのやり方も分からないのかな。

　春はる風かぜさんに声を掛けようとしたその時、隣から叫び声が聞こえてきた。

「あぁああ～！　もう破れちゃったぁ！」

　顔を向けると、林りん檎ごが穴の開いたポイを手に悔しそうな顔をしていた。

「はやっ！　いくら何でも林檎、早すぎるでしょ。言い出しっぺなんだから自信あると思ったんだけど？」

「う、うるさいわねっ！」

　赤面してそっぽを向きながら立ち上がる林檎。

　順番待ちをしていた他の客に場所を譲る。

「あっ……」

　そんなことをしている内に、花はな咲さきさんのポイも紙が破れてしまったようである。

「わたしもダメだったぁ～。うぅ～ん、小さい子を狙ったつもりだったんだけど」

　花咲さんがポイに開いた穴からプールを泳ぐ金魚を覗のぞきながら、口を尖とがらせて言った。

「となると、残ったのは春風さんか」

「……」

　春風さんは先程と変わらず、じっとプールを覗き込んで微動だにしない。

　立ち上がった花咲さんが僕に近寄り、小声で訊たずねる。

「亜あ衣いちゃん、何してるの？」

「さあ……」

　春風さんはいつも宇宙と交信しているような女の子だから、時々行動の意味が読めないことがある。

　やっぱり金魚掬いのやり方を知らないとかいうオチじゃないだろうか。

「ねえ、春風さ……」

「……っ」

　春風さんがついに動き出した。

　ポイを一瞬だけ水に浸つけたかと思うと、金魚を掬ってお椀わんへ上げたのだ。

　そのままテンポよく、次々と金魚をお椀に入れていく春風さん。

「すごいね、春風さん！」

　集中しているのか彼女は無反応だった。

　金魚を掬っている、というよりは移し替えているだけのように見える。

　七、八匹くらい掬ったところで、店のおじさんの顔がどんどん青ざめていくのが分かった。とんでもない客に店の金魚をすべて奪われてしまうと戦々恐々としているのかもしれない。

「は、春風さん、もう充分じゃない……？」

　春はる風かぜさんの肩に手を置いてそう言うと、彼女は動きを止めて僕を見上げた。

　その眉は薄うつすら不満げに歪ゆがめられている。

「……？　まだいけますよ？」

「えっと、でももう勝ちは確定してるし、ね？」

「……そうですね」

　春風さんはお椀わんの中の金魚に目を向け、それからポイの紙を水の中であえて破った。

　それでも合計で一〇匹。他二人がゼロ匹の中、圧勝だった。

　金魚の入った袋をご満悦な様子でたくさん指にぶら下げる春風さん。

　止めてしまって悪かったかなって思ったけど、どうやら満足できる数は取れたようで良かった。

「春風さん、金魚掬すくいあんなに上じよう手ずだったんだね」

「……金魚掬いは、ちょっと自信ありました」

　春風さんはそう言って胸を張り、軽くドヤ顔をする。

　まさか春風さんにこんな特技があったとは。

　まあ、自信があったからこそ、延長戦を了承したのだろう。

「ところで最初、ずっと金魚覗のぞき込んで固まってたけど、何か意味があるの？」

「……ああすると、影に金魚が集まってくるので」

「へえ、なるほど。そういう習性が」

　それを知ってるか否かだけでも、林りん檎ごたちはすでに不利だったんだろうな。

　そもそも、春風さんのこの腕があっては、勝ち目なんてなかったんだろうけど。

「それで、その金魚はどうするの？」

　春風さんは金魚の入った袋を顔のところまで上げて見つめ、僕に顔を戻して首を傾かしげる。

「……食べる？」

「冗談で言ってるんだよねっ。そうだと言って！」

　半ば本気で言っているような気がするから怖い。

　そういえば一〇匹の金魚をわざわざ二匹ずつ、五袋に分けてもらってたけど、何か意図があったのかな。

　そんなことを考えている僕に、春風さんが金魚の袋を一つ渡してきた。

「……どうぞ」

「僕に？」

　彼女は頷うなずいた。

「ありがとう、春風さん！」

　そのまま春風さんは林檎と花はな咲さきさんにも一袋ずつ渡していった。

「……月見里やまなしせんぱいと、花咲せんぱいも」

「え、私たちにも？」

「わあ～！　可愛かわいい金魚さん！　亜あ衣いちゃんありがとう！」

　なるほど、春はる風かぜさんはみんなに金魚を分けるつもりで五袋に分けてもらったのか。

　すると、残すは鳥とり田た先輩と自分の分なのだろう。

「むぅ……文句なしでこの勝負は春風さんの勝ちね」

　林りん檎ごが苦笑した。色々負けを認めたような顔をしている。

「うぅ～でも、悔しいよ～」

　花はな咲さきさんはそう言って下げ駄たをカタカタ鳴らした。

　彼女はこう見えて負けず嫌いな性格をしているのだ。

「……では、せんぱい。行きましょう」

　僕の横に並ぶ春風さん。その表情からはウキウキとした気持ちが感じ取れる。

「あ、やっぱり僕も買いに行くことは決定事項なんだね。まあいいや。じゃあ、行こうか？」

「おや、もう決着ついたの？」

　鳥田先輩が僕と春風さんをその目に捉え、にこりと笑う。

「お～、意外にも春風書記が勝ったんだね！」

　まるで勝負の過程を見ていなかったかのような口ぶり。

　ん、思い返してみれば、この勝負が始まってから鳥田先輩を見ていなかった。

「鳥田先輩、そういえばどこに……って、その手に持ってるのは？」

　鳥田先輩の手には、積み重ねられたプラスチックケースがあり、指には器用に綿あめの入った袋が提げられている。

「人数分の食べ物だよ」

　しれっと答える鳥田先輩に、林檎がドンと一歩踏み出す。

「ちょっ、どうして買ってきちゃうんですか！」

「なんでって、暇だったからつい」

「これじゃ私たちが勝負した意味なかったじゃないですか！」

「あはは、ごめんごめん」

　林檎が珍しく本気で鳥田先輩に怒っている。でも鳥田先輩は楽しそうに笑ってるだけだ。

「鳥田先輩、それはひどいですよぉ～……」

　花咲さんはすっかり呆あきれ返って怒る気力もないようだった。

「…………」

　春風さんに至ってはただ静かに、鳥田先輩を恨めしそうに睨にらんでいた。

　その視線に気付いた鳥田先輩だったが、むしろ嬉うれしそうな笑顔になった。

　ダメだこの人、今の状況を楽しんでしかいない。

　だけどまあ、誰かが優勝して変にギクシャクした修羅場に陥おちいらなくてよかった。

　もしかしたら鳥とり田た先輩は、これを見越してこんな行動に出たのかもしれない。やはり先輩は尊敬できる人だ。

　三人から糾弾されてもなお笑顔を絶やすことのない鳥田先輩に対し、僕は静かに敬礼を送るのだった。

　ひとしきり林りん檎ごが文句を言い終えたところで、そろそろ花火の時間になるので移動しようということになった。

「先輩、ありがとうございます」

　三人が先に行ったのを確認し、僕は鳥田先輩に声を掛けた。

「いーや、あたしもゾクゾクさせてもらったし」

「え？」

　自分の身体を抱き締めるようにしてにんまりする先輩。

　ゾクゾクって何のことだろうか。

「ほら、天あま野のと鳥田会長、早く行かないと花火が始まっちゃいますよ」

　そのことを訊たずねる前に、林檎に叱られてしまった。

「行こうか、天野会計」

「あ、はい」

　ちょっと気になりはしたが、特に大したことでもないだろう。

　きっと言葉のあやというやつだ。

　僕らはすぐに林檎たちに追いつき、花火がよく見える川辺へと歩いた。

　河川敷には、すでにたくさんの人が押し寄せてきていた。

　他にも花火が見られるスポットはあるから一応は分散していると思うのだが、それを考えてもかなりの人である。

「ありゃりゃ、ベンチどこも空いてない……レジャーシートとか持ってくればよかったね」

　僕がポロッとそんな言葉を漏らすと、鳥田先輩がニヤニヤしながら浴衣ゆかたの袖に手を伸ばす。

「ふふふん。そんなこともあろうかと、ジャーン！」

　先輩が取り出したのは、今まさに欲しいと言ったレジャーシートだった。

「鳥田先輩、準備良すぎですよ」

　先輩の袖の中は四次元なんじゃないだろうか。

「さすが会長です」

「先輩は予知能力者ですか！」

　林檎と花はな咲さきさんが感心の眼まな差ざしを向ける中、春はる風かぜさんだけは無表情で首を傾かしげる。

「……逆に引く？」

「えー、春はる風かぜ書記、その言い草はひどいじゃないか～！」

　鳥とり田た先輩が春風さんに擦り寄るが、彼女はスススッと距離を空けていた。

　もしかしたら、さっき食べ物を買ってきたことをまだ密ひそかに怒っているのかも。

　しかし、鳥田先輩は全く気にした素振りもなく、シートを敷いてそこをポンポンと叩たたく。

「さあさ、それはそうとここ座って。買ってきたもの食べよ！」

「「「はーい！」」」

　それからしばらく、屋台で買った物を食べながら花火を待った。

　たこ焼きや焼きそば、林りん檎ご飴に綿あめも美お味いしかった。

「……せんぱい」

　食べていたものが無くなりかけたところで、隣に座る春風さんが顔を寄せてきた。

「ん？」

「……明日──」




　──ドォン




　唐突な轟ごう音おんのせいで、春風さんの声が掻かき消されてしまった。

　どうやら花火が始まったようである。

「明日、何だって？」

「……」

　聞き返しても、春風さんは次々と打ち上げられる花火に目が釘くぎ付づけで返事はなかった。

　色とりどりの光が夜空を明るく照らし、それを川が鏡のように映していてすごく綺き麗れいだ。

　こちらを振り向く様子はない。もう花火に夢中のようだ。

　せっかく楽しんでいるところだ。話を続けるのも悪い。

　僕も彼女に倣って空を見上げることにした。







　花火を見終わった後はもう解散だ。

　いつもは空すいている電車内も、今日だけは込み合っていた。そうは言っても、満員電車というわけではないのでさすがは田舎いなかだなと思う。

　春風さん、僕、林檎、花はな咲さきさんの順番で横並びにつり革へ掴つかまった。

　鳥田先輩だけは違う方向の電車だったので乗っていない。

　手持ち無沙汰になった林檎と春風さんはスマホをいじり、疲れ果てた花咲さんは立ったまま器用に眠っていた。

　ちなみに、春風さんが今日ゲットしたぬいぐるみは僕が持ってあげている。

　小柄な女の子が運ぶにはちょっと危ないからね。

　花はな咲さきさんの睡魔がうつったのか、僕も眠くなってきてあくびをする。

　不意にその時、ポケットのスマホがバイブした。

　誰かからアインかＤＭダイレクトメツセージが来たようである。





春はる　風かぜ『せんぱい、おつかれさまです！』






　開いてみてびっくり。すぐ隣に立つ春風さんからだった。

　思わず横に顔を向けると、春風さんは熱心にアインのトーク画面が映し出されたスマホを見ていた。

　てか、相変わらずアインだとこのテンションなんだな。まあ、これが本来の彼女かもしれないんだけど。

　声を出しては話しづらいことなのか。僕はすぐに返信を送る。





天あま　野の『ああ、うん。お疲れ様』

　　　『でも、わざわざアインでどうしたの？』

春　風『今日まで演技練習をお手伝いいただいたことについてお礼が言いたくて』

　　　『せんぱい、ありがとうございました！』

天　野『ううん、大したことはしてないよ』

春　風『わたし、もっと頑張って、売れっ子声優になってみせます！』

天　野『春風さんならきっといい声優さんになれるよ』

　　　『あ、じゃあ今の内にサイン貰もらっておかなきゃだね』

春　風『ふふふ♪』

　　　『それでなのですが、ひとまず明日、その成果をお見せする機会があります』

天　野『え、何のこと？』






「……ナイショ、です」

　僕の隣で、微笑ほほえんだ春風さんが小さな唇に人差し指を当てて見上げてきた。

　恐らくこれが、彼女の話したかった本題。

　わざわざ内緒にするということは、声優関連かシルフ関連だろう。いや、両方かも。

　スマホでシルフのツインクラーアカウントを確認すると、明日は夏休み企画で別のＶチューバーとのコラボ配信があるということだった。その配信の中で、視聴者から送られてきたセリフを指定されたシチュエーションで演じていくコーナーもあるのだとか。

　なるほど、これのことか。





天あま　野の『頑張ってね！』






　特訓の成果が発揮できるといいね。

　そう思いつつ僕はメッセージを送った。

「気持ちの悪い笑み浮かべてどうしたのよ？」

　林りん檎ごが細めた目で見てきた。

「何でもないよ。というか気持ち悪いは余計でしょ」

「ふん、事実だもの」

　林檎は意地悪な笑みを浮かべて言う。

「さては天野、愛いとしのアカネちゃんと連絡でも取ってたの？」

「違うって」

「じゃあ、どうしてニヤニヤしてたのよ？」

「えっと……明日シルフのコラボ配信があるから楽しみで」

「えっ！　天野もやっぱり楽しみなの!!」

　バッとこちらに顔を向け、身を乗り出してくる林檎。

　一瞬にして興奮ゲージをマックスまで上げてしまったようだ。

　しまった、失言だったかもしれない……！

　案の定、その後電車を降りるまでの十数分間、ずっと林檎からシルフコラボのどこが魅力か一方的に語られることになった。

　僕はともかく、必死に聞いてないふりをしながらも恥ずかしさを堪こらえている春はる風かぜさんが可哀かわい想そうだった。

　ごめん、春風さん……。





　　　　◇◇◇






　翌日の晩、シルフの配信を見届けようと、僕が自室のベッドに座ってスマホを手に待機していると、アカネからＤＭダイレクトメツセージが送られてきた。





アカネ《ねえねえ、最近色々な女の子と仲良いみたいだけど、わたしのことはどうでもよくなっちゃったの？》






　いきなりどうしたんだ!?

　ま、まあ昨日、林檎や花はな咲さきさん、春風さんと祭りで色々あったし、誰がアカネでもこの発言が出てきて不思議はないか……。ともかく、誤解だ。





漆うる　星ぼし《そんなわけないよ！》

　　　《僕が好きなのはアカネだけだから！》

アカネ《うわ、浮うわ気き男みたいなセリフ……》

漆　星《ほんとに違うんだってば……！》

アカネ《うふふ、ハイハイ》

　　　《ちゃんと分かってるから大丈夫だよ》

　　　《漆星くんは、わたしのことが好きだって》






　改めて言われるとドキッとした。

　でも、アカネがちゃんと僕の気持ちを知って、受け止めてくれているという事実が嬉うれしくて仕方がない。

　そこで僕はふと、アカネはどうなのだろうと思ってしまう。

　以前は訊ききそびれてしまったが、アカネは僕のことをどう思っているのだろうか。

《ねえ、アカネは僕のこと》と文字を打ったところで、アカネからメッセージが来た。





アカネ《あ、そろそろシルフちゃんのコラボ配信の時間！》

漆　星《え、ちょっと待って、じゃあ何のためにＤＭダイレクトメツセージを》

アカネ《ちょっと漆星くんとお話ししたい気分だったの》

漆　星《え、それって》






　どうしようもなく期待してしまうセリフだった。

　しかし、ちゃんとそれを確かめる前にアカネは次のメッセージを最後に、やり取りを終えてしまった。





アカネ《ちょっと集中して観みたいからここで離脱するね》

　　　《おやすみ～》






　確かに僕も、春はる風かぜさ……シルフの応援がしたいし、問題はないのだけど。

　あとちょっとでアカネの僕に対する気持ちを聞けたのに、という変に悔しい感情が湧いてきてしまった。

　それに万が一、アカネの正体が春風さんだとしたら、邪魔をしてはいけない気もするし。

『はい、今日も一日お疲れさま～！　ＡＩシルフだよ～！』

　放送時間になり、シルフの配信が始まった。

　黄緑色のゆるふわウェーブ髪で、緑色の妖精のような衣装を身に纏まとう美少女キャラクターがスマホ画面の中で挨拶をした。このキャラクターこそがシルフである。

『今日はディーネちゃんとのコラボ！　ディーネちゃんの企画で、シルフ、演技に挑戦します！』

　その隣には、水色ショートカットで青い色の服を着たシルフに似た女の子が立っている。この子が、今日のコラボ相手のようである。

『よーし、ディーネちゃんの前で緊張するけど、がんばるぞ～！』

　視聴者から送られてきたセリフを使い、指定されたシチュエーションに沿って二人が演技していく。

　シルフは臆することなく挑み、驚異の演技力を見せつけ、視聴者たちを驚かせたようだ。

　なんとなく、声優への第一歩になったのではないかと思った。

　放送終了後、僕は居ても立ってもいられない気持ちになってすぐさま春はる風かぜさんにアインを送った。





天あま　野の『おつかれ、シルフ！』

春　風『ちょっせんぱい！[image: ]　だからＶチューバーに中の人はいないんだよっ！』






　あたふたと否定する春風さんの顔が容易に想像できた。





春　風『でも、その……ありがとうございます』

　　　『何もかもせんぱいのおかげです』






　メッセージと一緒に、にへらぁっと笑ったシルフのスタンプが送られてきた。





春　風『それであの、お礼をしたいと思うのですが』

天　野『お礼？』




　　　　◇◇◇






　シルフのコラボ配信から二日後。

　僕は春風さんに呼び出されて隣町まで電車で来ていた。

「お待たせ、春風さん」

　駅前広場のモニュメントの前に立つ春風さんのところに駆け足で寄っていくと、彼女はゆっくりとこちらを振り向いた。

「……今来たところ、です」

　今日の春はる風かぜさんは私服姿だ。

　白いフリルブラウスの上に、紺色のジャンパースカート。

　斜めに肩に掛けた小さなショルダーバッグ。

　ちょっと幼く見えるけれど、清せい楚そな感じでとても可愛かわいい。

「……」

　春風さんが期待するような眼まな差ざしで見つめてきた。

　数日前も浴衣ゆかた姿で現れた彼女が同じ目をしてきた気がする。たぶん、服の感想を求めているのだろう。

「えっと、今日の服、可愛いね」

「……嬉うれしいです」

　たった一言の感想だったにもかかわらず、それだけで春風さんはご機嫌に頬ほおを緩めた。

　よかった……！　正解だったみたいだ。

　僕の少ない語ご彙いでも満足してもらえて安心した。

「じゃあ、行こうか」

　僕らは肩を並べて駅前の通りを歩いた。

　先日、春風さんが、演技練習に付き合ってくれたお礼をしたいと言い出した。

　お礼をして貰もらうほどのことでもないから最初僕は断ったのだが、どうしてもと言うので少し考えることに。

　その結果、シルフは歌が上じよう手ずだったなと思い出し、歌を聴かせてほしいと頼んだのである。

　シルフの生歌が聴けるなんて、贅ぜい沢たくすぎるくらいのご褒美だ。

　駅前のカラオケ店に入ると、カウンターで受け付けを済ます。

　部屋番号の書かれたプレートを受け取り、エレベーターで上の階へ。

　僕は地図と部屋番号を見比べて位置を確認する。

「……こっちです」

　しかし、春風さんは地図を見ることもなく先導してくれた。

「春風さんって、よくカラオケ来るの？」

　僕が隣に並びつつ訊たずねると、春風さんは首を傾かしげた。

「……あまり？」

「その割には店内の部屋配置を把握してるようだけど？」

「……たまに？」

「あ、頻度が少し高くなった」

「……二週間に一回は来ます」

「とすると、月二回か。よく知らないけど、高校生にしては結構多い方なんじゃないかな。毎回一人で来るの？」

「……一人、です」

「あれ、いつも周りにいる人たちは誘わないの？」

「……誘ったことあります」

「ほう、そうしたら？」

「亜あ衣いさまと個室に!?　……と言って鼻血を吹き出して倒れてしまいました」

　最初の部分は恐らくクラスメイトのモノマネだと思うが、そこだけ妙に力の入った演技で見せてくれた。

　春はる風かぜさんは生徒会の時間以外は常に〈信者〉のクラスメイトたちに取り囲まれている。生徒会に入ったばかりの頃は、その生徒たちもぞろぞろと押し寄せてきて大変だった。

　名前も分からないが、そう言って倒れる〈信者〉たちの姿が容易に想像できた。

「あぁ……あの信者たちならその反応か……っと、僕らの部屋はここだね」

　そうこうしている内に、与えられた部屋の前へと到着していた。

「……」

　僕はドアを開けて中に入ろうとするが、春風さんは動こうとせず、廊下の奥の方をじっと見つめている。

「どうしたの、春風さん？」

「……誰かに、見られてる気が」

「春風さん可愛かわいいから、視線を集めるのかもね」

「……」

　春風さんがポッと頬ほおを桃色に染め、僕の顔を見つめてきた。

「どうしたの？」

「……なんでも、ありません」

　春風さんは顔を隠すように俯うつむき、そそくさと部屋の中へ入った。

　何だったんだろう。僕の顔にゴミでも付いてるのかな。ちょっと顔を払っておこう。

　部屋の位置を確認したところで、僕らは荷物を置き、飲み物を取ってくることに。

　戻ってくると、すでに春風さんがテーブル奥のソファに座っていたので、僕はその正面に腰を下ろす。

「……せんぱい、歌いますか？」

　春風さんがカラオケ用のリモコンを差し出してきた。

「ううん、僕はいいよ。今日は春風さんの歌を聴きに来たからね。さっそく聴かせてほしいな」

「……わかりました」

　春はる風かぜさんは頷うなずき、リモコンを操作して曲を予約した。

　すぐに大型の画面に曲のタイトルが表示される。

　それは最近のアニソンで、シルフが〝歌ってみた〟の動画を上げていた曲だった。

　春風さんの歌声はとても綺き麗れいで、合いの手を入れることもなくつい聴き入ってしまった。

　やはり生歌は素晴らしい。動画で見た時も感動したが、今はその比ではない。

　歌が終わると、僕は立ち上がって拍手をしていた。

「やっぱりシル……春風さんは歌が上じよう手ずだな～！」

「……歌姫？」

「あ、自分で言っちゃうんだ。でもまさしくその通りだよ」

「……照れます」

　春風さんが微かすかにはにかんだ。

「……でも、せんぱい。これでお礼になってるのか不安です」

「もちろんなってるよ。むしろ、僕が逆にお返しをあげなきゃいけないくらい」

「……そう、ですか」

　安心したように胸を撫なでおろす春風さんに訊たずねる。

「一度休憩してもいいけど、もう一曲お願いしてもいい？」

「……今日は、いっぱい歌います。せんぱいだけのために」

　春風さんが微笑ほほえんで頷き、リモコンを操作しようとした時だった。

「……ないで！　ここ……っ！」

「…………ってよ！　……ちゃうよ～！」

　ドアの方からやけに騒がしい声が聞こえてきた。

「ん、何だか廊下が騒がしいね」

　そりゃカラオケ店なのだから、騒がしいのが普通なのだが、これは歌っているとかそんな感じではない。

　どことなく、女の子二人で言い合いをしているようにも聞こえる。

　あまり激しいようだったら、店員に知らせる必要があるかもしれない。

「揉もめてるのかな。ちょっと様子を見てく──」

　そう言って僕が部屋を出ていこうとすると、廊下で騒いでいた二人が僕らの部屋の前へと来た。そして……。




　──ガチャ




　勝手にドアを開けて部屋へと入ってきたのである。

「シルフちゃん!!」

　部屋に入ってきたボブカットの少女はそう叫んで、僕との距離をぐっと詰めてきた。

　黒系のオフショルトップスにデニムスカートといった私服に身を包んでいる。肩が露あらわになっており、とても煽せん情じよう的だ。

　いつもと違う服装だが、彼女には見覚えがあるどころではなかった。

「り、林りん檎ごっ!?」

　それは林檎だった。

「林檎がどうしてこんなところにっ!?」

「こころと遊びに来たら偶然駅前で天あま野のたちを見つけて、なんか怪しいと思ってつけてきたのよ！　ていうか今はそんなことどうでもいいわっ！　シルフちゃんよ!!」

　彼女は鼻息を荒くして目をキラキラと輝かせ、なぜか興奮している。

　いや、まあ……今の彼女の言葉を聞けば、その理由もおおよそ分かってしまうのだが……。

　そんな暴走状態の林檎を後ろから引っ張っているのは花はな咲さきさんのようだ。

「ごめんね、天野くん。お邪魔をする気はなかったんだけど、林檎ちゃんが……！　落ち着いて林檎ちゃんっ！」

　そんな花咲さんはピンク色のレース付きシャツに、赤のフレアスカートと、少し派手だけど可愛かわいい服を着ていた。

[image: ]

　林りん檎ごが花はな咲さきさんを振りほどこうと暴れる。

「これのどこが落ち着いてられるのよ！　今の歌声はシルフちゃんよ！　この私が聴き間違えるはずがないわ！　歌い方の癖まですべて一致したわ！」

　なんじゃそりゃ!?

　林檎は音声分析装置か何かなの!?

　ともあれ、シルフの大ファンである林檎にさっきの歌を聞かれてしまったのは大きな失敗だった。

　林檎は花咲さんを振りほどいて部屋の中へと進み、僕の後ろでガクブルと震えながら佇む春はる風かぜさんをしっかりとその目に捉えた。

「春風さん、あなた──シルフちゃんだったのね！」

「……せ、せんぱい」

　春風さんは泣きそうな目で林檎を見つめ、必死の反論を試みる。

「……Ｖチューバーに中の人なんていない、んですよ？」

　……あー、春風さん。今この状況でその言葉は全く攻撃力を発揮しないよ……。

　もちろん言い逃れができるはずもなく、呆あつ気けなく林檎と花咲さんに春風さんの正体はバレてしまったのだった。

　そして、シルフの大ファンである林檎が、その事実を前に平静を保っていられるはずもなく──




　──夏休みが明ける頃には、林檎が春風さんの配下になったと学校中の噂うわさになっていた。
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　夏休みが明けた始業式の朝。

　僕が登校してきて自分の席に着くと、鼓膜が痛くなるほど騒がしい声を上げて田辺たなべが話しかけてきた。

「うっす、天あま野の！　夏休みどうだった？」

「祭りに行ったり海に行ったり、生徒会活動をしたり、それなりに充実してたよ」

「おお、いいな～！　ま、オレも彼女と色々なところへ遊びに行ったぜ！」

　へー、それはようござんした。

「なあ、ところで天野。あの噂うわさ本当かよ？」

「噂って？」

「決まってんだろ！　オレらのツンツンアイドル月見里やまなし林りん檎ごさんが、一年生の女の子の小間使いになったって噂だよ」

「あぁ……えーっと」

　その話か……林檎の尊厳もあるし、下へ手たに認めてあげたくはないんだけど。

　残念なことに、林檎が春はる風かぜさんの小間使い、配下になったというのは本当だ。

　夏休み中、シルフの正体が春風さんであることに気が付いた林檎は激しく取り乱し、春風さんを前にまともではいられなくなってしまった。

　その頃の林檎といったら、目が合っただけで黄色い声を上げ、会話をしようとすればしどろもどろになっていたほどだ。

　このままでは生徒会活動を進めていく上で問題が生じてしまう。そこで、夏休み中にあえて林檎と春風さんを一緒に行動させた。新学期までに、どうにか慣れさせようとしたのだ。

　その結果、どうにか林檎は春風さんを前にしても徐々に落ちつけるようになっていった。

　しかし、それと同時に、どうしようもない問題が発生した。

　林檎がシルフ──春風さんに対して、やたらと尽くそうとするようになったのである。

　元々林檎は崇拝するレベルでシルフのことが好きで、彼女にとっては本当に神同然の存在だった。だから、突然神が目の前に現れた時の反応として、自然といえばそうなのだろうけど……何とも困ったものだ。

　生徒会活動の関係で何度か学校に集まることがあり、林檎が春風さんに仕えている姿が部活に来ていた生徒たちに何度か目撃され、こうして夏休みが明ける頃には、すっかり学校中の噂になっていたというわけである。

　話してる僕らのもとに、小こ林ばやしが寄ってきて口を開く。

「俺見たぜ。今け朝さだって月見里やまなしさんが後輩の女子のために下げ駄た箱ばこから靴を出してあげてた」

「マジか！　じゃあやっぱり噂うわさは本当だったんだな！」

　田辺たなべは嬉き々きとした声を上げたかと思うと、唐突に疑問の表情を浮かべて訊たずねてくる。

「でも、どうして氷の姫ツンドラプリンセスさまが後輩ちゃんの小間使いになったんだ？　まさか弱みでも握られたとか？」

「いや、弱みという意味では、むしろ逆なんだけど……」

「ん？　よく分からんが、詳しく教えてくれよ～」

　この出来事の裏には、林りん檎ごがオタクであることや春はる風かぜさんがＶチューバーをしていることといった、僕から暴露できない事柄もある。

「恋する乙女おとめには色々あるってことだよ。あまり深くは説明できない……」

　田辺が目を見開き、僕の肩を掴つかんで揺すってくる。

「んあ？　恋する乙女って……まさか月見里さん好きな人がいるのかっ!?　誰だよそんな羨ましい相手はよぉぉおおお!!　……あ、おいまさか、あのよく一緒にいる後輩の女子とそういう関係に……!?」

「そんなわけないでしょっ！　放してよ！」

　田辺はふっと僕から手を放し、珍しく難しい顔で呟つぶやく。

「いや……あの二人ならありかもしれん……」

「え？」

　また田辺が掴みかかってきて激しく揺する。

「なあ天あま野の！　あそこはカップルなのかー!?」

「だ、だから違うってっ！」

「まあ、落ち着けって田辺」

　小こ林ばやしが田辺の腕を掴み、僕から引き離して宥なだめてくれた。

　それから彼はこちらに向く。

「色々事情があるだろうし、話せないなら無理しなくていいよ」

「ああ、うん。ありがと、小林」

「まあきっと、月見里さんがこうなのも一時的なものだろうし」

「えっと、そうだったらいいんだけどね……」

　林檎が春風さんの配下になって、かれこれ二週間以上経たつ。

　段々と林檎の行動はエスカレートしており、収まるような気配はない。

　どうもペースが乱されるから、いつも通りの林檎に戻ってほしいのだけど……。







　放課後になり、夏休み明け初めての生徒会の時間だ。

　林りん檎ごたちのことがちょっと心配だし、僕はいつもより早めに生徒会室に向かった。

「お疲れさまーっす」

　生徒会室のドアを開けると、盆を手に持った林檎が召使いのように春はる風かぜさんの隣に立つ光景が目に入ってきた。

「シルフちゃん、お茶が入ったわ」

　林檎がにこりと微笑ほほえみかけると、春風さんは困り顔で彼女を見上げた。

「……せんぱい、Ｖチューバーに中の人は……」

「ごめんなさい！　そうだったわね、春風さん。シルフちゃんはシルフちゃん、春風さんは春風さんよね！」

　林檎はコツンと自らの頭を小突いて、茶ちや目めっ気けたっぷりに舌を出した。

　え、誰この人？

　林檎の皮を被かぶった別人じゃないよね……？

　何だか、夏休み中よりもさらに悪化してる気がするんだけど。

　困惑する僕をよそに、林檎は湯ゆ呑のみを春風さんの前に置き、ルンルンと弾んだ声で言う。

「どうぞ、私が愛情をたっぷり込めてブレンドして、美お味いしくなぁれっておまじないをかけて淹いれたお茶よ」

　ダメだ……目の前で起こっている出来事をうまく脳が処理できない。

　今の林檎はまるでデレデレの恋する乙女おとめだ。こんな姿、現実で目まの当あたりにすることになるとは思いもしなかった。

　まあ、彼女の裏アカでは何度か見ているわけだけど。

　春風さんもかなり戸惑っているようだったが、じっと見つめてくる林檎に耐えかねてお茶を一口飲んだ。

「どうかしら？」

「……お、美味しい、です」

　にっこりと笑みを浮かべる林檎に春風さんは頬ほおを引きつらせた。たぶんドン引きしているけど、林檎はそんなことに気付いてなさそうだ。

　あまりにショッキングな光景を目にし、棒立ちになっていた僕。そこへ鳥とり田た先輩が歩み寄ってきて苦笑し、小声で話しかけてきた。

「お祭りの時は天あま野の会計が三人に惚ほれ薬を使ってると思ったけど、今度は春風書記が月見里やまなし副会長に惚れ薬でも使ったのかな？　ここ最近、月見里副会長の様子がおかしいんだけど」

「だから惚れ薬なんてないですから」

「じゃあ、どうしていきなりこうなっちゃったの？」

「これには深い事情があると言いますか……」

「話しづらいこと？」

「それなりに……」

「そっか。じゃあ、また今度話せる時に話してよ」

　快い笑顔でそう言ってくれる鳥とり田た先輩。

　面白いことには目が無い彼女だが、時々こうして先輩らしい発言もあるんだな。

「話せる時が来るか分からないですけど、分かりました」

　そんな話をしている内に、林りん檎ごたちの方に動きがあったようだ。

　春はる風かぜさんが背筋を伸ばして林檎に向き、口を開く。

「……あの、月見里やまなしせんぱい」

「ん、どうしたの、シルっ、春風さん？」

　珍しく春風さんの方から声を掛けられたからか、林檎の声は浮うわついていた。

「……ど、読書をしたいので、離れてくれますか？」

「気にしなくていいわよ！」

「……気に、なっちゃうんです」

　すごい……！　内気な春風さんがはっきりものを言っている。

　きっと、ものすごく勇気を振り絞ったに違いない。

「そう？　じゃあ何かあったら何でも申し付けてね」

　拒絶されたにもかかわらず、林檎は全く笑顔を崩すことなく一歩下がり、思い出したかのように言う。

「あ、そういえば、今日は冷蔵庫にどら焼きが入ってるから好きなタイミングで食べてね」

「どら焼き、ですか……！」

　春風さんの目の中に星が輝いた。

　林檎はそれを見逃さなかったようで、すかさずまた歩み寄って訊たずねる。

「今食べる？」

　こくこくと小刻みに頷うなずく春風さん。

　なんだ、嫌がってばかりいるのかと思えばそうでもないらしい。

　そういえば、林檎は小間使いになってから、会うたびに甘い物を献上している。

　ようやく春風さんの好みのツボを押さえられるようになってきたのかもしれない。

「すぐに準備するわね」

　林檎がスキップをするようにして自分の席へと戻っていった。

　僕はその隙に春風さんの隣の席へと腰を下ろす。

「はい、天あま野のくん。今日の生徒会の資料だよ」

「ありがとう、花はな咲さきさん」

　花咲さんが一枚のプリントを机に置いてくれた。

　それから僕の耳元に顔を近付け、囁ささやいてくる。

「林りん檎ごちゃん、思ったよりすごいことになっちゃったね」

　彼女の髪からふわりとシャンプーの甘い香りが漂ってきて、変に緊張してしまった。

　しかし、それを悟られないように心掛けつつ答える。

「えっと、そうだね、林檎のこんな姿を見ることになるとは思わなかったよ……今日一日ずっとこんな感じなの？」

「うん、お昼の時間も亜あ衣いちゃんの飲み物を買いに行ったり、休み時間のたびに何か困ったことはないか亜衣ちゃんの教室に行ったり」

「いつぞやの僕みたいなパシリっぷりだね」

　花はな咲さきさんが苦笑した。

「あはは……でも、それだけシルフちゃんに会えることが嬉うれしいんだと思う」

　林檎はずっとシルフに憧れているようだったが、まさかここまで好きだったとは思わなかった。

「林檎って、なんでこんなにシルフが好きなんだろうね？」

「…………」

　何気なく話を振ったつもりが、花咲さんはぼーっと固まってしまった。少し頬ほおを赤らめ、僕の顔をただ見つめてくる。目が合っても逸そらすような動きはない。

　吐息がかかるような距離だから、かなりドキドキしてしまうんだけど……！

「えっと、どうしたの、花咲さん？」

「……え、あ、ううん！　何でもないよっ！　えーっと、ほんとに林檎ちゃん、何でシルフちゃんが好きなんだろうねっ？」

　花咲さんはすぐに我を取り戻し、僕から離れた。ちょっと名な残ごり惜しい気もするが、精神衛生上これでよかった。

　というところで、窓際の席に座った鳥とり田た先輩が手を叩たたいた。

「よし、じゃあそろそろ生徒会始めようか」

　こうして、いつもと違うことがありつつも、いつも通りに生徒会は始まるのだった。







　生徒会が終わると、真っ先に林檎が春はる風かぜさんのところに駆け寄り、にこりと笑う。

「春風さん、今日こそは送っていくわ」

「……え、遠慮します」

　春風さんが冷や汗を流して首を横に振った。

「遠慮なんていいのよ。私と春風さんの仲じゃない～」

「ど、どういう仲ですか……！」

　春はる風かぜさんがツッコんでる……!?　これはかなり希少だ！

　って、驚いてる場合じゃない。

　どうやら本気で嫌がってるっぽいし、春風さんに加勢しなければ。

「林りん檎ご、春風さんが遠慮するって言ってるんだからやめなよ」

「なによ、天あま野ののくせに、私と春風さんの愛の会話に口出ししないでくれる？」

　ムスッとした林檎に睨にらまれた。

　全く聞く耳を持たないといった様子だ。

「……月見里やまなしせんぱい。とにかく、今日はいいです」

　小さな拳にぎゅっと力を込め、春風さんはそう言った。

「そう、分かったわ」

「……ふぅ」

　安あん堵どの息を吐くのも束つかの間ま、林檎が訊たずねてくる。

「今日はってことは、明日は送っていってもいいかしら？」

「うっ」

「ねえ、お願い」

「……い、いつかは」

「その言葉、しっかり聞いたわよ」

　林檎はそう言うと帰り支度をし、一足先に生徒会室を後にする。

「じゃあね、春風さん。帰ったらアインするわ。また明日」

　そう言い残して、手を振って去っていく林檎を見送ると、春風さんは糸が切れた操り人形のように机に突っ伏した。

「……ほ」

「ごめんね、春風さん。まともなこと言えなくて……」

　声を掛けると、春風さんが倒れたまま顔だけをこちらへ向けてきた。

「……いえ、言ってくれただけで、ありがとです」

　そう言う春風さんの顔色は少し悪いように見えた。

「ちょっと疲れた顔してるよ？」

「……こういうの、慣れないもので」

「春風さんって、いつもたくさんの人たちに囲まれてなかったっけ？」

「……せんぱいは、初めてです」

「そっか」

　春風さんを信仰する生徒たちが彼女を囲んでいる光景をよく見る。

　しかし、それは同級生のみで、上級生はいないそうだ。

　僕からしたら、同級生だろうが誰だろうが、五十歩百歩なのだが。

「……月見里やまなしせんぱいには、特別扱いしてほしくなかったかも、です」

　春はる風かぜさんが机の木目に視線を落としつつ、ぽつりと呟つぶやいた。

　彼女にはそもそもカリスマ性があり、同級生のほとんどから崇あがめられるような扱いを受けていた。彼女にとってそれは、息苦しいものだったのかもしれない。

　生徒会役員のメンバーは彼女に特別扱いをすることはなく、普通の後輩と同じように接していた。だから春風さんは、自分がシルフであることを隠していたのではないか。

　まあ、彼女にとっては嫌なことばかりでもないようだけど。

「あれ。でも今日、どら焼き貰もらって喜んでたじゃん」

　僕がそう言うと、春風さんはぎくりとして顔を反対側に向ける。

「……そ、それとこれとは別、ですっ」







　その日の晩、僕はいつも通りアカネとやり取りをする。





アカネ《そんなわけで、最近このアニメばかり見ちゃって》

漆うる　星ぼし《そうなんだ。じゃあ僕も今度見てみようかな～》






　この日も、最近お互いがハマっているものについて話していた。





アカネ《んーと、ねえ漆星くん》






　けれども唐突に、アカネからそんなメッセージが来た。





漆　星《改まっちゃってどうしたの？》

アカネ《何となくなんだけど、最近疲れてない？》

漆　星《そんなことないはずだけど》

アカネ《絶対嘘うそだよ。だって最近、漆星くんからの返信が平均より一分くらい遅いもん》

漆　星《そんな細かく計ってたの!?》






　タイマー片手にやり取りをしていたのだろうか。

　それはちょっとどころではなく怖い。





アカネ《うふふ、それは冗談だけど、なんとなくそんな気がして》






　なんだ、冗談か。

　安心して、ほっと息が漏れる。

　ともあれ、アカネにはいらぬ心配をかけてしまったようである。





漆うる　星ぼし《えっと、僕は大丈夫だから。心配してくれてありがとうね》

アカネ《ううん、でも辛つらいことがあったら何でも言ってね》

　　　《わたしは漆星くんの味方だから》

漆　星《本当にありがとう》






　気にかけてくれるだけで充分有り難いし、救われた気分になれる。

　僕にこういう存在がいると思うだけで、毎日頑張れる。

　やっぱり僕にはアカネが必要だ。そう実感した夜だった。





　　　　◇◇◇






　翌日の昼休み、僕が田辺たなべたちと昼食を取ろうとしていた時だった。

「天あま野のくん、いますか？」

　二年Ｂ組の教室に女子生徒の可愛かわいらしい声が響いた。

　教室前方の入り口へ目を向けると、にこやかな花はな咲さきさんと目が合う。

　クラスメイトたちの視線が一斉に僕へと集中するのが分かった。

　注目を浴びることにあまり慣れてないから自然と顔が熱くなってしまう。

　早足で彼女のもとへ向かおうとすると、ガシッと腕を掴つかまれたので振り向く。それはすっかり青ざめた顔の田辺だった。

「は、花咲さんはオレらの天使だかんな！　変な気を起こすんじゃねーぞ!!」

「何想像したか分からないけど、たぶん田辺の思うような展開にはならないよ……？」

　田辺を振りほどいて花咲さんのところへ行く。

「いきなりごめんね、天野くん」

　そう言って花咲さんは微笑ほほえんだ。今日も天使のような笑顔だ。

「ううん、全然いいよ。でもどうしたの？　生徒会の用事？」

「そうじゃなくてね。よかったら一緒にお昼食べてほしいなって思って」

　その言葉に、教室中がしんと静まり返った。

　クラスメイトたちにちらちらと注目される。

　田辺が「やっぱり！」と嘆き、頭を抱えているのが視界の端に映った。

　学校でもかなりの人気を誇る花咲さんが僕を昼食に誘うという、突如として発生したびっくりイベントにみんな興味津々なのである。

　ああ、ダメだ。この視線に耐えられない。

「ま、まずは場所を変えようか！」

「あ、うん」

　僕は急いで自分の席から総菜パンを持ち出し、弁当を持った花はな咲さきさんと廊下を歩いた。

　この時間、空き教室は意外とどこも生徒たちが使っていたりする。

　となると、最適な場所は一ヶ所しか浮かばない。生徒会室だ。

　生徒会室に来てみると、案の定、誰もいなかった。

　九月に入ったといえどまだ残暑が厳しく、小さな部屋の中には熱い空気が籠もっていた。

　僕は窓を開けて風を通しつつ、さっそく切り出す。

「ねえ、花咲さん、どうして僕をお昼に誘ったの？」

「ごめんね、迷惑だったかな？」

　花咲さんが心配そうに眉を顰ひそめる。

「ううん！　全然そんなことはないんだけど！　林りん檎ごはどうしたのかなって」

　林檎、というワードに反応した花咲さんが、ぷくっと頬ほおを膨らませる。

「あー、聞いてよ天あま野のくん！　林檎ちゃんったら亜あ衣いちゃんのところに行っちゃったんだよ。今日は誰か他の人と食べてーって」

「ありゃりゃ……」

　珍しく花咲さんは怒っているようだ。

　まあ、いつも一緒に弁当を食べているのに、いきなり他の人のところへ行ってしまったら怒るのも当然だろう。

「でも花咲さんなら、僕以外にも一緒に食べる友達がたくさんいるんじゃない？」

「そう、かもだけど、天野くんと食べたかったから。ダメ？」

　つぶらな瞳で見つめてそう言ってくる花咲さん。

　こんな天使のお願い、断れるはずないじゃないか。

　この状況で僕を選んでくれるなんて嬉うれしすぎるしね。

「ううん、ダメなんてことないよ！　ありがとう。僕も花咲さんとご飯食べれて嬉しいよ」

「えへへ。あ、じゃあ、せっかくだし近くで食べようよ」

　え、待って。生徒会室で二人きりでご飯を食べるだけならまだ緊張しないでいけた。

　でも近くの席でなんて聞いてない。

　そんなん意識しちゃうに決まってるじゃないか！

　だけど、ここまできて拒絶したら花咲さんを傷つけちゃうかもだし……。

「う、うん、い、いいよ」

　ち、近い席で食べるくらいどうってことない。前に林檎ともやったじゃないか。

　そういうわけで、花はな咲さきさんは自分の席に、僕は林りん檎ごの席を借りて座り、それぞれ昼食を取り始めた。

「わあ、花咲さん、今日もお弁当なんだね？」

　以前何度か昼食を共にしたことがあったが、いつも彼女は弁当だった。

　花咲さんはぱくっと食べて答える。

「うん、一応手作りだよ～」

　色とりどりの小カップにサラダや卵焼き、揚げ物が入っている。もう一つの弁当箱には、少量の雑穀米が詰められていた。

　こんな量でお腹なかいっぱいになるなんて、花咲さんはかなり低燃費なんだろうな。あるいは体型を気にしてるからなのかもしれないけど。

「誰も見てないから、今度こそいいよね？」

　花咲さんが独り言のように呟つぶやき、自分の弁当の卵焼きを箸で掴つかむと、僕へ近付けてきた。

「はい、あぁ～ん」

「え、えぇえええええ!?　どうして今それを!?」

　なぜいきなりそうなったの!?　意味が分からない！

「だって、この前これしようとしたら、林檎ちゃんに止められちゃったから」

「あの、誰も見てないからいいってことでは、えっと……」

「ほら、天あま野のくん。あぁ～ん」

　問答無用で花咲さんが卵焼きを口元に近付けてくる。

　いやいやいや、やばいやばいやばい！

　あーん、もやばいけど、それ以上にこれ花咲さんの箸なんだよ！

　さっき一口食べてたし、しっかり間接キスになっちゃうじゃん！

　でも、花咲さんの期待するような眼まな差ざしを無む下げにできない。

「う、ん」

　僕は頷うなずき、なるべく箸に触れてしまわないように卵焼きをぱくり。

　触れちゃったら、何となく罪悪感があるからね。

　そして僕はそれをむしゃむしゃと咀そ嚼しやくした。

「どう？」

「うん、すごく美お味いしいよ！　これが手作りなら、毎日でも作ってほしいくらいだなぁ」

「ほんとに？　ありがとう！　まあ、ほとんど昨晩の残り物と冷凍食品だけどね」

　謙遜するようなことを言いつつも、花咲さんは嬉うれしそうに口元を緩めていた。

　どうしよう、今の花咲さんすごく可愛かわいい。

　いやいや落ち着け。僕が好きなのはアカネだけだ。花咲さんがアカネじゃなかったら浮うわ気きになってしまう。

　僕は顔を背けて深呼吸をしてから話を続けた。

「でもすごいよ！　花はな咲さきさんって家庭的なんだね」

「そうかな。えへへ～」

　花咲さんの笑顔を見ながら食べるご飯は格別だった。

　花見や月見なんて比じゃない。その上位互換として花咲見というのを流は行やらせるべきじゃないだろうか。

　まあそれは冗談だとしても、僕は本当に贅ぜい沢たくな時間を過ごせた。

「ふぅ、美お味いしかった～」

　時計を確認すると、あと十数分で昼休みが終わってしまう。

　楽しい時間というものはあっという間に過ぎてしまうものだ。もう一時間くらい昼休みの延長を申請したい。

　僕が心の中で嘆いていると、花咲さんが弁当箱を片付けて、僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「お昼休みもまだ少しあるし、ちょっとお喋しやべりしてこうよ～」

「いいけど、何のお話をするの？」

「えっとね……」

　花咲さんは天井を見上げて話題を考えたかと思うと、僕の顔を見つめて固まった。

　頬ほおを少々赤らめ、じっと僕の目を見つめる。

　なんだか昨日も同じように見つめられた気がする。どうしたんだろう。

「あのね、天あま野のくん」

「ん？」

「最近、わたしちょっとおかしいのかも」

「え、そんなことはないと思うけ……んっ？」

　何だろう。花咲さんの目付きが少しおかしい。

　愛いとおしそうな眼まな差ざしの中に、獲物を狙うような鋭い光を宿している。

　いったいどうしてしまったのだろう。

　そんなことを考えていると──

「天野くん、そりゃ！」

　──突然花咲さんが飛びついてきた。

　危うく座っていた椅子ごと転げそうになったが、どうにか踏ん張る。

「いきなりどうしたの花咲さん!?」

　膝の上に花咲さんが馬乗りになる。

　柔らかいお尻の感触と温ぬくもりが服越しに伝わってきて心臓が飛び出そうになった。

　けれども、今はそれを味わっている余裕もない。

　花咲さんが息を荒くしながら、僕の両肩をしっかり掴つかみ、大きく口を開けて噛かみ付くように顔を近付けてきた。

「天あま野のくん！　動かないで、ね！」

　いやいやいや、動かないでって方が無理だから！

　僕は思わず仰のけ反ぞり、椅子から転げ落ちてしまった。

　幸い、着地の衝撃はほとんどなかったが、状況は解決されてない。

　花はな咲さきさんは仰あお向むけに倒れる僕の腹に座り、胸に手を突いて押さえつけてくる。

「どどど、どうしちゃったのいきなりっ!?」

「大丈夫！　ちょっと齧かじるだけだからっ！」

「え、は、齧る!?　どういうこと!?」

　リボンがくしゃくしゃになろうが気にせず、花咲さんが自分の胸元をぎゅっと掴つかんだ。服が張り、胸の大きさが際立つ。

「なんかね……天野くんを見てるとね、ゾンビを見てる時と同じで胸がきゅうってなるのっ！　だからこうして襲いたくなっちゃうことがあるっていうか！　ゾンビ退治したくなっちゃうっていうかっ！」

「ゾンビ退治ってか、花咲さんがゾンビみたいになっちゃってるよっ！」

　こっちのツッコミなんて耳にも入らないのか、花咲さんはがっしりと僕の肩を押さえる。

「天野くん……いくよっ」
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「え、ちょっ」

　僕の首筋に食らいつこうとしてくる花はな咲さきさん。

　その額を押さえてどうにか止める。

「ちょっ、さすがにまずいって！　落ち着こう花咲さん！」

「やだよ！　だってわたし、もっと天あま野のくんと遊びたい！」

「て、定期的にゲームは一緒にやってるよね！」

「天野くんとちゃんと会って遊びたいの！」

　花咲さんは額を押さえていた僕の手を退どけ、前かがみになって目を覗のぞき込んでくる。

　ガーネットのような瞳の奥に、僕の不安そうな顔が映り込んでいた。

　彼女のさらりとした金色の髪が顔にかかってきてくすぐったい。

「もっともっと、天野くんと一緒に…………っ！」

　まるでキスでもしそうな距離感。

　鼓動がどんどん加速していってしまう。

　僕らの間に静寂が訪れ、遠くの音までよく聞こえるようになった。

　ふと、遠くの廊下で男子生徒たちの騒ぎ声が聞こえたかと思うと、続いて「廊下ではしゃぐなー！」と彼らを叱る教師の怒号が響いてきた。

　その声で花咲さんはハッと我に返ったように口を開けて固まる。

「──あっ、ご、ごめんね！　わたし、こんなことするつもりじゃ……！」

　よ、よかった！

　花咲さんが正気に戻ってくれたようだ。

　まずは起き上がって……。




　──ガチャ




　生徒会室のドアが開けられた。

　僕らは同時にそちらへ顔を向ける。

　そこに立っていたのは、驚きに口をポカンと開けた鳥とり田た先輩だった。

「おっと……お邪魔しました～」

　鳥田先輩はすぐにニヤリと不敵な笑みを浮かべ、生徒会室を後にしてしまった。

　僕は花咲さんと顔を見合わせる。

　間違いなく、変な誤解をされてしまった！

　お互いに耳まで赤くし、すぐさま鳥田先輩の後を追いかける。

　その後、予鈴が鳴る時間までに、どうにか二人で鳥田先輩の誤解を解いたのだった。

　花咲さんがどうして僕のことをゾンビ扱いしてきたのかは分からないが、きっと好意と受け取って間違いないのだろう。

　けどこれは、喜んでいいのかな……？







　その日の放課後、昨日のように春はる風かぜさんが林りん檎ごに困っていたら大変だと思い、僕は少し早めに生徒会室へ来た。

「お疲れさまーっす」

「お疲れ、天あま野の会計」

　挨拶を返してくれたのは窓際の席に座る鳥とり田た先輩だった。

　他のメンバーの姿は見えない。

　ひとまず僕は自分の席に荷物を置き、椅子に腰を下ろした。

「まだ鳥田先輩だけですか？」

「月見里やまなし副会長は資料の印刷、花はな咲さき庶務は日直、春風書記は授業教材の片付けで、みんなそれぞれ少し遅れるって連絡もらったからね～」

　鳥田先輩がニヤニヤとしながら訊きいてくる。

「おやおや、あたしと二人きりで緊張してるの？」

「そんなことないですって」

「えー、ちょっとくらいは緊張してくれてもいいのに。花咲庶務としてたようにプロレスごっこをすれば緊張してくれるのかな？」

「頼みますから実行に移さないでくださいよ……って、ちょ、どうしてこっちに来るんですかっ？」

　僕が喋しやべっている傍そばから、鳥田先輩が席を立って歩み寄ってきた。

　何かイタズラでもしようとしているのだろうか。

「こら、座ってて。生徒会長命令だよ」

　逃げようとしたが怒られてしまった。

「よいしょ」

　そして彼女は背後に立つと、僕の両肩に手を乗せて力を込める。

　つまり、肩もみをし始めたのだ。

「ふぁ～、すごくこってるね～」

　先輩の驚くような声。

　どうしよう、すごく気持ちいい。このまま目を瞑つぶれば眠ってしまいそうになるくらいだ。

「先輩、肩もみ上じよう手ずなんですね」

「昔からお母さんにしてたからね」

　学校での優雅な女王様の振る舞いとは打って変わり、家では親孝行をしているのか。

　鳥とり田た先輩の印象が少し変わった。

「最近、なんか疲れた顔してるよ？」

　肩もみをしながら、鳥田先輩が囁ささやくように言った。

「そうですか？」

「なんかあったの？」

「あったと言いますか……」

　最近の悩みの種と言えば、林りん檎ごと春はる風かぜさんのことである。

　慣れるためにと、二人を一緒に行動させるようにしたが、それが悪いように働いて今の状況が出来上がっている。

　春風さんにも申し訳が立たないので、早くこの状況を打開してあげたいのだが。

　すると、僕の思考を読んだかのように、鳥田先輩が問いかけてくる。

「月見里やまなし副会長たちのこと？」

「先輩にはお見通しですか」

「どう考えてもそれ以外ないからね」

　クスクス笑う鳥田先輩に釣られて、僕もつい笑いが込み上げてきた。

「確かにそうですね」

　一呼吸置いてから、鳥田先輩が低めのトーンで言う。

「天あま野の会計はいつも他の三人に振り回されて、それでも気を遣おうとばかりするね」

「そんなことないですよ」

「そんなことありますー。天野会計のことは、あたしがちゃんと見てるんだからね～」

「なんか、今初めて鳥田先輩のことを頼れる先輩だなって思いました」

「えーひどいよぉ」

　言葉とは裏腹に、なぜだかすごく嬉うれしそうな声音だった。

　彼女はググッと肩のツボを力強く押す。

「あいたたたたっ」

「あ、ごめんね」

　鳥田先輩は全く反省の色を見せずに笑い、ごほんと咳せき払ばらいをした。

「そんな天野会計にわたしからアドバイス。人はね、何かを禁止されるより、肯定してもらえる方が言うことを聞きたくなるものだよ」

「えーっと、それは〝好き嫌いするな〟って言うより〝何でも食べて偉いね〟って言うみたいな感じですか？」

「まあ、そんな感じ」

「なんか、女王様っぽい助言ですね」

「うふふ、そうでしょうとも」

　このアドバイスが僕に生かせるとは思えないが、一応心にとどめておこう。

　そこでふと、先輩がボソッと何か呟つぶやく。

「……でも、振り回される天あま野の会計、ちょっと羨ましいかも……」

「え……？」

　羨ましいとか聞こえたが、聞き間違いだろうか。

「ううん、何でもない。さあ、そろそろ他の子たちが来るし、誤解されちゃまずいだろうから離れるね」

　ポンポンと肩を叩たたいたのを最後に、鳥とり田た先輩は自分の席へと戻っていった。

「ちょ、含みのある言い方」

「あはは」

　楽しそうに笑う鳥田先輩。

　そんな彼女の、色々な顔が見られた五分間だった。

　はっ！　肩がすごく軽くなってる！

　鳥田先輩は意外な特技を持っているんだな。







　その日の生徒会の時間中。

「……と、じゃあ合唱コンクールについて今日するべきお話は以上だけど、ちょっとあたしと月見里やまなし副会長で先生に相談しなきゃいけないことがあるから、あとのみんなは休んでて」

　鳥田先輩はそう言い、林りん檎ごと一緒に生徒会室を出ていった。

　僕と春はる風かぜさんの向かいに座った花はな咲さきさんがにこりとこちらに微笑ほほえみかける。

「ねえねえ、わたしだけこっちに一人だと寂しいから、そっちに行ってもいい？」

　春風さんは早々に文庫本を開いて本の世界に行ってしまったので僕が答える。

「うん、もちろんいいよ」

「やった、ありがと～」

　僕が答えると、花咲さんは椅子を抱えてこちらへ移動してくる。

　そして僕と春風さんの間に椅子を置いて腰を下ろした。

「よいしょっと。じゃあ、お喋しやべりでもしよっか？」

「お喋りって、何を話すの？」

「う～ん、最近大変ですな～とか？」

「ひどく曖昧だね……でも大変と言えば、ここに一番大変そうな人がいるよ？」

　僕はすぐ横で文庫本を開く春風さんに目を遣やった。

「あー……」

　花はな咲さきさんも釣られるようにして彼女に目を向け、納得の声を漏らした。

　僕らの視線を感じて、春はる風かぜさんが顔を上げる。

「……な、何ですか？」

「いやね、春風さん、林りん檎ごに尽くされて大変そうだなって」

　僕がそう言うと、春風さんは遠い目をして呟つぶやく。

「……大変、です」

　僕と花咲さんが苦笑しているところに、春風さんは少しだけ天井を見上げて何かを考えてから付け加える。

「……でも、感謝もしてるんです」

「林檎に感謝？　どうして？」

「……わたしが、動画のネタで迷った時……」

　僕からの質問に答えかけて、春風さんは唐突に動きを止めた。

　どうしたのか訊たずねようとしたところで、彼女は咳せき払ばらいをして言い直す。

「……シルフさんというＶチューバーが、どんなことを中心に動画を上げているか、知ってますか？」

　僕はシルフの動画で自分がよく見ているものを列挙する。

「えっと、コラボとか歌配信とか？」

　そこへ花咲さんも口を挟む。

「その中でも特に多いのは、女子高生の最近のトレンドを紹介する動画だよね。ただ紹介するだけじゃなく、女子高生視点からの正直な感想があったりして面白いんだ～」

　ああ、そういえばそうだった。

　シルフは最初の頃、その動画を投稿することで人気になっていったんだっけ。

　春風さんが頷うなずいて話す。

「……わたっ、シルフさんは……女子高生のトレンドを周りの女の子から勉強したと聞いたことがあります」

「へえ、そうなんだ」「初めて聞いたよ～」

「……」

　春風さんが細めた目で僕らを見てきた。

　どうして気付かないの、とでも言いたげな顔だ。

「ど、どうしてそんな呆あきれの眼まな差ざしを向けてくるのかな？」

「……月見里やまなしせんぱい、流行に詳しい、です」

「え、どうしていきなり？」

「ああ、そういうこと！」

　花咲さんが何かに気付いたように、ポンと手を叩たたいた。

「どういうことなの、花はな咲さきさん？」

「えっとね……」

　花咲さんが椅子をこちらに引き寄せ、耳打ちをしてくる。

「つまり、亜あ衣いちゃんは林りん檎ごちゃんから流行を勉強して、それを動画にしてたってことだよ。だから亜衣ちゃんは林檎ちゃんに感謝してるって言ったんだね」

　なるほど、そういうことだったのか。

「え、でも、それならそうだって言えばよかったのに」

　ここにいるメンバーは、シルフの正体が春はる風かぜさんであると知っている。

　わざわざ謎解きさせなくてもよかったと思うのだが。

「……せんぱい」

　くいくいっと、服の裾が引っ張られた。

　ムスッとした春風さんが僕を見つめてくる。

「……シルフさんに、中の人はいないんですよ？」

「ああ、うん。そうだったね」

　春風さんは頑かたくなにシルフの中の人が自分でないと言い張っているのだった。

　まあ、明らかに事実なんだけど。

　そこで生徒会室のドアが開く。

「ただいま」

　林檎が戻ってきた。

　どうやら一人だけのようである。

「あれ、鳥とり田た先輩は？」

　僕が訊たずねると、林檎が後ろ手にドアを閉めながら答える。

「もう少ししたら戻ってくると思うわよ。三人で集まって何の話をしてたの？」

「えっとね、シルフちゃんが林檎ちゃんから……」

　花咲さんが真実をそのまま口にしようとすると、春風さんが慌てて彼女の服を摘つまんで首を横に振った。

「……だ、ダメっ、です」

「あ、ごめんねっ」

　花咲さんが合掌し、苦笑いで謝罪。

　そんな二人に林檎が訝いぶかしげな視線を向ける。

「何よ？　シルフちゃんと私がどうしたの？」

　この二人には、うまく誤ご魔ま化かせる気がしない。

　僕は咄とつ嗟さに口を挟む。

「あ、えっとほら、林檎ってどうしてシルフちゃんが好きになったのかなって話をしてたんだよ」

「え、私がシルフちゃんを好きになった理由……？」

　聞き返し、林りん檎ごがニタァと笑みを浮かべた。

　あ、まずい、これは訊きいてはいけないことだったかもしれない。

　そのことを察した時にはもう遅かった。

　林檎は嬉き々きとした表情をして矢継ぎ早に言う。

「もちろん決まってるじゃない！　シルフちゃんが可愛かわいいからよ！　見てよこれ、もう反則的よね！」

　シルフの姿が映し出されたスマホ画面を、僕たち三人に突き出して見せてきた。

「見た目だけじゃなくて声も性格も最高だわっ！　ちょっとマニアックだけど、時々お腹なかや喉の音が入るのがまた可愛いのよね！　ああ、シルフちゃんこそこの世に舞い降りた天使！　天使以外の何者でもないわ！」

　いや、Ｖチューバーです……。

　しかし、そうツッコむ間もなく、林檎は次々とシルフのどこが好きかを語っていった。

「…………[image: ][image: ]っ！」

　その話を、真っ赤な顔で下唇を噛かんで聞いている春はる風かぜさん。

　たぶん、目の前で自分が褒めちぎられていることが恥ずかしくて仕方ないのだろう。

　また、それを表に出してもいけないから、二重に苦しそうだ。

　小声で春風さんに謝る。

「なんか……ごめん。僕が変な風に誤ご魔ま化かそうとしたために……」

「……せ、せんぱいは、ばかなのですか？」

「ほんとにごめんって」

「ねえ、ちょっと天あま野の！　聞いてるの？」

　いきなり林檎に訊たずねられ、僕は思わず背筋をぴんと伸ばす。

「あ、はい！　聞いてます！　続きをどうぞ」

　林檎は満足げに頷うなずいてから続ける。

「それであとは何と言っても、シルフちゃんと私は気が合うからよ！」

「え、気が合うの？」

　春風さんに訊いてみると、彼女は無言で首をぶんぶんと横に振っていた。

　どうやらこれも一方的にそう思っているだけのようだ。

　それでも林檎は言い張る。

「合うのよ。だって、私が流は行やるって言ったものを、シルフちゃんも流行るって動画で紹介してたし」

「そりゃそうだろうね」

　さっき春はる風かぜさんから聞いた話を参考にすれば、特に驚くべきことでもない。

「他にも、シルフちゃんが面白いって言ってた映画は私もハマるし、美お味いしいって言ってた食べ物は全部私も好きになったのよ。だから私たちは気が合うの」

「……そう、なんですね。なら、ちょっとだけ気が合う、かもです」

　春風さんがそう呟つぶやいた。

　その顔は少しだけ嬉うれしそうに見える。

　たぶん、映画や食べ物については林りん檎ごから取材をしたわけではないのだろう。

　本当に自分自身が好きだと思ったものを紹介したに違いない。

　二人には、気が合う部分もちゃんと存在していたようである。

　花はな咲さきさんがにやにやしながら小声で言ってくる。

「意外にも二人って、本当に相性抜群なのかもね」

「うん、そうかもね」

　これを機に、二人の今の関係も好転してくれればいいな。

　そう願う僕の気持ちを裏切るようにして、翌日とんでもないことが起こった。





　　　　◇◇◇






　翌日の朝、登校してきた僕が下げ駄た箱ばこ前で靴を履き替えようとしていると、ポケットの中のスマホがバイブした。

　このバイブの感じからするとアインの通知だろう。

　教室に行ってから見ても良いのだが、すぐに確認したくなってしまうのがＳＮＳに憑とりつかれた人間の悪いところだ。

　上履きを取る手を引っ込め、スマホへと伸ばす。

　アインは春風さんからのようだ。





春　風『今から学校へ、先輩のところへ行きます！』






　何かあったのかな。なんとなく、ただ事でない気がする。

　よく見れば少し前にもう一件メッセージが来ていた。





春　風『せんぱい！　助けてください！』






「助けてって……っ！」

　いよいよ春風さんがまずい事態に陥おちいっているのではないかと思い始めた。

　心配になり、急いで春はる風かぜさんに電話を掛ける。

　しかし、何コール待っても彼女が出ることはなく、不安が増していく。

「……せんぱい……っ！」

　近くの先生に相談した方がよいかと迷っていると、下げ駄た箱ばこのところに春風さんが走り込んできた。

　よかった！　どうにか無事だったようである。

「どうしたの、春風さん！　さっき助けてって」

　春風さんは膝に手をついて息を整え、上体を起こして話し始める。

「……はあ、はあ……け、今け朝さ、月見里やまなしせんぱいが家にいて」

「林りん檎ごが!?」

「はい、リビングの戸を開けたら、メイド姿の月見里せんぱいが……」

「えぇ……」

「せんぱい、朝食とお風呂の準備をして待ってただけでなく、下着まで用意してきて……」

「うわぁ……でも、どうやって侵入したんだろ……？」

「……わたしのお母さんは大らかなので……月見里せんぱいがわたしのお世話をすると言ったら普通に入れてくれたそうで……」

「それは心配になるレベルの大らかさだよ……!?」
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「と、とにかく、助けてください……！」

　怯おびえるような表情でそう言う春はる風かぜさん。

　言われなくともそうするつもりだ。

　下着を用意してくるとか、さすがにやりすぎだぞ、林りん檎ご。

「あ、春風さんこんなところにいたわ」

「ひいっ」

　春風さんの背後から声がし、彼女が肩をビクリと震わせた。

　錆さび付いた機械のような動きで春風さんが振り向き、すぐに僕の後ろへと回り込んで隠れた。

　そこに立っていたのは、満面に笑みを浮かべた、制服姿の林檎だったのだ。

　彼女は手に持っていた緑色の帯のようなものを広げて見せる。

「ほら、春風さんのためにマフラーを編んできたのよ。受け取ってちょうだい！」

「夏なのにマフラー!?　というか重!!」

　思わずツッコんでしまった。

　マフラーには赤い文字で〝シルフちゃん　ＬＯＶＥ〟と編み込んである。

　恋は盲目と言うが、これはちょっと周りが見えなさすぎじゃないだろうか。

「……せんぱいぃ」

　ビクビクして僕の服をぎゅっと掴つかむ春風さん。

　そんな彼女に微笑ほほえんで安心させてあげる。

「大丈夫だよ、春風さん」

　そこへ林檎が眉を吊つり上げて僕を睨にらむ。

「ちょっと天あま野の、春風さんから離れなさい！」

「寄られたのは僕の方なんですけど！」

　よし、この機会だ。もう一度ちゃんと言おう。

「ねえ、林檎。もう少しいつも通りになれないかな？」

「無理よ！」

「即答か……。ねえ林檎、もしいきなり僕が林檎の鞄かばん持ちを始めたり、靴を舐なめたりしたらどう思う？」

「き、気持ちの悪い想像させないでちょうだい……」

　林檎が自分の身体を抱き締めるようにして頬ほおを引きつらせる。

　そんなに引かれたらちょっとショックなんだけど。

　ま、まあ今はそんなことどうでもいい。

「今の林檎は、まさにそういうことなんだよ」

「え、そんなはずないわ。だって私、ちゃんと春風さんが喜びそうなことを考えてやってるのよ」

　下着を選んであげることが本当に喜ばれると思っていたんかい！

　これ以上エスカレートする前に、林りん檎ごには春はる風かぜさんへの行いを正してもらう必要がある。

　でも、普通に言っても一昨日おとといや今のように効果がまるでないし……。

　そこで昨日の鳥とり田た先輩からのアドバイスが脳裏に甦よみがえる。

　そうだ、何かを禁止するより何かを肯定する。

「いい、林檎？　林檎は何か勘違いしてるようだけど、春風さんは尽くしてくれる林檎じゃなくて、いつも通りに接してくれる林檎が一番好きなんだよ」

「……え、本当に？」

　林檎がきょとんとした目で僕を見る。

「だよね、春風さん？」

「……え」

　戸惑って固まる春風さん。そんな彼女に小声で指示する。

「お願い。明るくて可愛かわいい後輩属性の演技で、いつも通りの林檎が好きって言って」

「……嘘うそは良くない、ですよ？」

「あはは……」

　さらりと嘘と言われてしまうあたり、林檎も哀れだなぁ。

「まあまあ、そうすれば林檎がもう尽くしてくることはなくなるかもだから」

「……ほんと、ですか？」

「たぶん」

　春風さんは頷うなずき、林檎に向く。

「月見里やまなしせんぱい♪」

「へ？」

　いつもと明らかに違う様子の春風さんに若干困惑した表情を見せる。

　そんなことお構いなしに、春風さんは小悪魔的雰囲気を持った後輩キャラで言う。

「わたしはいつも通りに接してくれるせんぱいが、好きだなぁ」

　林檎が目を見開き、胸を撃ち抜かれたような仕草をした。

「ど、どうやら私が間違ってたようね……っ」

　林檎は額の汗を拭いながらそう言い、にへらぁと笑みを春風さんに向けた。

「シルフちゃん、そんなに私のこと想おもっていてくれたのね……！」

「別に想ってるわけじゃないからね」

　まあ、なんかうまくいきそうだし、ひとまずいいか。

　林檎が春風さんのところへと駆け寄って手を取る。

「分かったわ、私頑張る。すぐには無理でも、春風さんが好きな私に戻れるよう努力するわ！」

　なんとも呆あつ気けなく、林りん檎ごは春はる風かぜさんの配下をやめる決意をしてくれたようだ。

　こんなことなら、もっと早くこうしていればよかった。

　くいくいっと裾が引っ張られる。

「……ありがとです。やっぱりせんぱいは、わたしの大好きな頼れるせんぱいです」

　春風さんが微かすかに笑みを浮かべてそう言った。

　万事解決。すべてが丸く収まった。……というわけにもいかないようだった。

　不意に林檎が訝いぶかしげな目を向けてくる。

「ねえ今更だけど、どうして天あま野のだけ春風さんがシルフちゃんだってこと知ってたのよ？」

　なぜ今そこが気になるのだろう。

「あ、そういえば、わたしもそれ気になる！」

「花はな咲さきさん、いつの間に!?」

　気が付けば花咲さんが僕らの隣にいて目をキラキラとさせていた。

　そんな二人の疑問に春風さんが僕の背後から答える。

「……わたしが、話したのです……せんぱいは、ずっと前から頼りになるって知ってたので」

「「ずっと前から……？」」

　林檎と花咲さんが声を揃そろえて反応した。

　それから真っ先に花咲さんが僕に迫ってくる。

「ねえ天野くん、どういうこと！　ひょっとして亜あ衣いちゃんとずっと前からお友達だったの？」

「いや、今年の四月からの仲だよ！　そんな深い関係では……！」

「いいなぁ！　わたしも天野くんと深い関係になりたいよー！」

「人の話聞いてた!?」

　林檎が花咲さんに鋭い眼まな差ざしを向ける。

「深い関係と言えば、こころ、あなたこそ天野と定期的に通話をする仲らしいじゃない？」

「それは一緒にゲームするためだよー」

「それに昨日、二人きりの生徒会室で仲良くくっついてたとも聞いたわ」

　あぁあああ鳥とり田た先輩め！　林檎に話したんだな！

　あの人は本当にいらぬことをする！

　昨日の大人おとなっぽい先輩が台無しだ。

　花咲さんがあからさまに目を泳がせ、冷や汗を垂らしつつ言い訳をする。

「そ、それはちょっとプロレスごっこしてただけだもん！」

「花咲さん！　それ全然言い訳になってないなー！」

　花はな咲さきさんは嘘うそを吐つくことができない性格だもんね……。

　林りん檎ごが肩をプルプルと震わせて怒りを露あらわにする。

「しぇ、清せい楚そたるべき生徒会役員が、生徒会室で……！　そんなふしだらなことをしてたなんてっ！」

「り、林檎ちゃんこそ！　この前廊下で天あま野のくんに頭ポンポンされてるの見たって友達から聞いたよ！」

「そ、それは偶然起こってしまったことよ。ねえ、天野？」

「え、あー、うん！」

　あれは偶然というかうっかりというか……！

　というか、花咲さんの情報網侮れないな。

「……なんだか、怪しい、です」

　僕の背後霊のようにひょっこり顔を出し、春はる風かぜさんが疑念の眼まな差ざしを林檎に向けていた。

　林檎は戸惑いの声を上げる。

「え、ちょっ春風さんまで何を言い出すのよ!?」

　林檎、花咲さん、春風さんの三人がそれぞれ睨にらみ合うことに。

　なんだか大変なことになってしまった……！

「こら、生徒会役員が揃そろって昇降口で何してるのー！」

　校舎の方からぴしゃりと声が響いてきた。

　一斉に僕らはそちらの方へ身体を向ける。

「あ、鳥とり田た会長……」

　林檎がしまったと言いたそうな顔でそう声を漏らした。

　鳥田先輩が腕組みをして困り顔で僕らを見る。

「ひとまず、事情はあとで全部あたしが個々に聞いてくから今は解散。分かった？」

　叱られた四人は一様にしょぼんと肩を落としながら「はい……」と返事をするのだった。

　その後、僕たちはアインを使って鳥田先輩に事情を説明することに。





　　　　◇◇◇






「あぁ、変に疲れたぁ」

　鳥田先輩に今け朝さの事情を説明し終えた僕は、自室のベッドへ力なく倒れ込んだ。

　林檎と春風さんのことが解決したのはよかった。

　けれどその代わりに、生徒会メンバーが変にぎくしゃくした関係になってしまった気がする。

　まあ、放課後の生徒会はほぼいつも通りに行われたから、僕の思い違いなのかもだけど。

　その時、学習机の上に置いてあったスマホから通知音が鳴った。

　ツインクラーのＤＭダイレクトメツセージの通知音だ。アカネかもしれない。

　僕はわくわくとした気持ちでスマホを手に取り、ツインクラーを開いた。

　ＤＭはやはりアカネからだったようである。





アカネ《明日は覚悟しておいてね》






「ん、覚悟？」

　覚悟とは何のことだろうか。

　明日は何も予定はなかったはず。

　何のこと、と打って送ろうとしたまさにその時、アインの通知が連続で入った。

　何事かと思って確認してみると……。

「え、通知が三件も」

　林りん檎ご、花はな咲さきさん、春はる風かぜさんの三人からのアインだった。

　つい今しがたのアカネからのメッセージを思い出す。

　どうやら本当に覚悟をしなければならないようである。






幕まく間あい『＃パーフェクトクイーン　＃たくらみ』









　朝の騒動を踏まえて、生徒会長であるあたし──鳥とり田た真ま希きは、アインでそれぞれから事情を聞くこととなった。





月見里やまなし『……というわけで、すべてはふしだらな行いをする天あま野のがいけないんです』

鳥　田『だからって、場所は選ぼうね～』

月見里『うぅ……すみませんでした』

鳥　田『それはそうと、みんな天野会計のこと好きすぎるね』

月見里『そんなわけないじゃないですか！　あんなやつ！』

鳥　田『もぉー、月見里副会長は素直じゃないなぁ』

　　　『先輩として一つ忠告だけど、好きだったら、ちゃんと行動に示さないと相手には伝わらないもんなんだよ？』

月見里『え……』

鳥　田『例えば明日休みだし、どこか一緒に遊びに行くのもいいかもね』






　また、同じようなやり取りを花はな咲さき庶務ともする。





花　咲『明日の休み……どこか一緒に……』

鳥とり　田た『そう、花咲庶務が誘えば、きっと相手は大喜びだと思うよ～』

花　咲『そ、そんなわけないですよ～っ！』

　　　『でも、わたし、がんばってみようと思います！』






　さらに同じようなやり取りを、あたしは春はる風かぜ書記とも行っていた。





鳥　田『うん、頑張って！』

春　風『でも、どこにお誘いすればいいのでしょう……！　うーん』

鳥　田『そうだね、例えばショッピングとか？　何か買い物に付き合ってってお願いして、ついでに遊びに行くのが自然かも』

春　風『なるほど！　鳥田せんぱい、ありがとうございます！』






「さて、と」

　一仕事やり終えたあたしは、まだ誰も来ていない放課後の生徒会室で窓からそっと空を見上げる。
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「どうなっちゃうのか楽しみだなぁ」

　焚たきつけた三人がどう動くのか、それを考えるだけでウキウキとした気分になるのだった。
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　翌日の土曜日、僕は林りん檎ごと花はな咲さきさん、春はる風かぜさんと共に隣町の大型ショッピングモールに来ていた。

　二五〇店以上のテナントが集められているだけあって、モール内は気が遠くなるほど広大だ。エレベーター前に張られた地図が見えるが、実に複雑すぎる。ＲＰＧのダンジョンの方がまだ簡単な造りをしているだろう。

　そこは土曜日ということもあり、たくさんの客で賑にぎわっていた。これではすぐに迷子になってしまいそうである。

「うわぁ、ここってこんなに広かったっけ？　迷子になっちゃいそう」

　モールに入って早々、僕がそんな言葉を漏らすと、隣に立った林檎が不敵な笑みを浮かべて口を開く。

「あら、天あま野のって方向音痴だったのね？」

「あまりここに来ないだけだって」

　林檎は鼻を鳴らして、持っていたショルダーバッグを右肩に掛け直した。

　今日の彼女の恰かつ好こうは、ピンク色のゆったりとした長袖ブラウスに、チェックのふわりとしたショートパンツと黒のニーハイ。

　太ふと腿ももの絶対領域につい目がいってしまう。普段の制服姿の林りん檎ごより五割増しくらいで可愛かわいく見えた。

　こんな美少女になら、どんな嫌いや味みを言われても許したくなってしまうから憎い。

「あ、じゃあさ、天あま野のくん！　わたしと林檎ちゃんはよく一緒に来るから、行きたいお店があったら何でも言ってね」

　そう言って花はな咲さきさんが得意げに胸を張って見せた。

　豊かな胸がさらに際立って、目のやり場に困る。

　そんな彼女は、白いシャツワンピースに薄手の黄色いカーディガンを羽織っている。萌もえ袖そでになっているところがとても可愛い。

「ありがとう、花咲さん。心強いよ」

　ふと、くいくいっと袖が引っ張られて振り向くと、手を差し出す春はる風かぜさんがいた。

「……せんぱい、心配なら手を繋つなぐ？」

「だ、大丈夫だよ、春風さん。ありがとうね」

　春風さんは僅かに頬ほおを緩ませて手を引っ込めた。

　彼女の服装は、白いシャツに黒いリボン、青いプリーツスカートと、ちょっとゴシックっぽい印象を受けるものだった。あどけなさの残る春風さんには、その恰かつ好こうがよく似合っている。

　生徒会女子三人とのショッピング。

　こんな誰もが羨むようなハーレム状態になってしまったのには事情がある。

　昨晩、僕はこの三人から同時にアインメッセージで〝一緒にショッピングへ行きませんか？〟というお誘いを受けた。

　同時だったこともあって、誰か一人を選んでも申し訳ないと思い、せっかくならみんなで一緒に行かないかと提案した。

　その結果、こうして全員で来ることになったのである。

　さて、いつまでも入り口でたむろしているわけにもいかない。

「それじゃあ、まずは林檎の買い物から済ませた方がいいかな？　生徒会の買い出しを頼まれてるんでしょ？」

　昨晩の林檎の誘い文句は、生徒会の買い出しに付き合ってほしいというものだった。

　だが、彼女は前髪を指で弄いじりつつ答える。

「え、あーうん、そうよ……でも大丈夫。それはあとで隙を見て私が適当に済ますわ」

　なんだろ、林檎の反応がどうも歯切れの悪いものだった。

「でも、たくさん買うものあったら手分けした方がいいんじゃない？」

「い、いいのよっ。とにかく大丈夫だから」

「そう？　ならいいんだけど」

　よく分からないけど、本人がそう言うのなら大丈夫なのだろう。

　僕が関わらない方がいい事情が何かあるかもだし。じゃあ、どうして今日僕を誘ったのか謎になるんだけど。

「……せんぱい」

　袖を引っ張りながら春はる風かぜさんが呼んできた。

「ん、何かな、春風さん？」

「……ちょっとだけ二人きりで、買い物したい、です」

　二人だけで？

　えっと、何か二人で買わなきゃいけないものでもあるのかな？

「なっ！　そんなのダメに決まってるじゃないっ！」

　頭の中に疑問符を浮かべている内に、林りん檎ごが声を荒らげて却下していた。

　春風さんは林檎に首を傾かしげる。

「……どうして？」

「どうしてって、その……」

「……わたし、この前のお祭りでお二人に勝ちました。せんぱいと一緒に買い物する権利があるはず、です」

「あ、あれはお祭りでの話だからダメよ！　もしそうするなら、私たちともう一度勝負してからよ！　勝負で勝った人が天あま野のと一緒に買い物する。それで文句なしでしょ！」

　え、また僕は勝負に巻き込まれるの……!?

　というか、あの時はお祭りだったからよかったけど、こんなところで勝負とか嫌な予感しかしない。

「ちょっ、昨日も昇降口で怒られたでしょっ。生徒会役員として悪目立ちするのはよくないよ！　第一、四人で来た意味なくなっちゃうよ！」

「天野は黙ってて！」「せんぱい、ちょっと静かに」

「はい……」

　林檎と春風さんに怒られてしまった。

　え、僕、何も悪いこと言ってないよね……？

　花はな咲さきさんが僕の背中を擦さすって慰めてくれ、火花を散らす二人に提案する。

「じゃあ、こうしようよ。この前のお祭りの時の続きってことで、全員が天野くんと順番に行動して、一番天野くんに楽しんでもらえた人が勝ちってことでどうかな？」

「は？」

　えっと、花咲さん。打開案を掲げるふりして、今さりげなく僕を巻き込んだ勝負を提案しなかった？

「むぅ、分かったわよ」

「……一応、文句なし、です」

　二人が頷うなずき、花はな咲さきさんが満足そうに笑う。

「いやいやいや、僕を楽しませてくれようとするのは嬉うれしいけど、それで勝負するなんてやめようよ。せっかく遊びに来たんだし」

　僕が抗議すると、女子三人は一度こちらを見て、また向かい合った。

　そして花咲さんがにこりと笑って林りん檎ごたちに言う。

「決まりだね。じゃあ、順番決めよ～。じゃんけんでいいかな？」

「え、無視!?」

　女子三人はじゃんけんをして順番を決め始めてしまった。

　僕を蚊か帳やの外にして、勝手に僕の話が決まっていってしまう。

　けれど、この三人に逆らうのも怖いのでやめておこう。

　そして順番決めが終わると、嬉しそうに目を細めた春はる風かぜさんが寄ってきた。

「……せんぱい、まずはわたしと、です」

「一時間経たったら次はこころ、最後が私ね」

　と言う林檎に、僕はジト目を向ける。

「やっぱり、それじゃ四人で来た意味なくない？」

「い、いいでしょ別に！　一応それぞれのメンバーと一緒に行動することになるわけだし」

「そうだけど……」

「何か不満なことでもあるわけ？」

　不満はないけど、せっかくならみんなで楽しみたかったというのがある。

　だがまあ、この三人と一対一で時間を過ごすことなんてあまりないし、そういう意味では楽しそうだ。それに、二人きりの時間が確保できれば、アカネ探しの手掛かりも得やすいかもしれない。

「ううん、何もないよ。分かった、それでいこう」

「そう、じゃあ決まりね。こころ、行きましょ」

　早くも春風さんとの時間がスタートするようだ。

「またあとでね～、天あま野のくん」

　林檎と花咲さんがモールの奥の方へと歩いて行った。

「じゃあ、春風さん。まずはどこに行こうか？」

　そう訊たずねた瞬間、偶然にも周りの騒音が一瞬だけ止やみ、きゅるるという可愛かわいらしい音が聞こえてきた。

　僕の目の前では、顔を真っ赤にした春風さんが白シャツの上からお腹なかを擦さすっている。

　訊ねるまでもなく、今の音の出所が分かってしまった。

「……せんぱいぃ」

　泣きそうな目で見上げてくる春はる風かぜさんに優しく笑みを向ける。

「まずはご飯にしようか？」

「……でも、せんぱいに楽しんでもらわないと」

　お腹なかを押さえながら下唇を噛かむ春風さん。

　僕はその姿に苦笑する。

「隣に腹ペコな女の子がいるのに楽しめるような先輩じゃないよ。それに僕もお腹空すいちゃったし。だからお昼食べに行こう？」

　恥ずかしそうにこくりと頷うなずく春風さん。

　まあ、もうすぐお昼時だったしちょうどよかった。

　僕は林りん檎ごたちに『お昼ご飯を食べるから、そっちも食べてて』とアインを送り、春風さんとレストラン街へと向かった。







「無難にハンバーガーはどう？」

　ファーストフード店を指差して提案すると、春風さんはそちらへ顔を向けて一言。

「……美お味いしそう」

「他にも、和食とか？」

「……美味しそう」

　先程と変わらない反応。

　演技練習に付き合う中で分かってきたが、これはあまり乗り気でない時の声のトーンだ。

　他に春風さんの好みに合いそうなお店を探してみる。

「あ、スイーツバイキングもあるよ？」

「美味しそうっ！」

　今度は明らかに反応の仕方が違った。

　瞳の中に溢あふれんばかりの星を浮かべ、身を乗り出してきている。

　スイーツバイキングへ発射三秒前というポージングだ。

「じゃあ、ここにしようか？」

　けれども、よく見ればスイーツバイキングの店には長蛇の列ができていた。

　受付のところには、途方もない待ち時間が掲げられている。

「あ、でも一時間以上並ぶみたいだね。これじゃダメか」

「…………」

　ああ、あからさまに不満そうだ。

　頬ほおを少し膨らませて、恨めしそうな視線をスイーツバイキングに送っていた。

　何か他に春はる風かぜさんが満足できそうなところはないだろうか。

　さっきの反応からも分かる通り、やっぱり甘いものが置いてあるところの方がいいよね。

　辺りを見渡して、ある一つの店を見つける。

「あ、じゃああっちはどうかな？　洋食店らしいけど、甘い物もあるみたいだよ」

　ショーウィンドウには料理と一緒にたくさんのスイーツも並んでいた。

　スイーツバイキングには遠く及ばないが、他の店に比べれば甘い物のラインナップが豊富なようだ。

　店の込み具合を見ても、これならちょっと待つだけで入れそうである。

「……いいと、思います」

　まだ少し諦めきれてないようだが、春風さんもどうにか妥協してくれた。

「じゃあ、決定だね」

　僕らは洋食店へと入り、五分ほど待ってから席へと案内された。

　モールの通路とガラス一枚を隔てた二人掛けの席へ向かい合って座る。

「……あの、あのあの、たくさん食べてもいいです？」

　さっきまではどうなるかと思ったが、メニューを開いた春風さんがワンサイドアップの髪をぴょこぴょこ揺らしながら訊きいてきた。メニューに隠れて顔が見えないが、きっと目を輝かせていることだろう。

「うん、僕はたくさん食べる女の子っていいと思うよ」

「では……」

　店員を呼び、春風さんはシフォンケーキにティラミス、ミルフィーユを頼んだ。いっぱい、というのはやっぱり、甘い物をいっぱい、という意味だったのか。

　一方の僕は、オムライスとアイスティー、バニラアイスのセットだ。

　注文したものがすべて並び、春風さんが口の端からよだれを垂らす。

　しかし、食べ始める前に春風さんが姿勢を真まっ直すぐにしてこちらを見た。

「……昨日は、ありがとうございました」

「んっと、林りん檎ごのことかな？」

　春風さんは頷うなずいた。

「いや、元はと言えば、僕が春風さんと林檎を長く一緒にいるようにしたんだし、お礼を言われるようなことでもないよ」

「……けれどせんぱい、ちゃんと助けてくれました」

「でもむしろ、今までちゃんと助けてあげられなくてごめんね」

　春風さんは首を横に振る。

「……せんぱいは、いつもわたしの隣にいてくれました。それだけで充分、です」

　それから春風さんは握った拳を胸に当て、口元に微かすかな笑みを浮かべる。

「……せんぱいは、いつもわたしのことを助けてくれる。優しいヒーローです」

「そんなに言ってもらえると逆に照れくさいな」

「……そこでせんぱい、お礼をさせてください」

「いや、だからお礼なんていいよ」

　けれども、春はる風かぜさんは一度目を瞑つぶったかと思うと、次に開くと同時にニカッと子どもっぽい笑顔になる。

「お兄ちゃんとお昼ご飯、久しぶりで嬉うれしいな～」

「え……!?」

　いつもの静かな春風さんとはまるで違う。

　幼くてパワフルな印象の声色だった。

　うん、とっても可愛かわいい妹キャラだ。

　ところが僕は突然の変化に驚き、硬直してしまう。

「えっと、お礼ってこれのことかな？」

「どうしたの、お兄ちゃん？　もしかして、妹と一緒に食べるのは嫌だった？」

　不安げに眉を曇らせる僕の妹……じゃなくて春風さん。

　本当は妹なんていないのに、危うく春風さんを妹と認識するところだった……。

「嫌とかそういうのじゃなくて、戸惑いが大きいと言うか」

「あら、我わが儘ままですこと」

「キャラが変わった!?」

　春風さんは凛りんとした声音になった。

　恐らくお嬢様キャラだろう。響きから品まで感じ取れる。

「ほら、冷めてしまいますわよ。いただきます」

「あ、うん……いただきます」

　僕はスプーンでオムライスを掬すくって口に運んだ。

　だが、春風さんはスイーツに手を付けることなく、にこやかに微笑ほほえんでこちらを見つめていた。

「うふふ、隆りゆう盛せいくんったら可愛い」

「今度は同級生キャラ!?」

「……幼おさな馴な染じみ、です」

「ああ、そうなんだ」

　今のセリフだけで判別するのは難しかったなぁ。

「……同級生キャラが、いいですか？」

「いや、いいとかでは」

「ちょっと天あま野のくん、ちゃんと野菜も食べなきゃダメですよー？」

「ごめんなさい……って、それは委員長キャラでは？」

　春はる風かぜさんは宙を見上げて少し考えたかと思うと、反省するようにシュンと頷うなずいた。

「……です。すみません、やり直します」

「い、いや！　やり直さなくていいから」

「……あ、せんぱい、指先にケチャップが付いてます」

「あ、ほんとだ──えっ」

　春風さんはケチャップが付いた僕の手を取り、その指先をパクッと咥くわえた。

　彼女の舌の感触が指を襲い、僕は心臓が飛び出そうになった。

「……美お味いしい、です」

　ケチャップを舐なめ取り、目を細める春風さん。

　やばい、春風さんが可愛かわいく見えて仕方ないし、すごくドキドキする！

　お、落ち着け僕！　僕にはアカネがいるんだ！

　そんな僕を不思議そうな顔で見つめ、春風さんは首を傾ける。

「……今のも演技？」

「僕に訊きかないでよ！」

　ケチャップを舐める時はいつも通りの春風さんに見えなくもなかったのだが、物静かなキャラだったかもしれない。
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　演技かどうかは迷宮入りである。

　その後も様々なキャラを見せてくれる春はる風かぜさんと食事をした。

　最初は戸惑ってばかりだったけれど、慣れてくるとたくさんの人と食事をしているような気分になれて楽しかった。

「……では最後に、お好みのキャラをリクエストしてください」

　僕のデザートのバニラアイスが運ばれてきた時、春風さんが食べ終わった皿の上にフォークを置きながらそう言った。

「え、好みのキャラ？」

　いきなり言われても、すぐには思い付かない。

　ん、いや、結構憧れているものはあったな。

「あ、メイドのキャラとかできるかな？　一度メイド喫茶とか行ってみたかったんだよね」

「……分かりました。メイド、ですね」

　頷うなずいて、メイドのキャラを思い浮かべようとする春風さんに付け加える。

「あ、清せい楚そ系なメイドでお願いね。きゃぴきゃぴしてて〝ご主人！〟って呼んでくるようなお転てん婆ばメイドも好きだけど、むしろ好きだけど！　春風さんには大人おとなしくて上品なメイドが似合いそうだなって」

「……じー」

　春風さんがジト目を僕に向けてくる。

「え、えっと、その目は何かな……？」

「……せんぱい、メイドオタクなの？」

「お、オタクってほどじゃないと思うけどなっ」

　あ、いや、でも言われてみればそうかも。

　今まで無自覚だったけど、アニメとかでも結構メイドキャラ好きになるし。

　まあもっとも、オタクを名乗るにはメイドに関する知識が少なすぎるのだが。

「そんなことよりほら、早く春風さんのメイドが見たいな」

「……分かり、ました」

　春風さんは目を瞑つぶって一呼吸すると、軽く微笑ほほえんで柔らかい声音を発する。

「お味はいかがですか、ご主人様？」

「おお！　本物っぽい！」

「本物、とは何のことでしょう？　ご主人様は不思議な方ですね」

　口元をそっと手で隠し、くすりと笑う春風さん。

　あどけなさの残る容姿だというのに、その表情からは妖艶な魅力を感じた。

「……か、かわいいっ」

　思ったことがつい口から出てきてしまった。

　しかし、それほどまでに今の春はる風かぜさんは、僕のツボを突いてきたのである。

　春風さんの顔は一気に赤く染まり、虚をつかれたようにポカンと僕を見つめる。

「へ……？」

　そして、早口で捲まくし立てるように言う。

「も、もう、ご主人様はすぐそうやって勘違いさせるようなことをおっしゃるんですからっ」

「すごい！　照れてる清純メイドの演技も完璧だ！」

「……むぅ」

　春風さんがムスッと口を尖とがらせた。照れ臭かったのかな。

　ともあれ、僕がアイスを食べ終わるまでの間、春風さんはずっとメイドの演技で話をしてくれた。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　デザートスプーンを空になったガラスの器に置き、僕は手を合わせてそう言った。

　すると春風さんは、いつも通りの彼女に戻って口を開く。

「……お礼、どうでしたか？　嫌、ではなかったですか？」

　春風さんの不安げな眼まな差ざし。

「ううん、すごく楽しかったよ！　今度は衣装も込みで見てみたいなぁ」

「……今せんぱい、メイド服を着たわたしを想像しました？」

「あはは」

　春風さんから冷ややかな眼差しを向けられ、僕は誤ご魔ま化かすように笑うことしかできなかった。

　ロングスカートのクラシカルなメイド衣装に身を包んだ春風さんは、きっと可愛かわいいだろうなぁ。

　春風さんは少し宙を見上げて考えたかと思うと、ほんのり頬ほおを染めて呟つぶやく。

「……せんぱいが望むなら、今度やります」

「ほんとに？」

　ちょっと身を乗り出して確認すると、彼女はこくりと頷うなずいた。

　社交辞令的な何かかもしれないが、言げん質ちは取った。いつかはぜひ実行してもらいたい。

　その時はまた、間近で見とれるような演技を見せてくれるのか。

「それにしても、やっぱり春風さんは演技が上じよう手ずだね」

　春風さんは声優になるのが夢だというが、彼女ならばそれを叶かなえられるのではないかと思う。いつの日か、春風さんの名前が声優欄に並ぶアニメを見るのが楽しみだ。

　って、これはちょっと親バカならぬ先輩バカかもしれないが。

「……せんぱいは、やっぱり優しくて好き、です」

　春はる風かぜさんの言葉に、ついドキッとしてしまった。

　きっと天然で言っているし、あくまで人間として好きだという意味なのだろうが、少しばかり心臓に悪い。

　そういえば、春風さんが初めて僕に演技を見せてくれた時も、彼女は同じことを言ったな。

　昨日彼女は、ずっと前から僕のことを知っているような口ぶりだったが、僕に演技を見せたことと何か関係があるのだろうか。

「春風さん、ちょっと訊きいてもいい？」

　春風さんは一口水を飲んでから返事をする。

「……何ですか？」

「夏休み前、どうして最初、僕の前で演技しようと思ったの？」

　自分の夢や努力していることを打ち明けるのは、勇気のいることだったと思う。

　それでも僕に見せてくれた理由が知りたかった。

　すると春風さんは、しばらく宙を見上げてから話す。

「……せんぱいの前なら、できる気がしたから」

「どうして？」

「……せんぱい、いえ」

　春風さんはそこで溜ため、言おうか言うまいか迷う素振りを見せる。しかし、何かを決心したかのように胸の前で拳を握ると、ゆっくりと口を開く。

「……漆うる星ぼしさんに、助けられたことがあるからです」

「え……？」

　漆星という名前は、僕がツインクラーで使っているハンドルネームだ。

　春風さんにはツインクラーアカウントを教えた覚えはないし、ハンドルネームを言った記憶もない。

「ま、待って、どうしてその名前を……っ！」

「……中学生の頃、わたしとせんぱいはツインクラーで何度か話してます」

「え、嘘うそ!?　誰さんだろ」

　中学生の頃からツインクラーで毎日たくさんの人とやり取りをしてきたから、候補がいすぎて分からない。

　春風さんは首を横に振った。

「……たぶん、せんぱいは覚えてない？……かもです。もうその時のアカウントは削除してますし」

「そう、なんだ」

　春風さんは売れっ子Ｖチューバーのシルフだ。その活動をする上で炎上のネタにならないためにも消したのかもしれない。

「……当時わたしは、人とお話するのが苦手で友達がいなくて、学校が嫌になってました」

　春はる風かぜさんは握ったコップの中の水に視線を落として語り始めた。

「……わたしがそのことを相談すると、せんぱいは──」

　そうだ、一度中学生の頃、そのような相談を受けたことがあった。

　確かその頃の僕は中二病全開で、自分が周りの人間とは違う生き物だと感じていた。そんな同じような悩みを抱えた時期があったから、すごく共感できたんだ。

　その時、僕は何と言ったか。不思議とすぐに思い出せ、言葉が口をついて出た。

「──堂々とすればいいじゃん。少なくとも君のフォロワーさんは、君の声を聞きたいと思ってくれた人なんだよ。そんな人が一人でもいる君は、もっと自信持っていいんじゃないかな」

「……そう。そう言ってくれたのです」

　僕が自らの発言を覚えていたことに、春風さんは驚きと喜びが混ざったような目でこちらを見た。

「……その次の日からわたしは、少しずつでも発言するようになり、いつの間にか周りにみなさんがいるようになりました」

「それは良かった……ん？」

　とことん内気だった春風さんが、少しだけ積極的になれた話。

　それに僕の言葉が関わっていたとは光栄な限りだ。

　しかし、ふと考えてしまう。

　現在彼女は、同級生にたくさんの〈信者〉たちを抱えている。

　そもそも、何も発言をしない生徒だったらそうはならない。

　つまり、春風さんが内なるカリスマ性を発揮させる引き金になったのは、僕だったのではないだろうか。

　そう思うと、素直に喜んでいいのか分からなくなってしまい、つい苦笑してしまった。

　でもまあ、結果論になってしまうが、今こうして嬉うれしそうに笑う彼女を見ると、これでよかったのではないかと思う。

　少なくとも、何か春風さんが困るようなことがあれば、これからも僕が彼女の傍そばにいて責任を取ればいいのだ。

　それはそうと、春風さんは昔の僕、そしてツインクラーのアカウントのことを知っていた。

　今までイメージ的に違うと除外していたが、もしかしたら春風さんもアカネなのではないか。そんな疑念すら湧いてきたのだ。

　不意に、モールの通路に面したガラスがトントンと叩たたかれる。

　そこには林りん檎ごと花はな咲さきさんが立っていた。林檎は付けてないのに腕時計を叩たたくような仕草をする。

　どうやら時間だと言いたいのだろう。

「……せんぱい、ありがとうございました」

「ううん、お礼を言うのはこっちの方だよ。すごく楽しかった。あ、でもどうして僕が漆うる星ぼしだって分かったの？」

「……大好きな人だから、すぐに気付けた、です」

「え？」

　春はる風かぜさんは首を横に振り、これまでで一番の笑顔で言う。

「何でもありません。これからも、よろしくお願いしますね、せんぱい」





　　　　◇◇◇






　洋食店で会計を済ませた僕と春風さんが店の外に出ると、林檎と花咲さんが出迎えてくれた。

　林檎と春風さんはどこかへ去っていき、すぐに花咲さんとの時間が始まる。

「次はわたしと一緒だね、天あま野のくん」

　花咲さんが太陽のように眩まぶしい笑みを向けてきた。

「うん、よろしくね。ところで、どこか行きたいところとかあるの？」

「わたしたちが行くところと言ったら一つしかないじゃないか～？　きっと天野くんも楽しんでくれる場所だよ？」

　にしし、と企たくらむような笑みを浮かべてそう言う。

「というと、やっぱりあそこかな？」

　僕も同じように笑って返した。

　彼女がこういう言い方をするなら、行く場所は一つしか思い浮かばない。

　僕ら二人は、二階のゲーム売り場へと足を向けた。

　まずは新作ゲームが並ぶ棚を見る。

　棚の隅々まで見回すと、思わず声が漏れた。

「おぉ……久しぶりに来たけどやっぱりすごい品しな揃ぞろえだね。なんか、こうして見てるだけでわくわくしちゃうなぁ」

「だよね、だよね～！」

　花咲さんとしばらく出たばかりのゲームの話で盛り上がり、次に中古のゲームコーナーに行く。

「……あっ」

　安売りゲームが山のように積まれたワゴンを目にするなり、駆け寄る花はな咲さきさん。

「うぉわぁあ～、欲しかったゲームが安くなってる！」

　あるゲームソフトを手に取り、花咲さんが飛び跳ねそうな勢いで興奮していた。

　それはＺＷゾンビワールドシリーズではないが、同じようにゾンビが出てくるゲームだ。ゾンビたちがはびこる一つの無人島を舞台に、サバイバル生活をしながらゾンビを討伐していくという内容である。

「これって、結構グロテスクだって評判のやつだよね？」

「そうそう！　プロモーションビデオで見たけど、ゾンビちゃんの作り込みがすごいの！　とにかく可愛かわいいの！」

「そ、そうなん、だ」

　相変わらず、花咲さんの言うゾンビちゃんが可愛いという意味が僕には理解できない。

「ごめん、ちょっと買ってくるね」

「うん、行ってらっしゃい」

　花咲さんはゲームを手にレジへと向かった。

　そして戻ってきた時にはすっかりご満悦といった表情をしていた。

「買えた～、えへへ～」

「よかったね、花咲さん」

　ふと花咲さんが僕を気にかけるような視線を送ってくる。

「えっと、天あま野のくんのお買い物はいいの？」

「うん、今ハマってるゲームがあるから大丈夫」

「そうなんだ」

　そこで花咲さんは何やらもぞもぞとし始める。

「どうしたの？」

「えへへ、なんだか、今すぐプレイしたくなっちゃったよ」

「あはは、その気持ちよく分かるよ」

　ゲームを買ったら、その帰り道がもどかしくて仕方ない。僕も何度も経験したことがある。

　花咲さんは突撃銃を握るようなジェスチャーをして身体を揺する。

「あぁ、今すぐゾンビちゃんの頭をぶち抜きたい……！　このぶち抜きたい気持ちをどこに発散すればいいんだろう～！」

「ぼ、僕はやめてよっ！」

　先日、生徒会室で花咲さんに襲われた時の光景がフラッシュバックする。

「こ、この間みたいに襲ったりしないよ！」

　花咲さんが、あわあわと手を振ってそう言った。

　それにしても、このショッピングモールで何か彼女の欲望を発散させてあげられる場所はないだろうか。

　うーん、そういえばここにもあれはあったような気がする。

　スマホの時計で時間を確認すれば、花はな咲さきさんとの時間はまだまだある。

「花咲さん。ちょっと行こう」

「え、どこに？」

「ゾンビの頭をぶち抜きに」

　僕は花咲さんを連れて、ゲームショップのすぐ近くにあったゲームセンターへと向かう。そして、おどろおどろしいゾンビのイラストが描かれたカーテンに包まれた大きなゲーム機の前まで来た。

「なるほど、ゲームセンターのゾンビゲームか～」

　花咲さんがポンと手を叩たたいて納得したように言った。

「わたし、初めてだから楽しみ！」

「え、そうなの。ちょっと意外だな。花咲さんならたくさんやってそうなのに」

「ずっとやってみたかったんだけどね。でも、もしあんな風になっちゃったら大変だから……」

　気まずそうに顔を背ける花咲さん。

　何のことを言ってるんだろう。

「あんな風にって？」

「ほら、わたしってゾンビゲームをすると……」

「ん、ああ～……」

　そっか、花咲さんはゾンビゲームをプレイすると、テンションが上がりすぎて暴走するんだった。

「えへへ、でも今日は守ってくれる人がいるから大丈夫かな」

　花咲さんがはにかんで僕を見た。

「守ってくれる人って……暴走しないよう制御するって方が正しいんじゃない？」

「むむ、それはちょっとひどいんだよ、天あま野のくん」

「ごめんごめん」

　不満げに口を尖とがらせる花咲さんに、僕は笑いながら謝った。

「花咲さんが大変なことにならないように僕が付いてるから、一緒に遊ぼう」

「うん、ありがとう。天野くん！」

　まあ、暴走した花咲さんとゲームをするのは初めてじゃないんだし、どうにかなるだろう。

　ずっとやってみたかったという彼女のために、僕が頑張らなければ。

　カーテンをくぐってゲーム機の中に入る。

　その中は、カーテンの下から差し込む光と、ゲーム画面からの光以外何も見えず薄暗かった。

　正面に置かれたハンドガンを模したコントローラーを花はな咲さきさんが手に取った。

「この銃で撃つの？」

「そう、この画面にゾンビが出るから、照準を定めて引き金を引く。リロードさえ忘れなければ弾は無制限だから、好き放題撃って大丈夫だよ」

「おっけ～」

「じゃあ、やってみようか」

　コインを投入し、さっそくプレイすることに。

　画面に銃の撃ち方を教える画像が映し出されると、花咲さんが隣で怪しげな笑みを浮かべた。

「どんなゾンビちゃんが出てくるのかな……ふひひ」

　あれ、早くもスイッチ入っちゃった……？

「よぉし！　出たなゾンビどもぉおおお！」

「あ……」

　案の定、一体目のゾンビが出現した瞬間、花咲さんは汚い言葉を吐きながら銃を乱射した。

　花咲さんの家で一緒にゲームをした時は、もっと時間が経たってからバイオレンス花咲が降臨したと思ったのだが、今日は張り切り過ぎたのだろうか。

　その後も、次々と出てくるゾンビを僕が銃を向けるより前にほふってしまう隣の悪魔を前に、僕はただ棒立ちすることしかできなかった。

「こら、天あま野のくん！　ぼーっと突っ立ってないで撃つんだぁ～！」

「あ、ごめんっ」

　悪魔の叱責に慌てて銃を握り直す。

　けれど、花咲さん……君のせいで、僕の仕事がないです。

　ほぼ花咲さん一人の活躍で、ゲームは一面、二面とクリア。そして最初の難関である三面へと差し掛かった。

　僕も以前何度か挑んだことがあるが、一人だといつもこの三面のボスに負けてゲームオーバーになってしまう。一度や二度のリトライではなかなかクリアできないところだ。

「あーもう、ここ暑いよぉ」

　ちょうどボス戦に入ったというところで、隣から不穏な声が聞こえてきた。

　そうだ、最近会ってゲームをすることがなかったから忘れていた……！

　この前、花咲さんの家に行った時もこうだったじゃないか。

　花はな咲さきさんは、ゾンビゲームをして気分が高まると──脱ぐんだ！

　恐る恐る横に顔を向ければ、そこには、カーディガンを脱ぎ捨て、ワンピースに手を掛ける花咲さんがいた。

「ちょっと待とうか花咲さぁぁあああん！」

　急いで花咲さんのワンピースを押さえにかかった。

「邪魔しないで！　これじゃ服脱げないじゃん！」

「いやいや、ここで服脱いじゃったらさすがにまずいから！　落ち着こう！」

「大丈夫だよ！　ここには天あま野のくんしかいないから！」

「全然大丈夫じゃないなぁ！」

　そのか細い腕のどこにそんな腕力が秘められているんだ！

　花咲さんのワンピースをたくし上げようとする力は凄すさまじいものだった。

　せっかくの綺き麗れいな服が破れてしまうかもと思い、僕は彼女の手を押さえ込もうとする。

　その際に一瞬だけワンピースの裾が持ち上げられ、太ふと腿ももの付け根の布地が見えてしまった。

　なるほど今日は白なんだ……って。

　見とれてる場合じゃない！

　花咲さんの手を押さえて裾を下ろさせ、どうにか大事なところを隠させることができた。
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「あ、ゲームオーバーになっちゃった！　コインを投入してリトライしないと！」

　いつの間にか二人とも三面のボスに倒されてしまったようで、画面にリトライまでのカウントダウンが表示される。この時間内にコインを入れれば同じ個か所しよから再チャレンジができるのだ。

　しかし、これ以上花はな咲さきさんにこのゲームをやらせてしまったら、取り返しのつかないことになってしまう気がする。

「いやいやいや！　これ以上はダメだって！」

　花咲さんの両手を掴つかんで、リトライを阻止した。

「もう、天あま野のくんどいてっ！　それ……ふぅ」

「ほへぇ……」

　いきなり花咲さんに抱き締められ、耳元に息を吹きかけられた。

　僕は脱力してしまい、その隙に花咲さんがゲーム機にコインを投入しようとする。

「って、ダメだってぇええ！」

　だが、すぐに立ち直り、花咲さんを制止する。

「ん？」

「あっ」

　僕ら二人は固まった。

　花咲さんを押さえようとした手の平が、温かくて柔らかいものを捉える。すべすべとしていて滑らかな肌触り。

　僕の手の先は、花咲さんの襟からワンピースの中に入ってしまっていたのだ。

　何を触っているのかまでは分からないが、この状況がまずいことに変わりない……！

「ご、ごごごごめん花咲さんっ！　そんなつもりはなかったんだけどっ！」

「う、ううん！　わたしの方こそごめんね、天野くんっ！」

　慌てて手を引っ込める僕と、服を整える花咲さん。

　そんなことをしている内にカウントダウンは終了し、赤い血文字で〝ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ〟と画面に表示された。

「ごめんね、天野くん……わたし、またやっちゃった……」

　花咲さんはすっかり正気に戻ったようで、気まずそうに俯うつむきつつそう言った。

「こっちこそ本当ごめん、花咲さん。僕が守るって言ったのに……」

「あ、天野くんは謝らないでっ。それでもわたし、すごく楽しかったから、えへへ」

　花咲さんはそう言って微笑ほほえんでくれるが、どう考えても僕のせいだ。

「でも、もう男子と一緒にこうしてゲームをするのはやめた方がいいかもね……」

「それはやだよ」

「え、やだ？」

「うん、天あま野のくんとはゲームしたい」

「でも、またこんなことになっちゃうかもだよ？」

　花はな咲さきさんは頷うなずいて、にこりと笑う。

「いいよ。だって、天野くんは特別なんだもん。ツインクラーを教えてくれたり、一緒にゲームをしてくれたりするから特別。そんな天野くんの前だから、ゾンビゲームするし、あんなことしちゃう。そんな天野くんともっと一緒に遊びたいの」

「え、それって……」

　特別、というワードは嬉うれしい。

　奇行を見せてくれるというのが特別というのも、素直に喜んでいいのか分からないけど。

「ねえね、天野くん」

　花咲さんが僕の顔を覗のぞき込むようにして訊きいてきた。

「天野くんにとっての特別って、どんな人か訊いてもいい？」

「僕にとっての特別な人……」

　僕にとっての特別な人は誰だろう。

　一番一緒にいて、一番自分を許せる相手。

　まず思い浮かぶのはアカネだ。しかし、現実ではどうなのだろう。

　現実のアカネが誰かは分かっていない。でも、確かに彼女は現実に存在していて、生徒会の中にいる。

　なら、僕にとって特別な相手は、生徒会の中にいるということになる。

　あの中で一番特別な相手は……。

「うふふ、やっぱりアカネさんだよね？」

　僕の中でしっかり答えが出る前に、花咲さんがそう言った。

「うん、そうかも」

　僕は答えを探すのをやめ、肯定した。

　まだやはりアカネが誰かは分からない。もう少し考える時間が欲しい。

「ねえ、天野くん。もしも、わたしがアカネさんだったらどうする？」

「え」

　今、花咲さんは何と言った？

〝わたしがアカネさんだったらどうする？〟だって……!?

　花咲さんがアカネ。

　そうだとしたら、色々と納得することはある。

　雰囲気や優しいところが似ているし、ビグジョブという口癖まで一致している。

　あれ……でも僕は、それで花咲さんに告白しようと思うのだろうか。

「あ、あくまで！　例えば、のお話だよ！」

　花はな咲さきさんが僕の顔を見て慌てて付け加えた。

　暗くなったゲーム画面に、ひどく深刻そうな顔が映っていた。

「あ、ああ、そうだよね」

　なんだ、そうだったのか。

　それにしても、花咲さんが……もしアカネだったら。

　僕は受け入れることができるのだろうか。

　生徒会の中にアカネがいると分かっているつもりだった。けれど、分かっていなかった。

　僕にとってアカネはアカネで、いきなり誰かがアカネだと名乗っても、それを受け入れる準備ができていないのだ。

「ごめん、どうしていいか分からなくなっちゃうかも。たとえ現実で誰かがアカネとして現れても、僕はまだ受け入れる覚悟ができてないんだ」

「そうだよね。って、ごめんね、真面目まじめに答えさせちゃって！　冗談で訊きいてみたつもりだったのに」

「え、そ、そうだったのっ？」

「えへへ、天あま野のくん可愛かわいい」

　やばい、勝手に意識したみたいで恥ずかしい。

　そこで、ポーチに入れられた花咲さんのスマホに通知が入った。

　彼女がスマホを取り出して確認すると、残念そうな笑みを作る。

「林りん檎ごちゃんからで、そろそろ時間だって」

「そっか」

　最後はちょっと驚かされてしまったが、花咲さんと一緒に遊んだ時間はすごく楽しかった。

　花咲さんはスマホを仕し舞まい、上目遣いでこちらを見る。

「また一緒にゲームセンター来ようね！　他にもやってみたいゲームがたくさんあるから、天野くんに教えてほしいな」

「うん、もちろん教えるよ！　だからまた来よう」

「やった！　ありがとう、えへへ」

　花咲さんは天使のように顔を輝かせ、ルンルンとした足取りでゲーム機から出ていった。





　　　　◇◇◇






　ゲームセンターを出た僕らは、林檎の指定で一階の案内センター前で待ち合わせをした。

　待ち合わせ場所に到着するなり、早々に花咲さんと春はる風かぜさんはどこかへ消えてしまい、僕と林檎の二人きりとなる。

「ねえ、こころの顔ちょっと赤かったけれど、何かあったの？」

「べ、別に何も？」

　開幕早々、林りん檎ごに訊たずねられ僕は顔を背けた。

「天あま野のってほんと嘘うそ吐つくの下へ手たよね。何かあったんでしょ？」

「だから何もないって。ただ一緒にゲームセンターで遊んでただけだよ。ほらえっと、ゲームに興奮して赤くなっちゃったんじゃないかな？」

「なんか怪しいわね？」

　しばらく林檎は鋭い眼まな差ざしを向けてきたが、これ以上の詮索を諦めたのかため息を吐いた。

「まあいいわ。それはそうと行くわよ」

　林檎が先頭を切って歩いていってしまう。

　僕はその後を早足で追いかけた。

「行くって、どこに？」

「えっと、とりあえず上の階？」

　何だか曖昧な返事だ。

　やたらと目を合わせようとしないし、頬ほおが少し紅潮しているようである。

　林檎の様子がおかしい。

　そういえば、手には来る時から持っていたショルダーバッグしかないが、生徒会の買い出しとやらは終わったのだろうか。

「ねえ、林檎。生徒会の買い物は終わったの？」

「え、生徒会の買い物？　あ、ああ！　もう終わったわよ！」

「そう、なんだ」

　一瞬、何のことという顔をしたように見えた。

　かなり怪しいが、詮索するようなことでもないと思う。

「じゃあ、どこか行きたいお店とかあるの？」

　気を取り直して訊ねてみた。

「え、行きたいお店……じゃあ、ちょっとこの辺りを歩いてもいいかしら？」

　林檎がそう言って手で示したのは、女性服を専門とする店舗が並ぶフロアだった。

　ちょっと抵抗があるが、買い物に付き合うと言った手前、行けるところまで行こう。

「うん、いいよ」

　僕らはそのフロアを歩き始めた。

　しかし、こんなところでどんな話題を振っていいか分からず、林檎の方もなぜか黙りこくってしまっているせいで、二人の間に全く会話が発生しなかった。

　これではまるで、別れる寸前のカップルのようだ。

「ねえ、天あま野の。このお店入っていい？」

　僕らの前にはオシャレな秋物の衣服が並ぶ店が。

　買う服を見られるのも嫌だろうし、僕は近くのベンチを指差す。

「それじゃ、僕はそこで休んでるよ」

「どうして？　私と一緒に買い物するのが嫌なの？」

「そういうわけじゃないけど」

「ねえ」

　林りん檎ごが歩み寄ってきて、僕の服の裾を摘つまんだ。

　そして真っ赤な顔で僕を見つめ、照れくさそうに呟つぶやく。

「ちょっと服選ぶの手伝ってほしい、かも」

　いや、今のは反則だ……！

　今の林檎はめちゃくちゃ可愛かわいすぎた。

　お、落ち着くんだ、僕！　相手はいつも嫌いや味みな林檎だぞ！

「そ、そういうのは花はな咲さきさんとかに頼んだ方がいいんじゃない？」

「その、男子からの意見が欲しいの」

　そう言われてしまったらもう断る言葉が浮かんでこない。

「わ、わかった……そういうことなら付き合うよ」

「最初からそうすればいいのよ」

　林檎は、ふん、と鼻を鳴らして店の中へと入っていった。

　女の子の服の買い物に付き合うというのは初めてで、どうにも立ち位置に困った。

　林檎の近くにいすぎても邪魔してしまう気がするし、だからといって離れすぎると、女性服の店に男性が一人という状況に周りから変な目で見られそうだし。

　林檎とのうまい距離感を維持するのをとにかく頑張っていると、彼女に手招きをされた。

　ある意味救われたと思いつつ寄っていくと、林檎が左右の手に服を持って訊きいてきた。

「ねえ、この服とこの服、どっちがいいかしら？」

　右の手には、クリームカラーでアーガイル柄の、スリットの入ったニットのトップス。

　左の手には、同じような色合いの、フリル付きオフショルニットのトップス。

　前者はクール系で、後者は可愛い系。

　僕から見たら、どちらの服もオシャレでいいと思う。

「どっちもいいと思います」

「それはダメよ。ちゃんとどっちか言って」

「でも、林檎ならどっちも似合うと思うよ」

　僕がそう言うと、林檎は赤面した顔を手に取った服で隠すようにする。

「そ、そういうのはいいから！　どっちがいいか言いなさいっ」

「そうは言っても、僕は服選びのセンスないし」

「天あま野のの感覚でいいのよ。天野の好みはどっちなの？」

「んーそう言われてもなぁ」

　あまり服について考えたことがなかったから、いきなり訊きかれても困る。

「分かった。じゃあ、試着するから見てちょうだい」

　実際に着ているのを見たら、どっちがいいか分かるかもしれない。

「うん、じゃあお願いするよ」

　そういうわけで僕らは試着室の前まで移動。

　林りん檎ごは試着室に入り、カーテンを閉めようとして止まる。

「あ、覗のぞかないでよ？」

　カーテンの間から顔だけ出して、半眼で釘くぎを刺してきた。

「覗かないに決まってるじゃん」

「この前、お風呂場に入ってきた」

　林檎の家に泊まった夜に、湯気の奥に見えた林檎と花はな咲さきさんの姿を思い出して動揺する。

「あ、あれは事故で……っ！」

「ガン見された」

「うっ……」

　事実だから何も言い返すことができない。

「とにかく、今度はやめてよね？」

「はい……」

　完全敗北した僕を前に、林檎は得意げな笑みを浮かべつつカーテンを閉めた。

　カーテン越しに衣きぬ擦ずれ音が聞こえてきて、どうにも気分が落ち着かなくなったので少し離れたところで林檎の着替えを待つ。

「天野」

　しばらくすると、試着室の方から僕の名前を呼ぶ声が。

　カーテンから顔だけを出して、林檎がちょっと不機嫌そうに眉を歪ゆがめていた。

　僕は急いで彼女のもとまで歩いて行く。

「どうしてあんな遠くにいたのよ？」

　林檎に訊たずねられ、僕は目を背ける。

「何でもないよ」

　衣擦れ音が聞こえて気まずかったとは言いづらい。

　しかし、そんな僕に林檎は訝いぶかしげな目を向けてきた。

「まさか女性服を見て興奮してたの？」

「そんな変態のプロフェッショナルみたいなことしないよ！」

「分かったから、今度は近くにいてちょうだいね。呼ぶの大変でしょ」

「りょ、了解……」

　いい言い訳がひらめかないし、とりあえずこの後は衣きぬ擦ずれ音が聞こえないぎりぎりのところで待機することにしよう。

　でないと、僕の身がもたない……！

「で、どう？」

　林りん檎ごがカーテンを全開にし、自らの姿を見せてきた。

　先にスリットが入ったニットのトップスを着たようである。

　どうしよう、すごく可愛かわいい。

　偶然にも今日穿はいてきたチェックのショートパンツとの相性もよく、林檎の魅力を引き立てていた。

「やっぱりすごく似合ってるよ」

「ほんとに？」

「うん」

「あ、ちょっと待って」

　林檎はそう言ってくるりと回れ右をし、こちらに半分だけ顔を向けつつ、ポニーテールを結うようにして後ろ髪を上げて見せる。

　明るいボブカットの下から、首筋やうなじが露あらわになった。

「後ろも大丈夫？」

「…………あ、うんっ」

　なぜだか林檎のその姿は、とても魅力的に見えてドキッとしてしまった。

　な、なんでだろう。

　ポニーテールに萌もえたのかな？　それともうなじ!?

　僕の声音が気を遣っているように聞こえたのか、林檎が髪を下ろして不安げな眼まな差ざしを向けてくる。

「何かおかしかったかしら？」

「ううん！　何もおかしくないよっ」

「そう。じゃあ、もう片方の服に着替えるから、ちょっと待ってて」

「わ、分かったよ」

　林檎がカーテンを閉めたところで、僕は深く息を吐いた。

　まさか林檎が髪を上げるだけでこんなにも心が乱されるなんて……！

　どうしちゃったんだ、僕は。ともかく落ち着け。

　深呼吸をしながら待っていると、すっかり気分が鎮まったところでカーテンが開けられた。

「こっちは、どうかしら？」

　フリル付きオフショルニットのトップスを着た林りん檎ごが、上目遣いで見てきた。

　さっきの服に負けず劣らずよく似合っている。

「うん、こっちもいい。えっと、後ろも見ていい？」

「そうね、いいけど」

　林檎がさっきと同じようにして後ろを向き、ポニーテールにするように髪を上げる。

「……やっぱり可愛かわいい……」

「え？」

　髪を下ろしてこちらを向き、小首を傾かしげる林檎。

「ううん、何でもない。いいと思うよ！」

「変にテンション高いけど、どうしたのよ？」

「ううん、何でもないよ」

「そう。それで、どっちの方が好きとかある？」

「う～ん……」

　正直どちらも良かった。両方買うというなら、それで賛成なくらいだ。

　でも、どちらか一着を選ばなければいけないとするのなら……。

「僕はこっちの方が好きかな」

　僕は、今林檎が着ているオフショルニットの方を選んだ。

　どちらの服も林檎によく似合っていたが、完全に僕の好みだった。

　すると林檎は偉そうに口角を持ち上げる。

「えー」

「えーって……」

「天あま野のってやっぱりセンスないわね」

「自分で候補に挙げてたやつじゃん！」

「でもセンスない方選んだなぁって思ったのよ」

「そういうことなら、最初からもう片方を買えばよかったじゃん」

「そうしようかしら。だけど頼りなくても、男子の意見が欲しかったのよ」

「頼りなくて悪かったね……」

　相変わらずの林檎節だ。

　僕に嫌いや味みを言うためだけに今日こうしてショッピングに誘ったのではないかと思ってしまう。

「でも、こっちを着ている林檎の方が可愛いと思ったのは事実だから」

「え、ちょっと、いきなりかわっ、可愛いとかやめてよ気持ち悪い！」

「ひどい言われようだ……」

　一応は褒めたつもりなのに、どうして傷付かなきゃいけないんだろう。

「でも、こっちで決定ね。ふふ」

　なんだかんだ言いつつも、林りん檎ごは試着室の鏡に映した自分の姿を見て嬉うれしそうに笑っていた。

　女の子ってよく分からない。

　林檎は思い出したかのようにこちらを向く。

「そうだ、これに合わせたいスカートも見て欲しいから、ちょっと待ってて」

「これだけ貶けなした後に!?」

「いいでしょ、別に」

「勝手だなぁ……」

　僕の了解を聞くまでもなく、林檎はカーテンを閉めて着替え始めてしまった。

　目星を付けたスカートも持ち込んでいたようである。

　しかし、しばらくしてもなかなかカーテンは開けられなかった。もう五分は経たつが、どうしたのだろう。

　ツインクラーを見て時間を潰していたが、そろそろ女性服店に男が一人でいるこの状況に、周りからの目が痛くなってきた。

　僕は試着室の前まで行って声を掛けることに。

「林檎、もう着替え終わった？」

「えっと……ええ、一応は。今開けるわ」

　歯切れの悪い林檎の返事。

　けれども次の瞬間、カーテンが開けられ林檎が現れた。

　上はオフショルニットのトップス。だが、下はワインレッドのスカートで、そこからほっそりとした生足が覗のぞいている。

　確か今日は黒のニーハイを履いてきていたはずだから、コーディネートに合わせて脱いだのかもしれない。

　さすがは流行に詳しいと誉れの高い林檎だ。

　彼女が選んだオフショルニットとスカートの組み合わせは抜群に合っていた。

　下を着替える前までの林檎よりも格段に可愛かわいく見える。

　ところがどうしたのだろう。林檎は左手を腰に当てたポーズをしており、それが何ともダサかった。

「おお、すごく似合ってるよ。でも、そのポーズはやめた方がいいんじゃない？」

「さ、サイズがちょっと大きすぎたから、落っこちないように押さえてるのよっ！」

　赤面した林檎が恥ずかしそうに言ってきた。

「腰骨に引っかからないなんて、幼児体け」

「ん？　何ですって？」

「何でもありません……」

　不気味なまでに綺き麗れいな林りん檎ごの微笑ほほえみだった。

　その続きを口にしたら、きっとただでは済まない……！

「そこに小さいサイズのがあるから、ちょっと取ってちょうだい」

　そう言って林檎が向ける視線の先には、同じような形のスカートがたくさんハンガーに掛けられていた。

　幸い、試着室から数メートルしか離れてないコーナーのようである。

　僕はそこまで行き、同じ色のものを手に取り、また戻ってきて林檎に見せる。

「えっと、これ？」

「たぶんその右にあったやつだと思うわ」

　僕は言われた通り、さっきのものの右にあったスカートを取ってくる。

「これならオッケー？」

「ええ、これなら──」

　林檎は僕が手渡したスカートを受け取ろうとした。

　腰に当てていた左手を外して。

「──きゃっ！」

「ちょっ」

　林檎の穿はいていたスカートが落っこちそうになり、彼女は咄とつ嗟さに両手を腿ももに当ててそれを阻止する。

「はあ、危なかったわ……」

「そうだね────うっ」

　ひとまず惨事にならないでよかった。

　安あん堵どの息を吐つきかけたその時、僕はとんでもないものを目にしてしまった。

　試着室の鏡に映る林檎の後ろ姿。表ではぎりぎりで止められたかに思われたスカートが、裏ではずり落ちてしまっていたのだ。

　ニットのトップスでは隠しきれず、黄緑色の生地と太腿の付け根が見えてしまっている。

「どうしたのよ、天あま野の？　さっきから私の後ろばかり見て」

　林檎はスカートがどうなっているかなんて全く気付いた様子もなく振り返ろうとする。

「あぁああ！　いや何でもないから！　あのね林檎、一旦閉めようか？」

　僕が林檎のそれを見ていたことがバレれば、また変態呼ばわりされて激怒されるに決まっている。

「え、どうして……？」

「い、いいからっ！」

「わ、分かったわ」

　僕は林りん檎ごの代わりにカーテンを閉めた。

　これでひとまず大丈夫だろう。

「……ふう」

「まだ近くにいてよ」

　カーテンから顔を覗のぞかせる林檎に、僕は必要以上にびっくりしてしまった。

「も、もちろんそうするから！」

　林檎は僕の態度に納得がいかないという様子だったが、カーテンの中に顔を引っ込めて着替え始めたようだった。

　数分気を落ち着かせた後、試着室に声を掛けてみる。

「どう、今度はサイズ大丈夫？」

「ええ、ちょうど良さそうだわ」

　カーテンが開けられた。

　今度は変なポーズなんて決めていない林檎だ。

「どう？」

　不思議なことに、同じ服だというのに、サイズがぴったり合っている方が遥はるかに可愛かわいく見えた。

「うん、やっぱりすごく似合ってる。まあ、林檎だからどんな服でも着こなしちゃうんだろうけどね」

「これでもコーディネートにはすごく悩むのよ？」

　苦笑する林檎。

「え、そうなの？　その割に今日はすんなり買う服を決めちゃったみたいだけど？」

「今日は特別よ」







　元の服に着替えた林檎は、服を持ってレジへと並ぶ。

「色々言ってたくせに、僕が選んだセンスない方を買うの？」

「別にいいでしょ」

　レジの店員に呼ばれ、林檎が歩いていく。

「だって、せっかく選んでくれたんだもの」

　去り際、小声で何かを呟つぶやいた。

　服の買い物が終わって、二階にあるカフェで休憩。

　窓辺の席に座り、僕はコーヒーを、林檎はカプチーノを注文した。

　そういえばこのカフェ、中学校時代に林檎とオフ会をした店に似ているかもしれない。

「結局、私の買い物に付き合ってもらっただけになっちゃったわね」

　少しだけ申し訳なさそうな林りん檎ごの眼まな差ざし。

「いいよ、新鮮な経験だったし。楽しかったよ」

「え、やっぱり女性服を見て興奮してたの……？　引くわ……」

「だから違うって！」

　林檎はクスクス笑ってカプチーノを一口飲むと、先程買った服の袋を眺めてにやついた。

「ところで、ほんとにその服で良かったの？」

「いいわよ、だって天あま野のが選んでくれたものだから」

　え、え。今の聞き間違いじゃないよね……？

　いつも僕にはツンツンとしている林檎とは思えないデレ発言だったんだけど。

　今日の林檎、一体どうしてしまったんだ……!?

　買い物をしている時から、林檎はちょくちょくスマホをいじってるようだったし、裏アカの方で何かを言っているかもしれない。

　極力見ないようにしていたけど、今はいいよね。

　僕はスマホのツインクラーで林檎の裏アカを覗のぞく。





シロウサギ【きゃぁああああああ～！　Ｒ君に服を選んでもらっちゃった！[image: ]どうしよ～！】

　　　　　【落ち着きなさい私！　Ｒ君と二人きりになるなんて前もあったじゃない！　でも今日は、絶対これデートだよね！[image: ]】






　時刻から予想すると、たぶんこれはカフェに来たばかりの時のものだ。

　そ、そっか……！

　林檎は僕との今の時間をデートと意識してくれてるのか。

　そうだ、確かにこれはデートだよね。

　ああ、どうしよう。意識した途端、急に顔が火ほ照てってきた。

　不意に一つ前の投稿が目に入ってくる。





シロウサギ【私の行動変じゃないかなっ？　というかそもそも、生徒会の買い出しがあるって言って誘ったけど、それも嘘うそだってバレてないかなっ？

　　　　　　[image: ]　あぁああドキドキしちゃうよぉ～！】






　これは林檎との買い物が始まったばかりの時のだと思う。

　って、え!?　生徒会の買い出しって嘘だったの？

　じゃあ、何のために……って考えるまでもない。

　林りん檎ごはただ、僕と一緒に買い物に行きたいがために嘘うそを吐ついたのだ。

　ともあれ、今日の林檎のおかしな行動の意味が分かった。

　目の前の女の子が裏ではこう思ってくれていると思うと、とてつもない嬉うれしさと共に緊張が生まれてきた。

「それにしても、思ったより早く買い物終わっちゃったわね。天あま野のはどこか行きたいお店ないの？」

　林檎に訊たずねられ、僕は急いでスマホを仕し舞まった。

「僕はないかな」

「そう？　それなら、少し最近のアニメについて語り合いましょうよ」

「お、望むところだよ」

　これを機に気を取り直していこう。

　ここで僕がボロを出せば、彼女の裏アカを覗のぞいていることがバレてしまうかもしれない。

　いつも通りを心掛けなければ。

　しかし、林檎とアニメやゲームのことを話し出すと、徐々にテンションが上がり、そんなことを考えるまでもなかった。

　この前生徒会室で昼食を取りながら話した時もそうだったが、やはり林檎とこうして話している時間は楽しい。いつまででも話していられるし、全く苦でもない。

　そうしている内に、かつてツインクラーで毎日のようにリンゴとやり取りをしていた思い出が甦よみがえる。

　僕らは本来、気が合う仲間だ。それなのに、なぜ今のようにいがみ合う関係になってしまったのだろう。

「あ、あの子たち……」

　不意に林檎の目が店の入り口の方へと向けられた。

　僕らと同い年くらいと思われる女の子三人組が来店してきて、店員が席へと案内しようとしているところだった。

「知り合いなの？」

「天野、覚えてないの？　中学校の後輩よ。確か今年高校一年の子たち」

「ごめん、全く見覚えがないや」

　林檎は少し寂しそうな目になる。

「天野って、ほんとに何でも忘れちゃうのね」

「そうかな？」

「そうよ。私と会ってたことも忘れてたし」

「それは覚えてるよ」

　林りん檎ごと初めて会った日のことは忘れようもない。

　僕の始まりかけていた恋が打ち砕かれた日なのだから。

「天あま野のが言ってるのはオフ会の日のことでしょ？」

「そうだけど……」

「もっと前に会ったことあるのよ。そんなことも天野は忘れちゃったみたいだけど、中学校一年の時、私たちは会って話をしてるの」

「え……」

　そんなまさか。

　僕と林檎があの時より前に出会っていただって？

　それも中学校一年の時といったら、ツインクラーでリンゴと出会う前じゃないか。

　林檎は僕らが本当に初めて会った時の話を続ける。

「夏休み中、緑化委員会の当番活動で偶然一緒になってちょっとだけ話をしたのよ」

「ごめん、林檎。誰か女子と話したことまでは覚えてるんだけど、それ以上は……」

　その頃の僕は、とにかくＳＮＳの中で過ごしていた。

　ＳＮＳの中にしかまともに話す相手がおらず、現実を常に憂鬱に思っていた。

　だから、春はる風かぜさんとの出来事のように、ＳＮＳでのことは思い出せても、現実でのことは印象が薄いのだ。

　しかし、今では学校に居場所だってあるし、ちゃんと現実のことを覚えている。

　いつからそんな風に変わったんだっけ。

　林檎は叱責することもなく、少し寂しそうに笑うだけだった。

「いいのよ。その頃から天野はＳＮＳの中ばかりで生きてたから、たぶんそうなんだろうなって分かってた。ＳＮＳでのことは覚えていても、現実でのことはほとんど覚えてないんだろうなって」

　林檎はカプチーノのカップを両手で包み込むようにし、柔らかな笑みを浮かべて語る。

「だけど、その時に天野は私にツインクラーを教えてくれたの。流行やオシャレを追うのに必死だった私が、唯一愚痴を吐ける場所を教えてくれた。だからね、これでも感謝はしてるのよ」

　そうだったのか。

　僕から見て林檎は、いつも苦もなく、誰よりもキラキラと輝いている人だった。

　ところが、それは違った。実は林檎はひどく苦労し、悩んでいたのだ。

　会った上に話したことも忘れ、ツインクラーを勧めたことすら覚えていなかった。

　僕は最低なやつじゃないか。

　林檎は、ちょっとムッとしてジト目を向けてくる。

「けど、それだけに、忘れられてたってのがショックだったの」

「本当にごめんなさい……」

　どう謝罪したらいいか分からない。彼女にどれだけ謝っても足りない。それでは怒るわけだ。

　林りん檎ごは、リンゴの正体が自分だということに気付けなかったから怒ったのではない。以前に会ったことを忘れたことに怒っていたのだ。

　そんな僕が、林檎に感謝されていいわけがない。好かれる資格なんてない。

「もういいのよ。もう二年も天あま野のに怒って、そろそろ怒りの感情もなくなってきちゃったわ」

　林檎は優しい声音で僕に言ってくれた。

「林檎……」

「でも、また昔みたいに、漆うる星ぼしとリンゴみたいになれたらなって思うわ」

　その言葉で僕は救われた気持ちになれた。

「林檎も、そう思ってくれてたと思うと嬉うれしいな」

「林檎〝も〟ってことは？」

　林檎に言葉を拾われ、僕は少し照れくさく思いつつ話す。

「え、あー、うん！　都合がいいってのは分かってる。だけど、僕も林檎と昔みたいに仲良くなりたいと思ってる」

「そう、なんだ……うふふ」

　林檎は弾むような声でそう言い、手元のカプチーノに視線を落としてクスクス笑った。

「どうしたの？」

「ううん。ただね、お互いにずっと同じ気持ちだったのに仲直りできなかったなんて、私たち二人とも本当に意地っ張りだって思って」

「ああ、そうだね」

　僕らは声を揃そろえて笑い合った。

　それから林檎は、緑色の綺き麗れいな瞳で真まっ直すぐに僕を見つめて訊きいてくる。

「なれるかしら？　昔みたいに」

「なれるよ。だって、一度はそうだったんだから」

　もう二年もずっと喧けん嘩かをしてきた。

　でも、そうなれるという確信が僕にはある。

「あ、今日のことまでは忘れないでちょうだいね？　今度こそ本気で怒るんだから」

「うん、大丈夫。絶対に忘れないよ」

　僕はもう変わったのだから。

　……ああ、そうだ。

　何がきっかけで現実と向き合うようになったのか分かった。

　二年前、リンゴというネットの中の少女に惹ひかれていったあの時間。その時に僕は少しずつ変わっていったのだ。

　つまり、僕を変えてくれたのは林りん檎ごなのである。

　そんな彼女と一緒に紡いでいくこれからの時間。

　それが僕は楽しみで仕方がなかった。





　　　　◇◇◇






　林檎との買い物の時間を終え、花はな咲さきさんと春はる風かぜさんと落ち合うと、最後に四人でウィンドウショッピングを楽しんだ。

　結局のところ、三人は勝負なんて途中からどうでもよくなってしまったようで、僕に勝者を訊たずねるようなことはしなかった。

　そうして夕方まで楽しい時間を過ごした後、正面口のバス停でバスに乗り込む。

　遊び疲れたのか帰りのバスの中はみんな静かだった。このままでは寝てしまいそうな雰囲気だ。

　乗り過ごしても嫌だし、僕だけは起きておこう。

　するとそこで、ポケットのスマホがバイブする。

　寝ないためにちょうどよかったと思いスマホを開くと、鳥とり田た先輩からの個人アインだった。





鳥　田『天あま野の会計、今日は大変だったんじゃない？』






　まさしくその通り、今日は大変な一日でした……って。

　ん、待て。どうして鳥田先輩はこんなに察しがいいんだ……？

　あ……ああ、そういうことか！

　どうして昨日、いきなり三人から同じ誘いが来たのか。その謎が解けた。





天　野『ひょっとして、鳥田先輩が何か裏でしたんですか！』

　　　『なんか三人が急に誘ってきておかしいと思ったんですよ！』

鳥　田『さあ、何のことかな～』






　どうせならもっと上う手まく誤ご魔ま化かしてほしい。

　明らかに何かしたと言っているようなものじゃないか。





天あま　野の『もう面白がって』

　　　『あーでも、ありがとうございました』

鳥とり　田た『およよ、ひょっとして天野会計もドＭになっちゃった？』

天　野『違いますよ！』

　　　『ただ、ちゃんと三人と話す時間が作れて、よかったなと』






　春はる風かぜさんとは過去の関係について知り、花はな咲さきさんとは関係を深められ、林りん檎ごとは和解ができた。

　今日一日で、それぞれとよい感じになれたと思う。





鳥　田『ほほー、それならよかったよ～』






「まさか先輩、これを狙ったわけじゃ……いや、それはないか」

　すべては鳥田先輩の差し金だったわけだが、さすがの先輩でもすべてを見通していたとは思えない。

　もしそうなら、僕らのことすべてを把握していたことになってしまうし、それはあり得ないだろう。

　それより、今回のことが鳥田先輩によるものだったとすると、昨日のアカネの《明日は覚悟しておいてね》という発言が引っかかる。

　鳥田先輩がアカネで、三人に変なことを吹き込み、昨日あんなＤＭダイレクトメツセージを送ってきたのではないか、と。

　なんだか、鳥田先輩もアカネっぽい気がするぞ……。

　林檎と話していると、時々アカネとやり取りをしているような気分になる。

　花咲さんは、雰囲気や優しいところがアカネそっくりだ。

　春風さんは、過去に僕との繋つながりがあり、以前から漆うる星ぼしのアカウントを知っていたようだし、演技をする技術でいえばアカネの可能性が一番濃いともいえる。

　そして鳥田先輩は、昨日の言葉と行動が一致しているし、考えてみれば楽しいことが好きなところはアカネと似ているかもしれない。

　生徒会メンバーを見ていけば見ていくほど、どんどん分からなくなっていく。

　けれど、絶対に見つけられるという根拠もない自信が僕にはあった。

「アカネ、絶対に見つけるから、もう少し待っててね」

　誰にも聞こえないように口の中で呟つぶやくと、隣に座っていた林檎がこちらを向き、優しく微笑ほほえんだ。





[image: ]




　林りん檎ごたち三人とショッピングをした日の夜。

　いつも通り僕は、自室の学習机に着いてアカネとメッセージを送り合う。





アカネ《それで、今日のショッピングは楽しかったの？》

漆うる　星ぼし《もちろん、楽しかったよ》

アカネ《へえ～、漆星くんはわたしじゃないかもしれない女の子たちと遊んで楽しかったんだ～？[image: ]　へえ～》

漆　星《ちょっ、その訊きき方はズルいってっ！》

アカネ《あははは、ごめんね》






　アカネが生徒会の誰かは分からないが、今このメッセージを打った彼女は悪戯いたずらっぽく笑っているに違いない。

　ちょっと仕返しをしてやりたくなる。





漆　星《そういうアカネはどうだったの？》

アカネ《わたしも楽しませてもらっちゃったよ～、色々とたくさん》






　もしかしたらアカネの正体が誰か分かるかもと思ったのだが、その答え方では全く絞ることができない。





漆　星《うわ、卑ひ怯きような答え方》

アカネ《へへ～ん、わたしにボロを出させようとした漆星くんの方が卑怯だよーだ》

漆　星《うぅ、確かに》

アカネ《あ、でも今日は楽しませてもらったし、特別にわたしのヒント教えちゃおうかな……》

漆　星《えっ!?　ほんとに!?》






　思わず立ち上がってしまった。

　心拍数が上昇して、手汗が噴き出してくる。





アカネ《うそ、やっぱり教えてあげない～[image: ]》






　なんだ、やっぱりそうだよね……。一気に気分が冷めた。





漆うる　星ぼし《ぐぬぬ……》

アカネ《漆星くんは、ちゃんと現実でわたしを見つけてね》

漆　星《アカネには敵かなわないなぁ》

アカネ《うふふ。それが分かったところで、今日も恋人のふりをするための会議を開こっか？》

漆　星《うん、お願い》






　アカネと何か特別なイベントがあったというわけでもないが、ここ数日でまた彼女との仲が深まったような気がする。

　まあ、アカネとは現実リアルでもほぼ毎日顔を合わせているはずだし、当然と言えば当然なのかもだけど。

　何だか僕には、それが不思議に思えて仕方なかった。

　僕はクスッと笑って、偽の恋人関係を演じるための作戦をアカネに送るのだった。







　二日後の放課後。

「お疲れーっす」

　僕が生徒会室のドアを開けて中に入ると、窓辺で下校途中の生徒たちに手を振る鳥とり田た先輩が振り返った。

「天あま野の会計、今日も早いね～。あたしに会いたかったの？」

　ニヤニヤと訊きいてきた先輩に答える。

「えーそうですよー。先輩に会いたくて走ってきちゃいましたー」

「ちょっ、すごい棒読み！　天野会計、もうちょっとバレないように嘘うそ吐つこうよ～？」

「先輩こそ、もうちょっと返しやすい冗談言ってください」

「あは、それはごめん」

　鳥田先輩はそう言ってケラケラと笑い、また窓から生徒たちに手を振り出した。

　まったくこの先輩は、相変わらず僕たちで遊ぶのが好きな困った人だ。

　僕は生徒会室の自分の席まで行って、腰を下ろす。

　すると、隣で文庫本を読んでいた春はる風かぜさんが顔を向けてきた。

「……お疲れさまです、せんぱい」

「お疲れさま、春風さん」

　いつもならば、これでまたすぐ本の世界へ戻っていくのだが、春はる風かぜさんは何かまだ言いたいことがあるのか僕の顔を見つめていた。

「どうしたの？」

「……ご主人様？」

「うん、学校ではやめようねっ！」

　なるほど、そう呼ぼうかと迷ってたんだね！

　でも他のメンバーにメイド好きであることがバレると恥ずかしいから、今はやめてください。本当に。

　春風さんは、焦る僕を見るとなぜだか少し満足げに頬ほおを緩めて、今度こそ読書へと戻っていった。

　すると今度は、隣にトレイを持った花はな咲さきさんが来た。

「はい、天あま野のくん。この前買い物に行った時に買ったキャラメルミルクティーを淹いれてみたの……あ」

　僕の前にティーカップを置こうとした花咲さんだったが、唐突に動きを止め、トレイに戻してやり直した。おしとやかな動作でティーカップを置く。

「お茶が入りました、ご主人様」

「なっ!?　ごしゅじ……っ！」

　花咲さんはどうやらメイドの真ま似ね事ごとをしているようだ。

　僕が無言で春風さんに顔を向けると、彼女は文庫本で顔を隠して目を合わせないようにしていた。

　話しちゃったんだね……春風さん。

　でもこの二人、いつの間にそんなに仲良くなっていたんだろう。

　あまり二人きりで話しているところとか見たことなかったんだけど。

「というわけで新しいお茶なんだけど、どうかな？　飲んでみて飲んでみて～」

　いつも通りの花咲さんに戻り、微笑ほほえみかけてくれた。

「あ、ありがとう、花咲さん。いただきます」

　僕はティーカップを手に取り、一口飲んだ。

　甘みの中にほろ苦さもあり、それがミルクティーのまろやかさとよくマッチしていた。

「うん、すごく美お味いしいよ」

「ほんとに！　天野くんのお口に合ってよかった～！　じゃあ、このお茶もこれからレパートリーに加えちゃおっと」

　花咲さんがウキウキとした足取りで給湯スペースへと戻っていった。

　ティーカップを置き、僕はホワイトボードに今日の議題を書いている林りん檎ごのもとまで行って声を掛ける。

「お疲れ、林りん檎ご」

　林檎は書く動作をやめてこちらを見た。

「あら、お疲れ、天あま野の。今日は早かったのね？」

「うん、まあね」

　林檎と喧けん嘩かをしていた時は、それが憂鬱であえて遅く来ていたが、もうそうする理由もなくなった。

　これからも今日と同じくらいの時間に来ることになるだろう。

　でも、どうしてだろう。ずっと毎日のように喧嘩してきただけあって、ちょっと拍子抜けしてしまう。

　もちろん、林檎と仲直りができたのはよかったのだが、まだ今の感じに慣れてないのだろうか。

　林檎がふと思いついたように口を開く。

「あ、それとも私もご主人様って呼んだ方がいいかしら？」

「い、いつも通りでお願いしますっ！」

「ふふふ、そう」

　林檎は悪戯いたずらっぽく笑ったかと思うと、一歩距離を詰めてきた。

「ねえそれより天野」

　突然のことに思わずドキリとしてしまう。

　しかし、そんな僕の心中なんて知りもしない彼女は、僕の耳元に顔を近付けて囁ささやく。

「アカネの正体、教えてあげようか？」

「え!?」

　戸惑う僕を前に、林檎はスマホを取り出し素早く文字を打ち込む。スマホで教えてくれるつもりなのだろうか。

　アカネの正体が、今ここで分かってしまう……っ!?

　覚悟もまだできてないまま、林檎がスマホをこちらに向けてくる。

〝ウォーカー君〟が付けられたスマホ。その画面を見せてきながら、林檎が無邪気な笑みを浮かべた。

[image: ]





あとがき




　好きすぎたせいでしょうか。最初はちょっとだけのつもりが、いつの間にかがっつりとＶチューバーが登場していました。好きだから仕方ないですね。

　そんなわけで、こんにちは、烏からす川がわさいかです。

　さっそくで申し訳ありませんが、一つだけ宣伝を。最近、小説投稿サイト『カクヨム』での投稿を開始しました。同じペンネームで、ラブコメを中心に無料で読める小説を上げておりますので、ご覧になっていただけますと嬉うれしいです。

　では、ここからは謝辞を失礼します。

　担当編集様、的確なアドバイスをくださり、そして私が暴走しないように手綱を握っていてくださりありがとうございました！　また一緒に何か食べ行きましょう！

　イラストのシロガネヒナ様、今回もとびきり可愛かわいい女の子たちをありがとうございました！　銀髪少女、春はる風かぜ亜あ衣いちゃんのイラストをたくさん描いていただき最高です！　他のヒロインたちも浴衣ゆかた姿や私服姿などとにかく可愛くて尊すぎます！（限界）

　その他、この本を刊行するにあたり尽力してくださった方々、心より感謝申し上げます！

　そしてこの本を手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます！

　これからもどうか、烏川さいかをよろしくお願いします！





電子書籍特典　書き下ろし短編

夏休み中の生徒会『＃こころ　＃亜衣』





　こころは生徒会活動のために、夏休み中の学校へと来た。

　元気な声と共に生徒会室の扉を開ける。

「おはよう。あ、まだ亜衣ちゃんだけだ～！」

「……おはよう、ございます」

　自分の席で読書をしていた亜衣は、顔だけをちらりとこころへ向け、小さく会釈した。

　こころが自分の席まで行って荷物を置き、椅子に腰かけると、亜衣が浮かない顔で「……はぁ」とため息を吐く。

「亜衣ちゃん、大丈夫？　何か困ってることでもあるの？」

「……ええ、まあ……」

「それなら、何でも相談して！」

「……え、ですが」

「わたし、亜衣ちゃんのためなら頑張るから！」

「……いえ、あの」

「さあ、どうぞ！」

「……うぅ」

　渋っていた亜衣だが、きらきらとしたスマイルで身を乗り出してくるこころを前に、折れて打ち明けることに。

「……実は、最近わたしの周りで辛い物ブームでして」

「うん」

「……辛い物を食べなければいけない状況が多いといいますか」

「それは不思議な状況だね……あ、そっか、Ｖチューバーさんの間で辛い物食べる配信が流行ってるもんねっ！」

　亜衣はあからさまに慌てて顔を背ける。

「……な、なんのことでしょうっ!?」

　──あ、そういえば亜衣ちゃんはＶチューバーであることを隠したいんだっけ。

　こころはそのことを思い出し、申し訳ないことを言っちゃったかなと反省。

　それから、お詫びに何か協力できないかと考える。

　──そうだ、辛い物対策ができるかも。

「でもそれならいい方法があるよ」

「……いい方法ですか？」

「うん、飲むと辛さを感じなくなる紅茶があるの」

「……ほんとう、ですか？」

　亜衣が希望の眼差しをこころへ向ける。

「本当だよ。飲んでみる？」

　亜衣が頷いたことで、こころが紅茶の準備に取り掛かった。

　数分後、亜衣の前に紅茶の入ったティーカップと真っ赤なスナック菓子の乗せられた皿が出された。

「はい、これがその紅茶と、激辛スナック菓子だよ。まずは紅茶から飲んでね」

「……い、いただきます」

　亜衣は紅茶を口に含み、次に恐る恐るといった様子で激辛スナックをぱくり。

「……っ!?　か、辛いです!!」

　目を見開いた彼女は、ごくごくと残りの紅茶を飲み干した。

　その隣でこころが残念そうな声を漏らす。

「あー、やっぱり暗示をかけるだけじゃダメだったか～」

「……だ、騙したのですね……？」

　恨みがましい目を向ける亜衣に、こころは申し訳なさそうな笑みを浮かべて合掌する。

「ごめんごめん、甘いお菓子も用意してるから許して」

「……む、それなら分かりました」

「うふふ」

　その後、他のメンバーが来るまでの間、二人で甘いお菓子を食べて過ごしたのだった。
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